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論 文 要 旨 
 

学籍番号 80833195 氏 名 酒井 仁 
 

論 文 題 目： 

システムズエンジニアリングを用いた我が国地方都市の魅力向上のための考察 
 

 

（内容の要旨） 
 日本の地方都市の多くは、現在も過疎化が止まらず、急激な高齢化と若者の転出が続いてい

る。そのために、疲弊している地方都市が少なくない。 
従来の研究では、地方都市に関しては、居住環境・生活環境・公共交通に関する研究が多く

見られる。今後、日本国内全体で人口減少が避けられないとしても、過疎化やスプロール化す

ることなく、ある程度コンパクトに市民を集約していくような地方都市が魅力ある都市である

と考え、居住環境・生活環境・公共交通だけで都市に人が集まることを説明することは、難し

いと考える。 
本研究の目的は、この「地方都市の魅力」を向上し、その都市を活性化させる提案を行うこ

とである。地方都市の人口が増加するかどうか、あるいは、減少しないかどうか、と言う尺度

で測るのが良いと考え、居住環境に注目した従来研究と異なったアプローチで研究を行った。

その分析手法として、システムズエンジニアリング手法により、マインドマップ・特性要因

図・共分散構造分析を用いて、「見える化」と「要因分析」を行い、各要因の重みや因果関係、

優先順位の高さを導いた。 
その結果をもとに、地方都市の魅力を向上させるのに効果的な具体的方法を考え、類似の実

事例に基づいて、効果を考察した。 
結果として、経済面に対する対策の重みが大きく、下記が導きだされた。 

「地方都市魅力向上の主要4対策」 

1) 生産年齢層に対して、経済面での地方都市の魅力向上（働く場の確保等）の対策 

2) 少子化対策 

3) 新しい都市交通システムの充実：自動車に依存しない都市交通システムの構築 

4) 地方都市の人口が減少していくとするならば、その街をコンパクトにまとめ人口密度を

下げない対策 

一見、都市の魅力とは、街並みや景観に捉えがちであるが、そうではなくその街に暮らす人々

が、働く場が確保されていてそれなりの所得があり、経済面でその都市が活性化していること

が重要である。そして、それら働く人々の一家が安定して暮らし、子供を産み育てる環境づく

りも、また重要である。さらには、自動車に依存しない都市交通システムの構築や、都市をコ

ンパクトにまとめる方法が重要であるということも導き出されたが、このことは、働く人々に

対しての魅力向上にもつながり、また子供を産み育てる環境づくりと兼ねられる、ということ

も分かった。 
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Abstract 
Most of Japanese local cities are loosing populations rapidly today. Younger generations are 

leaving local cities. Therefore society is facing serious aging problem. Not quite a few local cities are 
exhausted.  

There are various studies on local city issues, especially on housing, living and public 
transportation. Even though Japan faces nationwide depopulation issue, the author still belives that it 
is possible for local cities to enhance its attractiveness regardless of depopulation and urban sprawl. 
The author asuumes that the attractivness is enhanced by integration of residential area so that the city 
can be more compact. Therefore, it is not enough to consider only housing, living and transportation 
issues in order to explain the mechanism of population increase in the cities. The purpose of this study 
is to propose effective measures to make local cities more active by enhancing its attractiveness. The 
author focuses on considering increase and decrease of local city population. The approach is 
obviously different from the previous studies, which mainly pay attention to housing and living issues.
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In concluding, it is ture that people tend to count attractiveness of local cities on urban streetscape and 
scenery. However, what is more important for the attractiveness is the fact that local residents have 
secured jobs and thus can afford their living stably. In other words, economy of the local city must be 
active and stable. In addition, it is also necessary to maintain social environment in which families can 
spend their life and give birth and raise children without problems. Furthermore, the result shows the 
importance of public transport system which is independent from car. Keeping a city compact is also 
an effective measure as well. These measures contribute not only to enhance the attractiveness as a 
workplace but also encourage people to give birth and raise children in the local cities. 
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第 1 章 はじめに 

 

1.1 研究の背景 

日本は人口減・高齢化社会の時代に入った。日本の地方都市の多くは、今も過疎化が止

まらず、急激な高齢化と若者の首都圏転出が続いている。その為に、疲弊がつづいている

地方都市が少なくない。 

例えば、駅前であるのにも関わらず商店街が、シャッター通りになっていたり、空地が

点在したり、中心市街地に駐車場が存在していたりしている。そして、到底歩いては行け

ない郊外の地価が安くて、まとまったロードサイドの敷地に大規模小売店が発達していっ

ている。（Figure1.）当然の結果として、来客者はまとまった大規模な駐車場に、車でアク

セスし車なしでの生活は成立しなくなっている。 

また、大規模ショッピングセンターだけにとどまらず、市役所・総合病院・保健所など

の公共・公益施設も建替えにともなって郊外に移転するケースが出てきている。 

このように、特に地方都市の中心市街地の商店街は、疲弊し、衰退し、壊滅状態にある。 

その一方で、公共交通のサービス水準の低さも相まって、過度に車に依存した生活行動・

交通行動が起きており、もはや、車の運転をリタイヤしたりした高齢者は、日常の買い物

に例えば郊外の大型ショッピングセンターまでリュックサックを背負って、延々と歩いて

行かなければならないというようなことが、起こっている。 

 このようなことが進むと、多くの地方都市が都市としての効率的な機能を失うことにな

る。今後、日本の地方都市は、過疎化を止め、モータリゼーション等によってスプロール

していく都市構造から脱却し持続可能な都市構造へと変換していく必要がある。 

 

 

 

 



 

 

 
Figure1.  「商業機能の中心市街地から郊外への移転」についての意識調査 

 

平成18年度 国土交通白書より  

 

 

1.2 従来の研究 

本研究の背景から、地方都市などにおいて居住環境や生活環境、その他に言及し評価し

ている従来の研究を概観する。概ね、都市の居住環境に関する研究が多く見られる。 

加知氏ら[１]は、居住環境レベルの空間分布をＱＯＬ指標で評価するため、居住環境の

機能を空間使用性・景観調和性・自然環境性・局地環境性・防災機能性に分類し、さらに

それらを、住宅・街路・自然の３つの環境要素に分け合計15の評価項目を設定した。そし

て居住環境に対する価値観の重みをコンジョイント分析により推計している。その結果、

都心部では、街路環境及び住宅環境が高く評価され、郊外部では自然環境が高く評価され

る傾向があると述べている。  

丁氏ら[２]は、高齢者の居住を考慮した都心地区での居住空間を創出するために、日常

生活に必要な都市施設に対する重要度および施設までの移動距離に対する満足率に着目し、

主に高齢者を対象とした住民意識調査に基づいて、住民の視点から都市施設に基づく居住

環境を評価するための評価モデルを作成し、そして、作成した評価モデルを地方都市に適
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用し、現状の居住環境を評価した。具体的には、都心居住を考慮した都市施設の配置評価

モデルとその地方圏への適用に関して、徳島市の5地点を抽出し満足距離を分析し評価し

ている。その結果、高齢者が、 も近くに配置して欲しい施設は、警察署・交番で、続い

て病院や郵便局・銀行、スーパーマーケットであると述べている。 

 内原氏ら[3]は、「コンパクトシティからみた地方都市の人口社会増減の分布と生活利便

性の関連分析」を、浜松市と金沢市を例として行っている。都市形態変化が生活利便性か

らみてコンパクトシティに向かっているのかを、都市計画施策と対応させつつ確認してい

る。その結果、都市形態としては、都心の一部での大規模集合住宅の立地、あるいは都心

周辺の中心市街地の一部において、徒歩生活利便性が高い場所に人口が集まる、コンパク

トシティに向かう動きは観察された。しかし、市全域では、都市形態は依然として拡散傾

向にあり、それらの問題への対応はまだ十分ではないと述べている。また、生活利便性と

人工社会増減の因果関係までは、この研究では扱うことが出来なかったとも、述べている。 

次に、公共交通に関する論文も多く見られる。 

 谷口氏[4]は、「コンパクトシティとTOD（Transport Oriented Development：公共交通指向

型開発）をめぐる計画論」と言うことで、公共交通と街のささえあう姿を探っている。こ

の中で氏は、ある時間断面でみれば、人口密度の高い都市ほど公共交通と街のささえあい

が存在し、自動車への依存が少ないことは傾向としては事実である。しかし、経年的に見

れば、人口密度が変化しなくても、特に地方部で自動車依存は著しく進展しており、そこ

に住む家族一人一人が車を持つようになることで、居住密度が変わらなくとも公共交通と

街のささえあいが損なわれてきた。と述べている。 

吉田信博氏[5]は、「まちづくりと公共交通」と題して、過度に自動車に依存しない公共

交通を軸とした「歩いて暮らせるコンパクトなまちづくり」「集約型都市構造」への転換が

必要であると言われるようになって久しいにもかかわらず、自動車依存の傾向は進行しつ

づけ、公共交通も苦戦が続いており、その結果、中心市街地の衰退と「まち」の質が低下

したり、CO2 排出量の増加等の問題が顕著になりつつある。そのため、これからは都市計

画をはじめとしたまちづくりに携わる者が交通関係者と密接に連携し「総力戦」で取組む

ことが求められている。と述べた上で、その取組に対する国の支援制度等について記述し

ている。 

居住環境や公共交通が、都市の魅力に関係するのは明らかであるが、それだけで都市に

人が集まることを説明するのは、むずかしいと考えられる。例えば仕事環境等は、そうで
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あろう。本研究では、都市の魅力が人が増加するかどうかということで計るのが良いと考

えており、従来研究と異なったアプローチを必要とする。 

また、持続可能なまちづくりに関する論文も多く見受けられた。 

恒川氏[6]は、「指標を用いた都市の持続可能性の定量的評価」と題して、サスティナブ

ル・シアトルの指標を取り上げている。「サスティナブル・シアトルは、米国北西部のワシ

ントン州に位置するシアトル市とキング郡のボランティア市民を中心に進められている地

域づくりの活動で、そこでは『持続可能なコミュニティの指標』が公表されている」（恒川，

2009，P22―23）と氏は紹介した上で、都市の持続可能性という面から「指標づくり」を

考察している。氏は、「指標づくりには、以下のような役割が期待される。第一に市民と行

政、企業との協働あるいは市民参加を促す役割である。第二に、透明かつ合理的な意思決

定を支援する役割である。第三に、都市と周辺地域や地球全体とのつながり・依存度を明

らかにする役割である。地域的な関係も考慮に入れ、近隣とのつながりや依存の度合いを

分析・評価し、わかりやすく視覚的に表現するような指標の開発が望まれる。」（恒川，2009，

P24）と記している。 

澤井氏ら[7]は、「持続可能なまちづくりを考える」と言うことで、愛媛県梼原町を事例

として、町の人口動向・年齢比率、CO2 を始めとした環境への地方公共団体の取組、住民

参加の地域社会づくり等について紹介している。 

これら持続可能なまちづくりの研究は、コンセプト中心で定量的な考察がされていない。

その他、文献では、地方都市の現状に関して具体的な事例をあげ述べている研究が多く見

られたが、事例研究に留まっていて一般的な分析までなされていない。[8],[9](pp.14-53 

pp.142-150),[10] 
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1.3 本研究の目的 

日本国内全体で、人口が減少していくことが避けられないとしても、地方都市では、過

疎化やスプロール化することなく、ある程度コンパクトに市民を集約していくような都市

が、魅力ある地方都市と考える（Figure2.）。そのためには、その「地方都市の魅力」を向

上させて、人々が分散することのないようにしなければならない。「地方都市の魅力」向上

のためには、何をしなければならないのか？また、地方都市の魅力とは何であるか？を研

究する必要がある。 

従来研究には「都市の魅力」として、居住環境を取り上げているものが多く、またそれ

らを定量的に考察しているものは、それほど多くない。そしてそれらの従来研究には、職

の確保のような経済的側面が含まれていない。本研究では、この都市の経済的側面（職・

収入）にも焦点をあて、今も過疎化が進む日本の既存地方都市を「地方都市の魅力」とい

う尺度で複数の要素を相対的に比較し、因果関係・相関関係や重みを評価する。その結果

をもとに地方都市再生の手法に関して効果の程度・優先順位を検証する。 

 

 

 

 Figure2.  「地方都市の魅力」とは？ 

モナコの風景をもとに、著者がイメージして描いた。  
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1.4 章立て 

本研究論文の章立ては、2.1節に示す本研究のプロセスに沿い、下記のような構成とする。 

第 1 章では、「この研究がなぜ必要なのか？」「この研究を行う目的は何か？」研究の背

景と目的を、従来の研究を考察しながら明確にする。 

第2章では、明確になった目的に向けて、「どのような問題点があるのか？」ステークホ

ルダーを明らかにしながら「地方都市の魅力」に係わる要素を見える化し、分解・整理す

る。 

第3章では、第2章で見える化された要素について評価する。「地方都市の魅力」につい

ての、複数の要素を相対的に比較し、因果関係・相関関係や重みを定量的に評価する。そ

して、どのような対策がどのぐらい重要なのかが推察できるようにし、「地方都市の魅力向

上」の主要な方法を導き出し、まとめる。 

第4 章では、第3 章で導き出された「地方都市の魅力向上」の主要な方法を基に、それ

に対する具体的な対策を提案する。 

第5 章では、第4 章で提案された具体的対策案の効果を推察するために、その提案に類

似した実際の事例の効果を考察する。 

 第6章では、本研究によって、得られ導き出されたことを結論としてまとめ、さらに今

後の課題について述べる。 
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第2章 問題定義 

 

2.1 問題の分析 

目的を明確にするため、本研究のプロセスをシステムズエンジニアリング手法で「見え

る化」[11]すると、Figure3.のように整理できる。 

■要求分析 

地方都市の魅力向上のための問題点に係わるステークホルダーを明らかにし、求められ

るゴール・目的を明確にする。 

■見える化と分解 

次に求められているものを細かく洗い出し、整理・分類する。つまり、地方都市の魅力

向上のための問題点を『見える化』して、それを分解・整理する。 

■モデル構築 

整理・分析した問題点は、落ちや漏れなく列挙するだけではなく、要素間の因果関係・

相関関係や重みについても分析する必要がある。その為、本研究では共分散構造分析を行

い、地方都市の魅力向上についての複数の要素を相対的に比較し、因果関係・相関関係や

重みを定量的に評価する。 

■対策案の提案 

モデル構築のところで行った、地方都市の魅力向上の要素の因果関係・相関関係や重み

を考慮して、今後とるべき、その対策案を提案する。 

■ 対策案の分析 

地方都市魅力向上のための対策として、実際に行われている類似の事例の効果を知るこ

とによって、提案された対策案の効果の程度を考察する。 

■ 結論 

本研究によって、わかった地方都市の魅力向上のための対策を整理し結論として、まと

める。また、研究の今後の課題を明確にする。 

 

このシステムエンジニアリング手法により、地方都市の再生に向けた『地方都市の魅力向

上』について、落ちや漏れが少なく、より効果的な対策を提案することができる。本研究
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では特に、「要求分析」と「見える化と分解」の部分にも重点を置くことと、全体のプロセ

スにおいて、「見える化（Visualization）」に注意と工夫をして、十分な研究を行う。 

 

 

 

 

 

 

要求分析

・地方都市の魅力
を見える化
・見える化された
地方都市の魅力
を分解・整理

見える化と分解

・今後とるべき地方
都市の魅力向上の
ための具体策を提
案

・地方都市の魅力
について複数の要
素を相対的に比較
し、因果関係・相関
関係・重みを評価
する。
・・・何をどのくらい
行えば、どのくらい
効果がでるか？

・研究の結論
・研究の今後の
課題

結論

モデル構築

対策案の提案

対策案の分析

・類似の実例の
効果を知ること
によって、提案さ
れた具体策の効
果の程度を考察

・ステーク・ホル
ダーを明らかに
する
・求められるゴー
ルは、何か？

 

 
Figure3.  研究プロセスのVモデル 
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2.2 地方都市システムの問題の見える化 

「地方都市の魅力」とは、いったいどのようなものであるのか？を考える手ががりとして、

現在の地方都市システムが抱える問題点を見える化し、それをどのように改善すれば、ど

うなるのか？を見える化するために模式図として、それぞれ現在の地方都市システム AS 

IS図（Figure4.1.）とあるべき地方都市システム：TO BE図（Figure4.2.）を描いた。 

図は、下記の点に注意した。 

・ 3つのステージ（緑色・水色・桃色ステージ）に分け、3層構成とした。 

・ 「森」を見て「木」を見るかのように、下から上に向かって全体像から徐々に細か

な要素を挙げていく表現とした。 

・ 下層の緑色ステージでは、日本全体について記した。 

・ その上層の水色ステージでは、日本全体から詳細化し、日本の地方都市について記

した。 

・ 上層の桃色ステージでは、水色の地方都市の問題点を、さらに詳細化し３つに分

類し、その中の要素と思われるものを示した。 

・ 赤字で、現在の地方都市システムでは問題点を、あるべき地方都市システムにおい

ては、是正された状況をイメージした。 

・ 両者の変化の状況がよりビジュアルになるように描いた。 

また、二つの図の構成を、Table1.にまとめた。 

9 



 

10 

Table1.  AS IS図（Figure4.1.）とTO BE図（Figure4.2.）の構成のまとめ 

ステージ フォーカス
現在の地方都市システム

AS IS
あるべき地方都市システム

TO BE

緑色 日本全体

・人口減社会
・急激な高齢化

・安定した人口・年齢層
　の社会を理想

水色
日本の

地方都市

・中心市街地の疲弊
・商業施設の郊外
　へのスプロール
・過度に自動車に
　依存した都市生活
　
上記が引き起こす
問題として、
・不健全な都市機能
・消費エネルギーの増大
・CO2消費の増大

改善後
・中心市街地の活性化
・中心市街地に戻る
　商業施設
・歩いて生活できる都市
　
結果として
・持続可能な省エネ都市
　として再生

桃色
上記を3つ
に分類

■交通
・電車
・バス
・自転車
・自家用車
■行政と法令
・まちづくり三法
・バリアフリー法
■運営
　運営団体
・TMO：
　　タウンマネジメント
　　機関
・NPO
　運営対象
・商店街、モール

それぞれが抱える問題
■交通
・渋滞する中心部
・車で行く日常の買い物
■行政と法令
・止まらない過疎
・シャッター通りのまま
■運営
・機能しない商店会
・機能しないTMO

■交通
・LRT
・フリンジパーキング、
・一人乗りロボット
・増える歩行者
■行政と法令
・新しい都市計画手法
■運営
・機能するTMO
・機能するNPO、
運営対象
・再生された商店街
・トランジットモール

理想の状況
■交通
・歩きやすい中心部
・歩いて行く日常
　の買い物
■行政と法令
・都市に戻る人々
■運営
・にぎわう中心市街地

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Figure4.1.  現在の地方都市システム:AS IS 

日本全体

行政と法令

交通

電車 バス

不健全な都市機能

日本の地方都市

TMO

人口減社会 急激な高齢化

中心市街地の疲弊

商業施設の郊外へのスプロール

過度に自動車に依存した都市生活

まちづくり三法

省エネ法

バリアフリー法

自転車

運営

自家用車

NPO

商店街

モール

消費エネルギーの増大

ＣＯ２消費の増大

すぐには避けられない

止まらない過疎
シャッター通りのまま

渋滞する中心部
車で行く日常の買い物

機能しない商店会
機能しないTMO
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日本全体

日本の地方都市

行政と法令

交通

機能するTMO

安定した人口・年齢層の社会

中心市街地の活性化

中心市街地に戻る商業施設

歩いて生活できる都市

新しい都市計画手法

運営

トランジットモール

機能するNPO

再生された商店街

一人乗りロボット 増える歩行者

 

 

 

 

 

 

 

 

 持続可能な省エネ都市

都市に戻る人々

歩きやすい中心部
あるいて行く日常の買い物

にぎわう中心市街地

LRT フリンジパーキング

 

 

 

 

 

 

 Figure4.2.  あるべき地方都市システム：TO BE 
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2.3 地方都市の魅力の見える化 

「見える化」されたことにより明確になった現在の地方都市システムの問題点とあるべ

き地方都市システムの改善点を参考にし、「地方都市の魅力」の「見える化」の要素を抽出

する。 

「To」を目的とし、「地方都市を活性化するための提案」とした。そのためには日本全体

では人口減少が避けられないとしても、地方都市では過疎化やスプロールを止め、ある程

度市民を集約していくような地方都市が魅力ある都市と考える。この考えから、「By」は

「地方都市の魅力の見える化と要因分析」とし、「Using」を次ページから行う「システム

ズエンジニアリング手法による、マインドマップ・特性要因図・デモグラフィックス デー

タ収集・共分散構造分析」とした。これをFigure5. に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共分散構造分析 

デモグラフィックス データ収集・ 

マインドマップ・特性要因図・ 

Using : システムズエンジニアリング手法による、 

 

By   : 地方都市の魅力の見える化と要因分析 

 

To   : 地方都市を活性化するための提案 

 

Goal Statement 

 Figure5.  Goal statement 

 

次に、Goal Statementを考慮しながら「地方都市の魅力」の「見える化」の要素を抽出する

ためにマインドマップを作成する。 

 「住みたいと思う魅力がある都市」「この街で働きたいと思う魅力がある都市」・・・等々

を記し、さらにそれらの原因や理由になると思われる要素を書いた。これを Figure6.に示

す。
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Figure6.  地方都市の魅力に関するマインドマップ 
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マインドマップより得た都市の魅力の要因を分類し、整理するために作成した特性要因図

(Fish Bone)をFigure7.に示す。 この特性要因図は、向かって左から右に矢印が書かれてい

る。これは、 終目的である「街を活性化」させる為に、「地方都市の魅力」を向上させる

という手法を使って目的を達成することを「見える化」したものである。そのプロセスに、

マインドマップにより抽出された要素をグループ分けしながら、書き留めていった。これ

により、「地方都市の魅力」の概念を、街の発達・アメニティ性(都会的な感じ・娯楽)、経

済性（収入・職、他）、家族生活快適性（高齢者・子供・親の生活性）、の3つに分け、そ

れらの要素と思われるものを示した。 

 

地
方
都
市
の
魅
力

ショッピングセン
ターが大きくて、
たくさんある

働く場がた
くさんある

どこに行くにも
時間がかから
ない ショッピングのお

店がたくさんある

ものが豊
富である

自家用車が複数
あるので、どこに
でも移動できる

近くに何で
もある

公園が多い

要因Ａｸﾞﾙｰﾌﾟ
街の発達・アメニティ性 (都会的な

感じ・娯楽) 

要因Ｂｸﾞﾙｰﾌﾟ
経済性

（収入・職、他）

生活が豊
かである

教育レベル
が高い

要因Ｃｸﾞﾙｰﾌﾟ
家族生活快適性

（高齢者・子供・親の生活性）

良い病院
が多い

良い医者が
たくさん居る

飲食店舗
がたくさん
ある

自分の街が
自慢である

自然が豊富
である

街並みが美しい

環境
が良い

良い学校
がある

広い所に住める

特別養護老
人ﾎｰﾑがある

福祉制度が充
実している

既に長く住んでいる
ふるさとで
ある

収入が良い

都市交通機関が
発達している

道路が整備さ
れている

車が持てる

土地が安い 物価が安い

家賃が
安い

治安が
良い

コミュニ
ケーショ
ンがある

 

 
Figure7.  特性要因図（Fish Bone） 
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第 3 章 地方都市の魅力の評価 

 

3.1 評価方法 

「地方都市の魅力」についてのさまざまな項目が、その都市の過疎化抑制や活性化に対

して、どのぐらい影響しているのか、またそれぞれの項目どおしがどのような因果関係を

示しているのかを、共分散構造分析[12](pp.35-66 pp.112-132),[13]により評価する。直接観測

できない、街の発達・アメニティ性(都会的な感じ・娯楽)、経済性（職・収入）、家族生活

快適性（高齢者・子供・親の生活性）を潜在変数とし、これらと因果関係・相関関係があ

ると想定される適切な観測変数を選び観測データを、文献[14]―[20]及び各市ホームページ

（付録参照）を用いて、Table2.1.―2.4.のように作成した。 

研究の対象地区としては、特に再生や発展が望まれる、人口２０万人以上の特例市（４

３市：八戸市・水戸市、他）と３０万人以上の中核市（３９市：青森市・富山市、他）と

した。 
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Table2.1.  都市デモグラフィックス データ 1/4    単位：％ 

 

NO 市名

00~05_
人口増
加率(組
替後)国
調

04~07_
人口増
加率(組
替後)_
住基

02~07人
口密度
増加率

02~07_
世帯数/
人口の
増加率_
住基

04~07_
世帯数
増加率
_住基

00~05_
年少(15
歳未満)
人口割
合の増
加率_国
調

00~05_
生産年
齢
(15~64
歳)人
口割合
の増加
率_国
調

00~05_
老年
(65歳
以上)
人口割
合の増
加率_
国調

00~06_
歳出決
算額/人
口の増
加率

00~06_
地方税/
人口の
増加率

00~06_
財政力
指数増
加率

1 函館市 -3.62 -2.60 -47.72 6.07 1.70 -9.30 -4.17 20.10 3.07 -3.94 -9.62
2 旭川市 -1.26 -0.80 -1.16 6.95 3.10 -8.15 -5.29 21.31 -11.76 -5.09 -1.92
3 青森市 -2.27 -1.80 -12.13 5.11 2.40 -7.43 -3.23 20.00 -3.12 -5.72 -3.23
4 八戸市 -1.57 -1.20 -28.95 6.14 3.10 -7.98 -3.68 24.05 -1.07 -0.61 3.17
5 盛岡市 -0.57 -0.70 -42.40 2.80 2.10 -8.50 -3.47 17.31 1.47 -2.26 1.39
6 秋田市 -1.05 -0.70 -46.63 3.27 2.30 -8.33 -3.67 20.57 -4.81 -2.53 -1.52
7 山形市 0.25 0.50 0.44 4.92 3.50 -6.12 -2.13 11.28 -13.51 -1.96 8.45
8 郡山市 1.20 0.30 1.04 5.11 3.40 -7.83 -1.47 14.10 -16.78 -3.20 10.29
9 いわき市 -1.57 -1.20 -1.80 7.06 3.30 -7.55 -2.48 14.29 4.98 -2.45 4.62
10 水戸市 0.40 0.90 -12.99 4.21 4.60 -6.45 -2.78 18.75 -6.10 -6.55 -1.15
11 つくば市 4.54 4.30 6.01 5.73 8.60 -9.64 -0.14 13.60 0.22 8.81 19.57
12 宇都宮市 3.12 1.40 -15.52 3.75 5.00 -5.26 -2.85 15.86 -6.62 0.67 9.57
13 前橋市 -0.59 -0.40 -31.08 2.79 3.10 -4.73 -2.98 15.82 -5.55 -8.33 -3.53
14 高崎市 2.17 1.10 -61.02 1.23 4.40 -3.31 -2.79 14.29 -6.06 -14.84 -6.59
15 伊勢崎市 4.14 1.80 -24.65 1.95 5.90 0.63 -2.65 11.04 -9.15 -5.64 6.25
16 太田市 1.56 1.10 -18.51 1.00 4.90 2.00 -2.32 20.42 -2.49 -0.32 11.11
17 川越市 0.92 0.50 1.09 6.65 4.30 -4.23 -5.21 31.25 4.25 5.31 11.24
18 熊谷市 -0.74 -0.10 -30.34 3.34 4.70 -9.80 -2.87 23.49 -4.18 -2.24 2.30
19 川口市 4.36 2.60 4.53 4.92 5.40 -2.76 -4.23 28.93 -14.96 3.31 9.89
20 所沢市 1.82 0.90 1.72 4.55 3.20 -6.38 -3.06 33.06 -1.09 -1.78 10.42
21 春日部市 -0.96 -0.90 -32.98 5.10 3.40 -6.80 -6.06 48.18 -3.78 -6.95 2.67
22 草加市 5.02 1.30 3.29 4.94 4.30 0.69 -6.58 37.04 -3.88 1.79 9.41
23 越谷市 2.39 0.80 2.13 6.37 4.30 -2.70 -5.14 39.81 -4.64 -1.87 11.11
24 船橋市 3.59 2.70 4.60 5.26 5.90 -0.75 -5.69 30.16 5.49 -3.62 -2.94
25 柏市 1.92 1.90 -25.67 4.41 5.30 -4.29 -4.89 32.26 -2.88 -2.62 6.38
26 横須賀市 -0.58 -1.30 -1.38 5.13 1.70 -3.01 -4.34 20.69 -5.30 -4.13 3.66
27 平塚市 1.70 1.20 1.68 5.78 4.80 -5.56 -3.91 25.71 4.13 -1.19 9.80
28 小田原市 -0.72 -0.10 -0.51 6.42 4.00 -6.21 -3.35 19.16 -5.03 -2.57 7.07
29 茅ヶ崎市 3.45 1.30 2.98 10.41 9.40 -1.42 -4.65 23.65 -5.80 0.92 7.37
30 相模原市 3.83 1.00 -68.48 3.62 4.20 -4.73 -3.91 31.53 1.72 -6.61 -0.99
31 厚木市 2.32 1.70 2.18 5.65 5.00 -4.08 -3.88 32.69 4.81 -1.61 8.89
32 大和市 3.98 1.50 3.02 4.31 4.00 -2.80 -4.32 31.90 6.65 -2.63 9.38
33 長岡市 -0.58 -0.90 -53.88 -0.35 3.30 -6.00 -4.20 19.78 46.19 -12.76 -18.42
34 上越市 -1.79 -0.90 -59.88 0.13 3.00 -6.49 -6.61 24.74 26.83 -10.91 -19.44
35 富山市 0.10 0.10 -78.13 1.32 3.90 -0.72 -4.01 14.97 8.16 -9.72 -7.41
36 金沢市 -0.40 0.30 0.41 4.55 3.10 -4.79 -1.74 15.00 -20.40 -1.87 0.00
37 福井市 -0.02 -0.10 -32.16 3.02 2.80 -5.26 -2.87 12.37 7.55 -5.03 -1.14
38 甲府市 -0.97 -0.10 -17.46 3.88 2.60 -4.38 -3.29 14.43 9.31 -8.56 -1.22
39 長野市 -0.11 0.10 -41.58 4.58 3.30 -5.16 -3.63 16.76 -0.45 -11.00 -6.58
40 松本市 -0.61 0.10 -68.23 3.21 2.80 -3.31 -3.60 15.85 -3.66 -7.34 -8.64
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 Table2.2.  都市デモグラフィックス データ 2/4    単位：％ 

NO 市名

01~04_
事業所
数/人口
の増加
率

01~04_従
業者数/
人口の増
加率

00~05_
製造品
出荷額
等/人口
の増加
率

99~04_小
売業年間
販売額/
人口の増
加率

01~05_課
税対象所
得額/納
税義務者
数の増加
率

01~04_高
額納税者
数/人口
の増加率

02~07_
乗用車
保有台
数/世帯
数の増
加率

01~08_都
市公園面
積/人口
の増加率

02~07_
住宅地
地価/㎡
の増加
率

00~06_
医師数/
人口の
増加率

01~06_
公共下
水道普
及率の
増加率

1 函館市 -7.07 -16.67 -43.05 -11.87 -10.37 -2.91 2.02 25.49 -27.06 5.88 0.81
2 旭川市 -6.31 -18.73 -21.09 -13.21 -9.81 -13.58 0.00 21.54 -18.27 12.21 1.71
3 青森市 -7.61 -22.54 -19.80 -10.62 -12.16 -19.56 3.85 46.60 -18.82 8.36 12.46
4 八戸市 -6.84 -17.14 5.45 -10.81 -9.01 -5.84 1.68 21.44 -19.27 13.74 7.33
5 盛岡市 -7.94 -16.27 4.86 -8.22 -10.26 -8.85 5.36 12.49 -28.32 10.56 0.36
6 秋田市 -5.92 -17.09 -9.72 -16.78 -10.31 -9.30 5.83 36.48 -29.49 15.62 20.95
7 山形市 -6.01 -13.61 -37.30 -5.93 -9.68 -15.70 2.00 24.20 -28.34 24.28 19.21
8 郡山市 -8.38 -8.87 11.56 -1.29 -8.15 -30.66 3.57 0.43 -27.42 19.97 24.38
9 いわき市 -6.65 -13.49 4.42 5.21 -8.03 -3.59 2.92 7.83 -19.49 0.65 14.10
10 水戸市 -10.47 -17.54 -9.63 -17.99 -5.08 -7.03 3.50 4.38 -28.17 -13.07 4.04
11 つくば市 -9.06 -27.64 -19.83 -9.39 -4.81 -10.64 -0.65 0.00 -11.28 27.82 10.19
12 宇都宮市 -14.87 -21.36 1.86 -20.68 -5.82 -10.77 3.47 -1.87 -27.55 4.70 0.00
13 前橋市 -9.51 -20.51 -11.35 -21.26 -10.33 -9.72 3.90 3.16 -32.46 6.37 -1.01
14 高崎市 -14.25 -21.82 -20.00 -29.08 -10.06 -22.99 3.40 112.57 -35.30 -0.03 0.00
15 伊勢崎市 -16.90 -19.36 3.14 -22.32 -9.12 -16.15 9.47 0.66 -30.40 -9.49 -27.18
16 太田市 -15.06 -17.32 -9.49 -14.16 -9.31 -38.28 5.88 -81.87 -25.76 -21.30 -16.49
17 川越市 -3.92 -10.62 37.85 -1.84 -7.86 -19.81 -1.79 9.75 -4.15 21.54 0.96
18 熊谷市 -8.99 -15.22 30.06 -25.02 -9.77 -26.46 7.19 -38.99 -24.15 11.15 0.00
19 川口市 -10.61 -15.97 -32.01 -11.52 -4.67 -10.17 -3.61 -38.73 -3.71 10.61 7.90
20 所沢市 -4.95 -18.59 -7.26 -7.17 -9.91 -1.26 -1.09 12.42 -4.69 69.99 4.91
21 春日部市 -5.25 -17.10 -33.16 -24.62 -10.42 -10.23 4.95 9.07 -12.40 21.97 -2.61
22 草加市 -5.85 -13.48 -14.93 -8.10 -6.93 6.75 -1.23 -30.17 -10.71 44.03 18.89
23 越谷市 -1.69 -13.63 -3.82 -5.69 -7.57 -10.29 -1.03 13.84 -9.83 12.77 4.46
24 船橋市 -7.64 -19.04 8.69 -13.64 -7.74 -1.10 -4.88 9.57 -7.36 17.58 20.94
25 柏市 -4.34 -15.80 -17.38 -7.53 -9.75 -12.93 3.19 43.95 -12.39 9.45 17.80
26 横須賀市 -6.86 -19.53 -40.75 -1.76 -10.38 -22.63 1.23 46.65 -15.31 20.65 3.62
27 平塚市 -8.77 -12.17 9.29 -20.41 -7.69 2.38 -1.80 2.72 -14.52 14.39 5.24
28 小田原市 -7.46 -15.08 -4.23 -6.39 -7.73 -20.61 -0.89 12.54 -12.57 20.95 5.25
29 茅ヶ崎市 -5.64 -14.51 -12.31 -15.01 -8.19 -12.60 -6.67 470.11 -8.13 15.50 3.55
30 相模原市 -7.24 -15.48 -30.26 -16.02 -8.80 -20.78 2.15 4.87 -27.51 3.07 0.00
31 厚木市 -6.77 -11.76 3.60 -10.56 -8.80 -17.87 -0.84 10.53 -13.72 14.76 2.85
32 大和市 -7.53 -12.80 -24.85 -4.28 -7.27 0.95 -3.57 -23.30 -10.85 20.88 1.66
33 長岡市 -13.20 -22.00 -1.62 35.18 -10.26 -34.37 9.86 79.40 -48.01 -13.27 -8.09
34 上越市 -15.45 -25.48 71.33 -36.34 -12.30 -36.16 7.33 17.13 -54.44 -13.78 21.88
35 富山市 -15.51 -20.54 30.89 -18.06 -11.30 -31.45 5.19 -23.91 -37.00 0.65 0.00
36 金沢市 -5.63 -14.04 3.03 -7.29 -7.39 -19.50 2.96 15.98 -29.09 22.34 9.25
37 福井市 -9.29 -16.63 -9.90 -10.29 -9.82 -10.51 4.76 3.02 -36.58 13.82 4.62
38 甲府市 -8.03 -15.67 -7.68 -12.82 -8.48 -20.29 3.01 44.57 -40.35 5.21 0.11
39 長野市 -7.53 -16.74 -33.88 -10.55 -10.76 -20.16 2.80 14.80 -39.49 12.34 22.49
40 松本市 -10.43 -19.44 -24.29 -10.94 -9.94 -27.87 3.50 37.40 -45.83 11.30 -3.65
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 Table2.3.  都市デモグラフィックス データ 3/4    単位：％ 

 

NO 市名

00~05_
人口増
加率(組
替後)国
調

04~07_
人口増
加率(組
替後)_
住基

02~07人
口密度
増加率

02~07_
世帯数/
人口の
増加率_
住基

04~07_
世帯数
増加率
_住基

00~05_
年少(15
歳未満)
人口割
合の増
加率_国
調

00~05_
生産年
齢
(15~64
歳)人
口割合
の増加
率_国
調

00~05_
老年
(65歳
以上)
人口割
合の増
加率_
国調

00~06_
歳出決
算額/人
口の増
加率

00~06_
地方税/
人口の
増加率

00~06_
財政力
指数増
加率

41 岐阜市 -0.70 -0.20 -0.99 4.46 3.00 -2.78 -4.41 19.32 -9.94 -7.63 3.70
42 沼津市 -1.68 -0.90 -18.14 6.08 2.60 -6.85 -3.81 22.35 4.96 1.43 8.33
43 富士市 0.98 0.40 0.63 6.09 3.70 -5.45 -3.35 22.30 2.48 0.33 11.76
44 豊橋市 2.09 1.20 1.67 5.54 4.90 -4.94 -2.48 15.89 -3.15 1.51 14.94
45 岡崎市 5.38 2.40 -37.23 5.69 6.20 -6.51 -1.15 13.53 8.94 2.16 6.80
46 一宮市 2.47 1.60 -2.08 8.29 7.20 -1.29 -5.01 25.34 -2.51 0.82 6.33
47 春日井市 2.84 1.70 3.03 5.46 5.10 0.00 -5.42 27.56 -6.47 1.51 8.33
48 豊田市 4.28 2.50 -63.04 3.92 6.90 -5.52 -4.48 35.35 14.42 22.77 12.50
49 四日市市 0.58 0.90 1.03 5.87 5.10 -3.18 -3.66 16.98 -6.62 -0.54 0.00
50 大津市 4.66 1.70 -9.72 4.83 5.40 -6.17 -2.18 16.11 -4.91 -6.86 -2.33
51 岸和田市 0.45 0.20 -0.06 6.77 4.20 -2.45 -3.97 21.29 -8.62 -67.32 -12.86
52 豊中市 -1.30 0.30 0.09 4.03 2.60 -2.11 -5.19 27.78 -7.59 -4.64 -2.97
53 吹田市 1.71 0.20 1.14 4.26 2.60 -2.04 -4.84 24.81 -0.15 -3.83 2.75
54 高槻市 -1.57 1.00 0.77 5.90 4.00 -2.90 -5.74 31.94 -3.51 -11.83 -8.24
55 枚方市 0.37 0.30 0.79 5.77 3.90 -3.33 -4.56 30.65 6.36 -7.44 -2.30
56 茨木市 2.81 1.50 3.48 4.33 4.10 0.00 -4.40 25.00 -2.69 -9.45 -1.01
57 八尾市 -0.47 -0.10 -0.51 5.91 3.40 -3.40 -6.27 29.73 16.86 -8.56 -6.98
58 寝屋川市 -3.58 -1.90 -2.99 6.09 1.60 -3.45 -5.51 37.30 9.22 -7.74 -2.78
59 東大阪市 -0.25 -0.80 -0.86 5.49 2.70 -2.13 -5.34 26.03 2.22 -10.53 -9.30
60 姫路市 0.84 0.00 -42.21 4.48 3.90 -3.07 -3.38 17.20 -6.77 -9.88 -6.59
61 尼崎市 -0.76 -0.70 -1.09 5.21 2.60 -3.70 -5.42 20.86 -8.37 -6.78 -8.14
62 明石市 -0.71 0.10 0.14 5.49 3.40 -5.70 -4.03 21.09 -2.32 0.02 -4.00
63 西宮市 6.22 3.50 5.76 3.01 5.50 2.78 -4.10 15.07 -18.90 -5.38 -9.18
64 加古川市 0.35 0.00 0.08 6.27 3.70 -6.75 -4.14 22.79 -11.64 -0.18 -2.35
65 宝塚市 3.20 1.90 3.27 4.88 4.70 -2.67 -5.60 22.22 -12.34 -12.29 -6.12
66 奈良市 -1.29 -1.10 -22.83 5.10 2.50 -6.25 -4.01 24.36 -2.80 -6.44 -11.36
67 和歌山市 -2.84 -1.10 -1.88 6.38 2.70 -6.25 -3.89 18.82 -6.77 -3.66 0.00
68 鳥取市 0.50 -0.60 -58.58 1.13 3.70 -11.73 -2.72 21.26 -9.17 -15.02 -17.91
69 倉敷市 1.85 0.90 -8.19 5.03 4.90 -3.82 -4.12 16.56 -11.19 -0.85 -4.44
70 呉市 -3.17 -2.40 -49.39 3.22 0.30 -7.41 -5.38 19.63 -4.24 -7.91 -10.29
71 福山市 0.47 0.50 -19.84 4.67 4.10 -6.96 -3.98 20.73 -0.79 -1.61 -1.19
72 下関市 -3.46 -1.90 -63.51 3.42 1.70 -7.35 -5.53 19.72 -2.25 -7.89 -12.31
73 高松市 0.42 0.40 -34.35 1.32 3.60 -4.64 -3.13 14.77 -16.12 -12.05 -7.87
74 松山市 1.31 0.50 -26.73 4.32 3.80 -7.84 -2.77 20.13 -0.98 -2.89 -5.33
75 高知市 -0.04 -0.90 -50.78 3.22 1.90 -4.20 -2.09 12.64 -15.65 -3.02 0.00
76 久留米市 0.51 -0.20 -29.66 -0.02 3.60 -6.33 -4.12 20.63 -6.64 -9.53 -4.17
77 長崎市 -3.23 -2.00 -36.10 4.69 1.40 -9.52 -3.32 18.95 -8.04 -7.49 -5.17
78 佐世保市 -1.27 -1.30 -27.17 4.59 2.10 -7.14 -2.34 12.75 0.14 -4.84 -3.51
79 熊本市 1.15 0.90 1.16 4.41 3.50 -5.70 -2.21 13.50 -7.88 -0.18 9.52
80 大分市 1.74 1.10 -23.68 5.17 4.60 -8.02 -3.03 21.38 -5.02 2.07 7.23
81 宮崎市 1.43 1.00 -41.62 3.30 4.40 -6.75 -2.07 15.63 4.61 -2.91 -1.56
82 鹿児島市 0.44 0.70 -41.52 3.31 3.30 -7.05 -2.34 17.50 -4.31 -0.38 6.25
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Table2.4.  都市デモグラフィックス データ 4/4    単位：％ 

 

NO 市名

01~04_
事業所
数/人口
の増加
率

01~04_従
業者数/
人口の増
加率

00~05_
製造品
出荷額
等/人口
の増加
率

99~04_小
売業年間
販売額/
人口の増
加率

01~05_課
税対象所
得額/納
税義務者
数の増加
率

01~04_高
額納税者
数/人口
の増加率

02~07_
乗用車
保有台
数/世帯
数の増
加率

01~08_都
市公園面
積/人口
の増加率

02~07_
住宅地
地価/㎡
の増加
率

00~06_
医師数/
人口の
増加率

01~06_
公共下
水道普
及率の
増加率

41 岐阜市 -5.21 -12.23 -13.17 -14.34 -6.55 -15.15 2.08 6.65 -25.35 13.92 8.17
42 沼津市 -5.33 -10.84 -19.69 -11.92 -7.07 -19.32 0.77 6.23 -25.30 -0.65 21.94
43 富士市 -6.25 -9.76 -7.78 -9.67 -7.05 -23.26 1.26 -19.00 -15.97 6.55 10.03
44 豊橋市 -6.90 -13.98 11.60 -14.21 -5.77 1.18 2.61 4.78 -15.94 13.12 5.19
45 岡崎市 -9.19 -12.71 8.95 -7.21 -4.88 -0.06 1.31 101.31 -10.89 9.31 44.35
46 一宮市 -8.95 -15.69 13.57 -15.30 -8.46 -15.50 -3.36 329.12 -24.73 6.09 39.33
47 春日井市 -8.23 -13.76 -6.48 -2.24 -7.17 -10.26 -0.74 23.33 -8.56 17.48 4.49
48 豊田市 -5.93 -8.93 12.76 -13.54 -6.05 -13.68 0.57 60.55 -24.79 24.59 27.44
49 四日市市 -7.55 -13.98 5.96 -15.73 -7.87 -24.96 0.68 8.16 -19.86 14.49 20.71
50 大津市 -11.22 -21.21 -15.61 -16.63 -7.96 -11.20 2.78 18.74 -15.33 6.14 5.64
51 岸和田市 -8.37 -19.14 9.97 -9.62 -10.51 -6.71 0.99 17.74 -18.52 13.58 6.69
52 豊中市 -7.72 -14.78 -15.46 -14.98 -6.62 -15.05 -3.03 -47.83 -8.95 15.81 -0.20
53 吹田市 -4.17 -16.64 -15.23 -2.26 -5.29 -5.84 -1.43 -15.80 -11.20 13.09 0.71
54 高槻市 -4.65 -14.13 -30.46 -1.41 -10.05 -16.50 -5.06 11.55 -10.76 23.33 6.81
55 枚方市 -5.91 -14.41 11.46 -19.90 -11.46 -21.96 -2.33 6.19 -16.01 46.69 11.52
56 茨木市 -9.93 -17.79 1.55 -8.71 -9.39 -11.52 -3.80 23.49 -9.34 -5.65 2.82
57 八尾市 -4.62 -13.41 -6.19 -4.89 -8.27 -8.19 -3.57 25.67 -12.29 4.54 25.60
58 寝屋川市 -1.78 -16.34 -10.26 -4.66 -11.31 -15.11 -3.95 10.64 -16.21 -10.86 17.31
59 東大阪市 -2.86 -7.51 -10.66 -7.67 -7.48 -20.24 -2.60 64.40 -13.69 6.71 14.34
60 姫路市 -5.82 -16.26 3.84 -22.73 -8.40 -16.25 2.42 9.73 -34.66 5.39 -0.58
61 尼崎市 -5.53 -16.31 -15.33 -19.29 -8.75 -10.18 -3.23 1.27 -5.17 21.12 0.00
62 明石市 -4.86 -13.36 1.43 -17.71 -8.86 -33.17 -1.10 11.88 -25.31 17.96 13.45
63 西宮市 -5.02 -15.09 -24.54 -8.02 -4.65 -9.13 -1.39 32.96 3.23 13.62 -0.10
64 加古川市 -3.76 -11.50 26.33 -19.83 -8.51 -19.67 1.67 0.00 -27.76 22.21 13.81
65 宝塚市 -7.18 -13.94 -32.12 -14.97 -8.76 -22.19 -3.53 5.51 -8.14 25.32 1.13
66 奈良市 2.99 -14.07 1.74 -10.47 -9.51 -4.58 4.08 1.65 -23.93 15.77 3.36
67 和歌山市 -2.99 -19.18 50.22 -13.95 -8.66 -8.13 0.90 38.69 -20.54 16.00 38.31
68 鳥取市 -14.67 -27.19 -15.81 -19.14 -14.50 -21.17 7.58 5.53 -60.90 -5.90 0.73
69 倉敷市 -9.89 -13.14 20.36 -6.67 -5.51 -9.51 3.60 33.68 -20.95 17.94 20.63
70 呉市 -3.92 -23.41 2.17 -24.22 -10.78 -29.48 5.75 0.00 -38.72 -6.59 -10.05
71 福山市 -9.74 -15.68 1.62 -13.38 -5.98 -15.89 4.51 0.00 -26.50 3.58 0.00
72 下関市 -3.74 -16.95 -2.97 -15.70 -10.29 -21.94 7.69 -1.75 -38.24 5.57 1.34
73 高松市 -14.45 -24.64 -30.38 -38.24 -10.54 -21.51 7.89 3.11 -42.44 -7.58 10.45
74 松山市 -9.47 -17.05 -25.74 -13.59 -8.29 -17.90 3.00 14.42 -19.13 -1.50 12.50
75 高知市 -7.84 -20.63 -24.61 -16.12 -9.86 -8.28 4.12 -2.66 0.00 8.94 0.00
76 久留米市 -16.08 -20.91 5.98 -13.22 -10.26 -14.31 10.26 9.28 -41.31 -3.95 -11.81
77 長崎市 -7.00 -16.87 -1.01 -6.79 -9.87 -24.18 6.41 34.79 -47.78 13.75 14.36
78 佐世保市 -6.30 -17.50 6.61 9.09 -10.25 -14.78 6.19 0.00 -38.17 6.06 0.00
79 熊本市 -6.58 -16.47 -34.67 -1.43 -8.23 -10.45 3.70 5.15 -23.47 9.76 9.22
80 大分市 -8.51 -16.52 56.16 -7.18 -8.89 -18.56 3.15 35.09 -24.13 16.86 8.92
81 宮崎市 -13.84 -18.13 51.06 -13.11 -9.69 -19.56 5.17 -2.57 -17.53 8.13 -3.56
82 鹿児島市 -9.34 -17.07 -29.97 -11.01 -8.39 -12.26 4.81 5.12 -24.40 8.91 -6.41
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3.2 共分散構造分析について 

 共分散構造分析は、構成する要因や概念間の因果関係や相関関係の大きさを、数値で理

解できるものである。構成する要因や概念には、実際に測定されたデータである観測変数

や直接的に観測できない潜在変数がある。これらの変数間において、一方が原因となりそ

れによりもう一方が、結果として影響を受けるような場合を因果関係といい、また、おた

がいが一方の原因となり、もう一方の結果となるような場合を相関関係（共変関係）とい

う。 

共分散構造分析では、この因果関係と相関関係の大きさをパス係数として数値で示し、

因果関係の大きさは、回帰係数または、偏回帰係数を求めるものであり、相関関係の大き

さは相関係数または、偏相関係数を求めるものである。これらを、見える化したものが共

分散構造モデル（共分散構造分析のパス図）であり、詳細を以下において、説明する。 

 

3.3 共分散構造モデル（パス図）について 

 共分散構造モデル（パス図）においては、因果関係を単方向の矢印として表現し、相関

関係を双方向の矢印として表現する。Figure8.の共分散構造分析のパス図について簡単に説

明する。[12](pp.112-132) 

 

3.3.1 観測変数と潜在変数 

各項目の内、矩形で囲まれている項目(01~05_課税対象所得額/納税義務者数の増加率な

ど)を、観測変数と言い実際の測定データが得られている変数である。また楕円形で囲まれ

ている項目{経済性（収入・職、他）など}を、潜在変数といい、直接観測できない変数の

全てである。 

 

3.3.2 構造変数と誤差変数 

丸で囲まれた項目(e6 など)を誤差変数といい、考察の対象となっている因果関係では説

明できない、結果側（矢印の先側）の変数の変動を生み出す要因となるものである。 

一方、構造変数とは、考察の対象となっている因果関係に関与する変動を含んでいる変

数のことである。したがって、構成概念を表す潜在変数そのものと観測変数は、構造変数

である。 
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3.3.3 外生変数と内生変数 

 パス図の中で、一度も単方向の矢印の先端を受け取っていない変数を、外生変数といい、

一度も他の変数の結果とならない変数のことである。反対に、一度は、単方向の矢印の先

端を受け取っている変数を、内生変数といい、少なくとも一度は他の変数の結果になる変

数のことである。 

 

3.3.4 測定方程式と構造方程式 

 パス図は、測定方程式と構造方程式という2種類の方程式の内容を、因果モデルとして

表現されたものである。 

 

3.3.4.1 測定方程式 

 パス図を分解した共分散構造モデル模式図-1として、Figure8.に示す。 

 

 

 

 

 

e1 

e2 

e3 

η3 

χ1 

χ2 

κ13 

κ23 

 

 

 

 

 

 

 
Figure8.  共分散構造モデル模式図-1  
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Figure8.図が示すモデルの意味は、 

･･････①ηκχ 13131 e  

･･････②ηκχ 23232 e  

　：観測変数χχ 21  ,  

　　：潜在変数　η  3  

　：誤差変数　　  , 21 ee  

　：因果係数κκ 2313,  

 

 

①, ②式を測定方程式といい、「測定方程式とは、共通の原因としての潜在変数が複数個

の観測変数に影響を与えている様子を記述するための方程式である。逆に「構成概念」

に相当する潜在変数が、観測変数によってどのように測定されているかを記述する方程

式と考えてもよい。」[12](pp.115)  この式の因果係数が、Figure10.においてパス係数と

して、矢印の部分に示される。共分散構造分析は、この因果係数を推定することが目的

の一つである。①, ②式は、それぞれ個別の単回帰式とみなせるので、因果係数は、①, 

②式の回帰係数とみなせる。回帰係数は、次の式より求められる。[12](pp.42―43, 72) 
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3.3.4.2 構造方程式 

 

e6

e4 

η4 γ54 

Η6 e5 

η5 

γ55 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Figure9.  共分散構造モデル模式図-2 

 

･･････⑤ηγηγΗ 65554546 e  

　　　：潜在変数ηη 54 ,  

　　　　：潜在変数Η6  

　　：誤差変数654 ,, eee  

　　：因果係数γγ 5554 ,  

 

④式を構造方程式といい、『構造方程式は、変数間の因果関係を表現するための方程式

である。具体的には、「潜在変数が別の潜在変数の原因になる」、「観測変数が別の観測

変数の原因になる」、あるいは「観測変数が潜在変数の原因になる」、という因果関係は、

構造方程式により表現される。』[12](pp.119)  測定方程式同様、この式の因果係数が、

Figure10.においてパス係数として、矢印の部分に示される。④式は、重回帰式であるの

で、因果係数は、④式の偏回帰係数とみなせる。この偏回帰係数は、次の式より求めら

れる。[12](pp.42―43, 77)
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符号は、⑥式に準ずる。 

 

3.3.5 データの標準化 

共分散構造モデルでは、一般に観測されたデータの値を全て標準得点に変換する。「これを

データの標準化という。」[12](pp.40―41) 変換の方法は、下記に示す計算で求める。 

・標準得点＝（観測値－平均値）÷標準偏差 

標準化されたデータは、必ず 

・ 平均値＝0 

・ 分散＝1 

・ 標準偏差＝1 

になる。[12](pp.41) Figure10. の矢印に付けられている数値は、いずれも関係する変数の

分散を1に標準化して求められたパス係数（因果係数）である。「一般に、共分散構造モデ

ルの分析結果を解釈する際には、標準化された解を用いる。標準化される前の値は、関連

する変数の分散の大きさに左右されるので、値を相互に比較する際に不便である。そこで、

標準化された解を用いて、モデルの意味を解釈するのである。」[12](pp.123) 
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3.4 評価結果 

「地方都市の魅力」に関する共分散構造分析のパス図及びその分析結果を、Figure10.に

示す。 

ソフトは、Amos 17.0.0（ビルド1404）を使用した。 

地方都市ごとに分けたデータを収集する件については、増加率を知る為に当然、同じ項目

に対して新しいデータと、古いデータの両方を収集する必要がある。しかし、その間に一

つの市の面積が、近隣の市と合併して変わっていたりしていた。したがって、同じ面積に

組み替える必要があった。また、このことからデータは、その都市の人口で除して、一人

当たりの増加率等に編集して比較するようにした。 

一方、Amosであるがソフトそのものの使用[21]は非常に平易であった。ただ、因果推論

をたて、モデル（パス図）を作成するのであるが、「GFI（Goodness of Fit Index）; 適合度

指標」「通常は、0から1までの値をとり、１に近いモデルほど説明力のあるモデルと判断

される。」[12](pp.174-177)の値を高くするために、多くのパス図を作成することになった。

GFI はパス図を複雑にし、一つの観測変数に対して、複数のパス（Figure10.の矢印）を採

ると、高い数値を示す傾向にあったが、あまり複雑にすると、逆に不適解になったり、あ

るいは適解でかつGFIが高い数値であっても、因果推論を説明することが困難なパス図に

なったりした。そのバランスをとりながら、また複数の問題点に工夫[22]をしながら図 7．

の結果に至った。 
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3.5 評価値の推定及び考察 

Figure10.のパス係数（因果係数）から、以下のように推定及び考察する。 

Figure10.の結果を分析するためにまず、おのおのの項目が都市の魅力までたどる道筋の効

果の度合いを計算し、総合効果としてまとめる。パスを構成する潜在変数の模式図を改め

て Figure11.に示し、直接効果・間接効果・総合効果を計算した値を Table3.に示す

[12](pp.212-216)。 

直接効果は、Figure11.に示す因果係数である（Figure10.においても同じ）。間接効果は、そ

の変数間の矢印についている因果係数の積である。間接効果については、2 通り以上の道

筋がある場合、1つの道筋について求められた因果係数の積を、すべて加算する。今回は、

大で2通りである。 

総合効果は、直接効果と間接効果の和である。 

 

 
Figure11.  パスを構成する潜在変数の模式図 

（四角内の数字は因果係数を示す） 
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Table3.  因果モデルの効果表（直接効果・間接効果・総合効果） 

（各潜在変数の道筋における因果係数の積を求め、すべて加算したものが、総合効果） 

直接 間接 総合 直接 間接１ 間接２ 間接計 総合 直接 間接1 間接2 間接計 総合

働く人に対
する魅力

0.49 0.00 0.49 -0.79 0.00 0.00 0.00 -0.79 -0.35 0.00 0.00 0.00 -0.35

高齢者・子
育て層に対
する魅力

0.00 0.00 0.00 0.96 0.00 0.00 0.00 0.96 0.21 0.00 0.00 0.00 0.21

地方都市の
魅力

0.00 0.77 0.77 0.00 -1.24 1.44 0.20 0.20 0.00 -0.55 0.32 -0.23 -0.23

経済性（収入・職・他） 街の発達・アメニティ性 家族生活快適性

直接 間接 総合 直接 間接 総合

働く人に対
する魅力

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

高齢者・子
育て層に対
する魅力

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

地方都市
の魅力

1.57 0.00 1.57 1.50 0.00 1.50

高齢者・子育て層に対
する魅力

働く人に対する魅力

 

 

Table3.から、総合効果で判断すると 3 つの潜在変数の中では、「経済性（収入・職、他）」、

「家族生活快適性」、「街の発達・アメニティ性」、の順に、「地方都市の魅力」との総合効

果の絶対値が大きい。 

但し、「家族生活快適性」においては、総合効果が負の値を示しているが、これは 

・間接１の効果が、-0.55=働く人に対する魅力：-0.35×地方都市の魅力：1.57 

・間接２の効果が、 0.32=高齢者・子育て層に対する魅力：0.21×地方都市の魅力：1.50 

であり、「高齢者・子育て層に対する魅力」をたどる道筋である間接効果2については、0.32

と正の値であるので、この「家族生活快適性」の項目につながっている観測変数も含めて、

細かく考察する必要がある。以下では、これらの潜在変数に関連する観測変数も含めて、

詳細に考察する。 
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3.5.1 経済性（収入・職、他）について 

第一に、前ページに示すパスを構成する潜在変数の総合効果で判断された、3 つの潜在

変数の内、「経済性（収入・職、他）」が「地方都市の魅力」と0.77（他は、0.20と-0.23）

で も総合効果の絶対値が大きかった。「経済性（収入・職、他）」と｢働く人に対する魅力｣

とは、0.49で正の因果係数を示し、｢働く人に対する魅力｣と「生産年齢（15―64歳）人口

割合の増加率、国勢調査」とは、0.94で強い正の因果係数を示している。 

このことは、地方都市の経済性（人々の収入や職の確保）が、そこで働く人及び学ぶ人

に対する魅力を高め、その地方都市の魅力にとって重要な要素であると想定される。つま

り、それなりの所得が得られており、その為に地方都市の税収額が上がり、地方公共団体

の財政力も向上する。そのことが、改めて人口増加率に対する重要な要因であると推察さ

れる。その為には、きちんと働ける場が確保されており、生産年齢層（15―64歳）に対し

て、経済面での地方都市の魅力向上の対策が、重要であると分かる。 

また、「人口一人当たりの製造品出荷額等の増加率」や「人口一人当たりの小売業年間

販売額の増加率」が「街の発達、アメニティ性」と前者：-0.08、後者：-0.02で、負の因果

係数を示している点についてであるが、これは、「街の発達、アメニティ性」と「働く人に

対する魅力」とが、-0.79で負の因果係数を示し、また「働く人に対する魅力」と「生産年

齢人口割合の増加率、国勢調査」とは、0.94 で正の因果係数を示している。従って結果的

には「人口一人当たりの製造品出荷額等の増加率」や「人口一人当たりの小売業年間販売

額の増加率」は、「生産年齢人口割合の増加率、国勢調査」に対して、負×負×正＝正で、

正の因果関係があり、やはり雇用（職の確保）や学生の増加にはつながっていると推察さ

れる。 

 

3.5.2 街の発達、アメニティ性と家族生活快適性について 

 第二に、「街の発達、アメニティ性」と「家族生活快適性」が「高齢者・子育て層に対す

る魅力」と前者：0.96、後者：0.21で正の因果係数を示している。そして、「高齢者・子育

て層に対する魅力」と「地方都市の魅力」とは、1.50で正の因果係数を示している。また、

「高齢者・子育て層に対する魅力」は、「年少（15歳未満）人口割合の増加率、国勢調査」

と0.61及び、「老年（65歳以上）人口割合の増加率、国勢調査」と0.72で正の因果係数を

示している。「地方都市の魅力」は、「人口増加率（組替後）国勢調査」と 0.94 及び、「人

口増加率（組替後）住民基本台帳人口要覧」と 0.97 で正の因果係数を示している。（組替
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後とは、その市の面積が変更された場合、変更後の区域の人口に変更することを意味する。） 

 このことは、少子化対策や高齢化対策につながる街づくりや家族生活快適性対策が、地

方都市の魅力を高め人口増加や人口減抑制につながると推察できる。家庭を持っている

人々、つまりファミリー層と推測される人々が、「街の発達、アメニティ性」に対して、関

心を持っており、店舗や事業所施設の数が増え、街が便利になることが、これらの人々の

人口増加につながり、惹いては「子供の人口増加・人口減抑止」につながると推察される。

また、「人口一人当たりの医師数の増加率」・「公共下水道普及率の増加率」・「人口一人当た

りの都市公園面積の増加率」と「家族生活快適性」とは、それぞれ 0.43・0.44・0.40 で正

の因果係数を示し、「家族生活快適性」と「高齢者・子育て層に対する魅力」とは、0.21

で正の因果係数を示している。「高齢者・子育て層に対する魅力」は、お年寄りだけではな

く、「年少（15 歳未満）人口割合の増加率、国勢調査」とも、0.61 で正の因果係数を示し

ている。したがって、医師数の増加や公共下水道の普及および、都市公園面積の増加は、

少子化対策にもつながり、人口増加率対策としても有効であると推察できる。 

 

3.5.3 その他の推定及び考察 

3.5.3.1 事業所や商業施設における中心市街地の疲弊と郊外への移転 

 さらに、「経済性（収入・職、他）」の観点から見ると、これと「人口一人当たりの事業

所数の増加率」や「人口一人当たりの製造品出荷額等の増加率」とは、それぞれ-0.18と-0.12

で負の因果係数を示している。前者は、中心市街地の小規模な複数の事業所や商業施設が

閉鎖され、代わりに郊外に大型化して移転し、事業所の数自体は減少することを示し、中

心市街地の疲弊をあらわしている可能性がある。また、後者はそれらの会社の売上額がそ

の地方単独で計上されていない可能性があるが、これらについても今後詳細な研究を必要

とする。 

 

3.5.3.2 過度に自動車に依存する地方都市 

「１世帯当たりの乗用車保有台数の増加率」については、「経済性（収入・職、他）」と

-0.22、「街の発達、アメニティ性」と-0.53 及び、「家族生活快適性」と-0.65 で、いずれに

おいても負の因果係数を示している。このことは、中心市街地が疲弊して日常の買い物の

場として、都心から離れた郊外に大型ショッピングセンターが作られるため、１世帯当た

りの自動車保有台数は増えているものの、それがやはりその街の人々に、受け入れられて
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いるとは言えない可能性がある。過度に自動車に依存することは、人口増加とは逆に、過

疎に繋がっていることを意味している可能性がある。やはり、公共交通の充実は重要であ

ると推察され、将来的には自動車に依存しない、新しい地方都市交通システムの充実が望

まれる。 

 

3.5.3.3 コンパクトな都市 

 「人口密度増加率」についてであるが、「経済性（収入・職、他）」と0.40、「街の発達、

アメニティ性」と0.25、及び「家族生活快適性」と0.52で、いずれにおいても正の因果係

数を示している。さらに詳細な研究が必要であるが、仮に地方都市の人口が減少していく

とするならば、文字通り「過疎」（非常にまばらであること。：スーパー大辞林）ではなく、

その街をコンパクトにまとめ人口密度を下げない対策を行うことで、その地方都市の魅力

が向上し、その地方都市を活性化する可能性があることを示していると推察される。 

 

3.5.3.4 住宅地地価の上昇は、街の活性化を示す指標 

「1㎡当たりの住宅地地価の増加率」は、「経済性（収入・職、他）」と0.54、「街の発達、

アメニティ性」と0.44、及び「家族生活快適性」と0.41で、いずれにおいても正の因果係

数を示しており、一見、地価の上昇は人口減に拍車を架けそうであるが、そうではなくそ

の地方都市が、活性化していることを示す可能性があると推察される。 
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3.5.4 地方都市の魅力向上の効果的な方法のまとめ 

 3.5節及び3.5.1節から3.5.3.4節までの推定及び考察を、総括して、過疎を止めるための、

地方都市の魅力向上の効果的な方法をまとめる。 

3.5.1 節と3.5.3.4 節より1)、 3.5.2 節より2)、 3.5.3.2 節より3)、 3.5.3.1 節と3.5.3.3 節

より4)を導く。 

1) 生産年齢層（15―64 歳）に対して、経済面での地方都市の魅力向上（働く場の確保

等）の対策 

2) 少子化対策 

3) 新しい都市交通システムの充実・・・自動車に依存しない都市交通システムの構築 

4) 地方都市の人口が減少していくとするならば、その街をコンパクトにまとめ人口密

度を下げない対策 

これらが、「地方都市魅力向上の主要4対策」と推察される。 

なお、高齢化対策は、地方都市の若者の転出により、高齢化がこれまで以上に進む可能

性が高く、必然性の高い重要な対策ではあるが、積極的に魅力を向上させるということか

らは、少子化対策と比較してその性格が異なる。 
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第4章 地方都市の魅力向上のための具体策の提案 

 

4.1 地方都市の魅力向上のための具体策の提案 

 日本の人口は、2004年の127,787千人をピークに、翌2005年に初めて前年の人口を下回

り減少した。翌年、翌々年少し増加したものの2004年の人口には達せず、Figure12.に示す

ように2004年頃をピークに、今後は減少に転じると予測されている。 

 

 

 

 

Figure12.  我が国の人口の推移と将来推計 

総務省：平成20年版 情報通信白書、第1章第1節より 

 

 

 

 

そのような、状況の中で地方都市が疲弊しないで、活性化していくためにはどのような方

法があるか、3.5.4節「地方都市魅力向上の主要4対策」に従って、地方都市の魅力向上の

ための具体策を提案する。次節からの具体策が3.5.4節「地方都市魅力向上の主要4対策」

のどれに該当するか？ 著者の考えを、次のTable4.に示す。 
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Table4.  地方都市の魅力向上のための具体策の提案と 

第3.5.4節 地方都市の魅力向上の主要４対策との関連表 

 

 

1) 2) 3) 4)

経済面の魅力向上
：働く場の確保等

少子化対策
新しい都市交通
システムの充実

街をコンパクト
にまとめる対策

1
中心市街地の税制・
規制の見直し ○ ○ ○

2 保育環境の改革 △ ○ △

3 モビリティーの改革 △ ○ ○ ○

4
情報ネットワークの
推進 ○ ○

5
アジアの観光国とし
ての日本列島改造 ○

6
景観を考慮した工場
（日本のクリーンな
先端工場）の誘致

○

7 地方医療の改革 ○ △

8 教育の場の充実 ○

○ ：該当

△ ：間接的に該当

第3.5.4節

提案項目
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4.1.1 中心市街地の税制・規制の見直し 

「1.1 研究の背景」で述べたように、日本の都市では、中心市街地から郊外へ商業機能

がどんどん移転している。Figure13.に示すように、地方圏の大規模商業施設は、中心市街

地に多い商業系用途地域から、郊外の工業系用途地域やその他の地域に立地することが多

くなっている。このようなことが進むと、地方都市の効率的な機能は衰退し疲弊していく。

中心市街地の疲弊は地方都市相互間のネットワークにおいてもデメリットである。 

例えば、その都市に住む労働者にとって勤務地が、その都市の中心にあることは、当然

便利であるが、隣の都市の労働者が、その都市に勤務する場合にも便利である。また、街

の中心であるので、多くの住民が短時間で移動できる。このように都市の中心にコンパク

トにある程度まとまって、人口が集中し活性化することは、「経済性（生産年齢層の職の確

保）」を始めとして、「街の発達・アメニティ性」「高齢者・主婦等のファミリー層の生活快

適性」に到るまで、あらゆる点において、重要な要素である。地方都市の再生には、この

中心市街地を活性化させることが、近道であると筆者は考える。具体的には、下記のよう

なことが考えられる。 
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Figure13.  大規模商業施設（延べ床面積3,000m2以上）の立地状況の推移 

国土交通省：平成18年度 国土交通白書、第2章第2節より 
 

 

（実際、大規模商業施設の立地状況について都市計画の用途地域別に見てみると、近

年になって商業系用途地域への立地割合が大きく減少し、三大都市圏（注 2）では工

業系用途地域、地方圏（注 3）では工業系用途地域のほか非線引き白地地域等への立

地割合が増加してきており、中心市街地以外の都市周辺部に立地する傾向が強まって

いることが分かる。 

国土交通省：国土交通白書、第2章第2節より、平成18年度より） 

 

 

4.1.1.1 不動産取引に対する税制の見直し 

不動産を取得・販売等を行ったときにかかる税金を、地方ターミナル駅の半径400ｍ（徒

歩5分×80m/min）のエリアについて、市街地の活性化が図られるような計画については、

補助金を支給又は融資を行い。逆に郊外でのショッピングセンター等の計画については、

中心市街地活性化協力金・環境税等を徴収することができるように、条例を定める。行政

の政策のみではなく、民間の活力を利用する。 
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4.1.1.2 中心市街地の都市計画規制の見直し 

地方ターミナル駅周辺の商業・業務を積極的に誘致したいエリアについては、容積率・

建ペイ率の大幅緩和を行い、北側斜線・高度地区制限・日影規制の撤廃を行う。その代わ

り住宅を誘致したいようなエリアでは、例えば上層階（4 階以上）を建築する場合は、高

層階住居専用地区を条例で定め、4 階屋上には景観を考慮した屋上庭園を、日当たりの良

い高層部には、積極的に住宅を誘致する、というようなことを行う。 

 

4.1.2 保育環境の改革 

近年、働く若者のライフスタイルは多種多様である。特に、若い女性においては、会社で

責任ある地位に着く者も多くなり未婚者が増え、結婚も晩婚化している。ただ、これらは

若い女性の結婚願望が減ったわけではなく、男性に求める収入と現実にかい離があったり、

将来子供を育てながらの共働きに対する不安があったり、結婚後の生活に対する不安要因

も大きいようである[23]。このような社会環境の変化により、今後は、働く若者に対する

仕事と生活の調和（ワーク ライフ バランス）のとれた暮らしができるようにしなけれ

ばならないと筆者は考える。そのことが、少子化対策に、直接つながると推察される。

Figure14.に示すように、日本では年少人口がどんどん減っており、その一方で高齢者が急

激に増加している。今後も、高齢者を支える将来の若者が減っていくとすると、大きな問

題である。それに加えて、地方都市では子供を生み育てる若者層が首都圏等の大都市に今

も移転している。この若者層が暮らしやすい環境を作り出すことは、地方都市の活性化に

とって重要であると推察できる。 
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 Figure14.  年少人口と老年人口の年次推移 

内閣府：平成21年版 少子化社会白書、第1章第1節より  

 

 

これらのことから、少子化対策として「保育環境の改革」を提案する。 

まず、若者の職の確保は、4.1.1節他で行うとして、子供を持つ共働きの若夫婦やシングル

マザーに対して、下記のような保育環境の改革を提案したい。 

1) 幼稚園・保育所・託児所の認可を一元化し、多様なニーズに対応する。 

2) 中心市街地のターミナル駅の駅ビル内に、保育施設を積極的に誘致する。 

3) 老人ホームと保育施設を隣接させ屋外空間を共有する。 

4) 小児医療施設の充実 

幼稚園は文部科学省管轄の教育施設、保育所は厚生労働省の認可施設、託児所は認可をう

けていない施設であるが、1)に関しては何らかの認可を必要とするが、一元化し運営側と

利用者側の両者のニーズにあった認可の方法に改革するものである。そうすることで、利

用者は、多様な幼稚園・保育園・託児所を選択でき、利用料金も多種多様になると考える。 

41 



 

2)のために地方公共団体等は、保育施設の運営者に家賃補助や教育補助等の融資政策を行

う。また、この提案の特徴は、居住地の 寄り駅ではなく各々の都市の中心市街地ターミ

ナル駅をイメージしている。そうすることによって、保育施設の運営者は安定した収入と

人材が確保できる。一方、利用者は職場の近所にいつも子供がいることになり、何かの時

には短時間で行き来できるメリットがある。保育時間ぎりぎりまで就労できるメリットも

ある。自宅からターミナル駅までは、毎日子供連れとなるが、公共交通機関側がこれに配

慮したバリアフリー対応車両やべビーカー対応車両などを新しく確保することで対応する。 

3)を行うことで、そこで生活する高齢者と子供たちが一緒に遊んだりするコミュニティの

場を提供することが可能になる。場合によっては健康な高齢者に保育士や幼児教育の資格

を取得してもらう。これにより、少子化対策と高齢者対策を同時に解決しようと言うもの

で、健康な高齢者が家庭の事情で、老人ホームに入所する等の場合は労働の場を提供する

と言う意味でも有意義であると考える。 

4)については、産婦人科や小児科の医療施設を便利な中心市街地に充実させ、減少してい

る産婦人科医の増員も計る。詳細な改革は4.1.7に示す。 

 

4.1.3 モビリティーの改革 

4.1.1で述べた中心市街地の疲弊により、現在、地方都市の住民は、過度に自動車に依存

した生活を送っている。中心市街地の商店街は、シャッター通りとなり、市民は、郊外の

大型ショッピングセンターに車で買い物に出かけ、また高齢者が病院、役所に通う場合も

同様に、郊外に移転してしまった病院や役所にバスや家族が運転する自動車で通っている。

このことは、若者が首都圏に移転して過疎化している地方都市は、どんどん衰退しやがて

は郊外のショッピングセンターも衰退していくことを意味する。 

中心市街地を活性化させ、文字通りそこを中心に産業・生活拠点を形成できれば、高齢者

も歩いて生活することができ、CO2 排出等環境に配慮した、将来へ持続可能な地方都市の

創出が可能になると考える。 

駅前中心市街地の商店街の衰退は、旧態依然とした商店主の、小手先だけの改革に留まっ

た、保守的な経営が主因であると考えるが、駅前の自動車駐車の困難さや、逆に衰退した

商店街が転々と空き地を生み出し駐車場等に用途変更し、まとまった連続性のある一大商

店街としての様相を呈さなくなったことが考えられる。そこで、駅前までは自家用車でア

クセスしても駅前商店街周辺で、駐車（フリンジパーキング）し、中心市街地では、小型

42 



 

バスやLRTが頻繁に循環しており、商店街は、歩行者天国となった状態で買い物ができる

というようにしたい。将来的には、高齢者が1人乗りロボットに乗って商店街を動き回る

等の都市計画を考えたい。 

具体的には、 

・ ターミナル駅周辺は自動車の通過交通を制限する 

・ 駅前商店街へのサービス車には時間制限を行う 

・ 駅周辺のフリンジパーキングを結ぶ、公共交通には小型マイクロバス・公共電動補

助自転車・公共荷物用カートなどを配備する 

これらの、政策により、利用しやすいターミナル駅周辺の中心市街地が、形成されると考

える。Figure15.にはLRTとノンステップバスの事例を示す。 
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Figure15.  ノンステップバス等の導入状況（路線バス） 

国土交通省：平成12年度 運輸白書、第2部第4章より 

 

 

（LRT（ライト・レール・トランジット）は、欧米の都市において相次いで導入されて

いる新たなタイプの路面電車であり、 

１．都市内の渋滞緩和や環境問題の改善に資する、 

２．車両が超低床式（ステップの高さがレール面から 30 程度のため、プラットホー

ムからほぼ水平移動で乗車できる）のため、高齢者等にも利用しやすい、 

３．加速・減速時の騒音や振動が少ない、 

４．大規模な駅施設や垂直移動施設等を要しない 

といった優れた特性から、我が国においても熊本市交通局及び広島電鉄において導入さ

れている。運輸省は、鉄道軌道近代化設備整備費補助制度を通じて車両購入費に対する

補助を行っている。 

 また、乗合バスにおいては、高齢者等の利用を容易にするため、ノンステップバス等

の低床バスが導入されており、ノーマライゼーションの実現に向けて、12 年度から新

たに拡充された補助制度を活用するとともに、車両の仕様や構造の標準化を積極的に推

進して価格の低減化を図り、さらなる普及を図っていくこととしているほか、タクシー

では、リフト等を備えた福祉タクシーや、運転者が介護サービスを提供する介護タクシ

ーのように、新しいサービスが普及してきている。 

国土交通省：平成12年度 運輸白書、第2部第4章より） 
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特に、筆者は、自動車の制限を行った中心市街地の公共交通網として、電気式マイクロ

バスによる一大ネットワークシステムを提案する。電気自動車の普及が見えてきた今日、

LRTの整備は、道路に高架式電線を敷設する等のインフラ整備に多額の資金が必要になり、

景観にも問題が残る。それに対して、電気式マイクロバスはインフラ整備に係る資金が安

価であると考える。バッテリーの充電に関しても、ルートが明確である以上、充電間隔が

容易に予測でき、バスのターミナルに充電設備を整備することでまかなえる。自家用自動

車が制限された道路に細かい時間のピッチで縦横無尽に、小型電気バスを配備すれば高齢

者や幼児を連れた主婦にとっても便利な交通網を形成できると考える。 

また、筆者は日本の自動車メーカーの新たなビジネスモデルとして、これら電気式小型バ

スのインフラ整備事業と運営を提案したい。今までのような、それぞれの地方鉄道会社に

よるバスの運営では地方都市の規模や人口により収益にばらつきが生じる。自動車メーカ

ーによる 先端技術のバス運行システムが、日本中に導入されることにより、スケールメ

リットを生かせる事業としたい。自家用自動車を捨てた市民が自動車メーカーの電気バス

ロボットシステムを日本のどの場所に行っても、同じように利用するというような、将来

を提案したい。このことがまた、地方都市の新たな職の確保となるとも考える。 

 中心市街地の再生及びモビリティーの改革概念図を Figure16.に示す[8],[9](pp.14-53 

pp.142-150)。 
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Figure16.  中心市街地の再生及びモビリティーの改革概念図 

 

 地方都市をコンパクトにまとめることで、 

人口減・高齢者・環境・省エネに対応した都市として再生 

（コンパクトシティ） 

 

 

 

 

4.1.4 情報ネットワークの推進 

地方都市での情報ネットワークの推進で、新しい地方ビジネスとライフスタイルの構築

を提案する。現在、日本では、日常の情報のやり取りを電子メールで行い、且つ買い物を

インターネットで済ませるようになりつつあるが、今後これは急速に加速すると思われる。

限られた商業施設しかない地方においては、このことは重要で且つ移動が困難な高齢者に

とっては画期的である。但し、高齢者が単独でパソコンを自由に使える必要があるので、

それを可能にするような政策を考える。高齢者等の市民にインターネット、電子メール等

を積極的に利用してもらえるように、役所・駅前商店街・ショッピングセンター・駅舎・
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総合病院・国立大学法人等に公共の教室のようなサポート事務所を設置する。 

サポート事務所の具体的な運営は、基本的に地方公務員が駐在することとするが、コンピ

ュータメーカー・ソフト会社・宅配業者・家電メーカー・駅前商店街従業員・国公立大学・

各種専門学校からも雇い入れ、それらの会社や学校にメリットのあるような販売、紹介や

取引については、会社・学校側から手数料を取り運営費削減にあてることとする。 

そこを、新しい地方販売拠点となるような、各企業のアンテナショップとする。また、通

常の物販店舗等においても、商品を並べるだけでなく、高齢者等の利用客にパソコンを利

用してもらいながら、その店舗のホームページ等で商品を紹介し、購入までのプロセスを

教えることで、高齢者等の利用客が自宅に帰っても自宅のパソコンによって、通信販売に

よる利用を促進できるのではないかと考える。 

 

4.1.5 アジアの観光国としての日本列島改造 

 

 

 Figure17.  訪日外国人旅行者数の推移 

国土交通省：平成21年版 観光白書、第1章第2節より  

 
平成21年の訪日外国人旅行者数は、図のように 

835万人で過去 高である。 
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近年、figure17.に示すように訪日外国人旅行者数は急激に増加した。観光国としての日本

の発達はめざましい。オーストラリアやニュージーランドから来る、北海道へのスキー客。

中国をはじめとする、東京へのショッピング客。韓国をはじめとする、九州（福岡）への

観光客。そして、世界から集まる京都への観光客、等々。 

都市インフラが、発達し成熟して来た現在、日本人以上に、他国の人々にとって日本は、

美しくてクリーンだというイメージを持っているようである。 

日本の地方都市は、この観光という産業に目を向け、「アジアのパリやエジプト」を目指し

たい。具体的な政策として、 

・地方の観光情報を、中央省庁・地方公共団体・民間の旅行会社が、その地域の観光地と

しての現状・維持・改善について、常に情報を共有しあい連携して、その地方の運営方法

や中・長期的な視点（都市計画や予算計画）を政府が持てるようにネットワーク化する。・・・

情報提供、規制・規制緩和、融資・補助 

日本政府が英語、フランス語を初めとした各国の言葉で、日本国のホームページを作成す

る。そして、日本の国土や安定した治安、経済、風土についてアピールする。 

 

4.1.6 景観を考慮した工場（日本のクリーンな 先端工場）の誘致 

地方都市の特性によっては、地方ターミナル駅周辺の活性化を景観に十分配慮した工業に

よることも考えられる。今や、日本の先進的な工場は、環境を汚染するものとは、必ずし

も言い切れないほどクリーンである。その都市の産業復興・雇用促進を考える場合、この

ケースも十分に在りうると考え、公園や公共施設とセットで、駅前再開発地区計画等とし

て指定する等の規制緩和や融資を提案する。 
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4.1.7 地方医療の改革 

 

 

Figure18.  高齢化の推移と将来推計 

内閣府：平成21年版 高齢社会白書、第1章第1節より 

 

 

 

 

 Figure19.  公共・公益施設の郊外移転状況 

国土交通省：平成18年度 国土交通白書、第2章第2節より   
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我が国の高齢化は、Figure18.に示すように急激に進んでいる。現在の高齢化率は20％を越

え、予測では2055年に40％を上まわる。 

現在、国立病院のほぼ 1/3 が、赤字経営である。病院は、救急医療を除いては、多くが

高齢者医療である。高齢者が、患者として病院を利用すればするほど、病院及び国は利益

が出るように改革しなければならない。また、特定の科の減少、例えば、産婦人科の減少・

産婦人科医の不足も止めなければならない。地方の大型病院は、Figure19.に示すように今

や駅前中心市街地には少なく、まとまった土地の得やすさや、土地の価格の問題から、郊

外に移転しているケースが多い。したがって、自動車で病院に移動しそのついでに、郊外

の大型ショッピングセンターで買い物をするケースが多いと考えられる。本提案は、この

部分の改革も提案する。まず、中心市街地の商業の復興を前述したように行い、それとセ

ットパックとして大型病院と公共施設（役所・保健所等）も駅前にもどす。これらの施設

を、地方ターミナル駅の半径 400m（徒歩 5 分）のエリアで建設する場合については、大

幅な都市計画上の規制緩和と不動産取引上の税金免除や融資を行い、積極的に誘致する。 

また、医師不足の改革として地方国立大学医学部出身者が、その付属病院に勤務する場

合の優遇措置や、首都圏に勤務及び開業している医師の源泉取得税を大幅にUPする等の措

置を考える。 

 

4.1.8 教育の場の充実 

地方都市が疲弊する主因の一つに、若者の転出が上げられる。学校教育を終え就職する際

に、東京の企業に就職すると言った具合であるが、大学に入学する際も東京の大学に入学

すると言うように、首都圏中心に集まる若者は社会人だけではない。一度、東京の大学に

入学すると、卒業後の就職もそのまま東京の企業に就職する可能性も高くなるため、若者

が 終学歴まで、地方で卒業できる、あるいは卒業しても良いと考えるように地方教育の

場を改革したい。具体的には、下記のようなことを、提案する。 

・ 首都圏に集中する主要大学の中で、地方にあることがふさわしいような学部の移転

または、分校を誘致する。（例えば、東京大学農学部青森校、他） 

・ 海外の主要な大学を、東京よりも地価の安価な、地方都市に積極的に誘致する。

（例：マサチューセッツ工科大学長野校、北京大学松本校、他） 

これらの、誘致を補助金や税制の優遇等で政策的に考える。 
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以上、これらの複合的な政策や民間企業の活力利用により、地方都市の魅力向上のための

具体策を提案する。 

 

4.2 提案された具体策の政策的側面での評価 

4.1 提案された地方都市の魅力向上のための具体策を政策として、評価してみると次の

Table5.のように整理できる。 
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Table5.  地方都市の魅力向上のための具体策を政策的側面で評価した一覧表 

政策デザインのトレンド

大項目 小項目

　・行政改革
　・地方分権
　・民間活力の活用
　・規制改革
　・情報開示・自己責任原則
　・住民参加

不動産取引に対する税
制の見直し

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革

中心市街地の都市計画
規制の見直し

地方分権
規制改革

幼稚園・保育所・託児所
の認可を一元化し、多
様なニーズに対応

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革

中心市街地のターミナ
ル駅の駅ビル内に、保
育施設を積極的に誘致

民間活力の活用
規制改革

老人ホームと保育施設
を隣接させ屋外空間を
共有

民間活力の活用
規制改革

3

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革
情報開示・自己責任原則
住民参加

4

行政改革
地方分権
民間活力の活用
情報開示・自己責任原則
住民参加

地方の観光情報の官民
一体の情報ネットワーク

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革
情報開示・自己責任原則
住民参加

日本国のインターネット
によるＰＲ

行政改革
情報開示・自己責任原則
住民参加

6

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革

病院の中心市街地への
積極的な誘致

行政改革
地方分権
民間活力の活用
情報開示・自己責任原則

地方医師不足の是正
行政改革
規制改革

8

行政改革
地方分権
民間活力の活用
規制改革
住民参加

生活利便性に関することなの
で、サービスや情報提供を中
心に行う

アジアの観光国として
の日本列島改造

官民一体のネットワークを形成
するための、規制緩和や抑制
要素に対する規制、及び情報
提供・補助・融資を積極的に
行う

観光国：日本としてのPR作戦
に対する情報提供と補助

政策手法の選択に係る基本
的な判断要素

　・有効性
　・経済的効率性
　・インセンティブの付与
　・行政コスト

政策

5

中心市街地の税制・規
制の見直し

教育の場の充実
首都圏や海外の主要大学の
誘致を補助金や税制の優遇
等で推進

有効性の高い規制緩和をおこ
ない、安全性を阻害する要素
には規制。
インセンティブの付与として、
積極的に補助・融資を行う

有効性の高い規制緩和をおこ
ない、中心市街地の活性化を
阻害する要素には、規制。
インセンティブの付与として、
積極的に補助・融資を行う

街並み形成の最も効果的な方
法として、規制又は規制緩和
を行う

景観を考慮した工場（日本のクリーンな最先端工
場）の誘致

有効性の高い都市計画の規
制緩和及び、インセンティブの
付与として融資を行う

交通規制は、あいまいな混乱
を起こせないので、規制を行
う。フリンジパーキングや公共
交通に関することは、改革促
進を狙った補助や、行政サー
ビスでインセンティブを付与す
る

1

モビリティーの改革

情報ネットワークの推進

2 保育環境の改革

7 地方医療の改革

メリットグッズとしての要素が多
いので、中心市街地の病院建
築への規制緩和や税免除、ま
たインセンティブの付与とし
て、融資を行う

医師が地方に勤務する時のイ
ンセンティブとして、補助や融
資を行う

 



 

4.3 モデル地区の活性化対策提案：日吉駅前西側地区の活性化計画の提案 

モデルとして、日吉駅前西側地区の活性化計画を提案して見る。 

 

4.3.1 現状の問題 

この地区は、文字通り駅前中心市街地の商店街である。駅の反対側（駅東側）は、慶応義

塾大学があり、東急東横線と横浜市営地下鉄の２つの駅がある神奈川県内の同沿線では主

要なターミナルの一つである。 

現状は、現況写真-1、-2(Figure20.1. Figure20.2.)に見られるように、 

・ 駅前での自動車駐車は、困難である 

・ 道路幅員は広くなく、歩道もない。歩車入り乱れた状態の道路に、大型バスやタク

シーが、駅前ロータリーまで侵入し安全上も問題が多い 

・ 高齢者や子供を連れた主婦にとって、安心して歩行できる状態ではない 

・ 商店街の業種としては、飲食店や学習塾が目立ち、近隣住民が日常の買い物をする

場合には、駅から離れた大型ショッピングセンター等を利用するようになって行っ

ている。 

・ このままでは、この街のこれ以上の発展はなく、商店街としては疲弊していく。 

また、景観上も 

・ 建築物や広告看板は統一感がなく、景観上の配慮が必要である。 
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Figure20.1.  AS IS：日吉駅前西側地区 現況写真-1 （2008年撮影） 

 

 

 

 

 

 

Figure20.2.  AS IS：日吉駅前西側地区 現況写真-2 （2008年撮影）  
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4.3.2 将来像の提案 

現状の問題を解決し、東京近郊の郊外都市として新たに再生するための対策として、下記

のような提案を行う。提案は、4.1節の提案に沿ったものである。 

1）4.1.1.1不動産取引に対する税制の見直しや4.1.1.2中心市街地の都市計画規制の見

直しを行うことにより、駅前に出店しやすくする。 

さらにこの地区特有の、道路幅員の狭さの対策も含めて4.1.3 に示すように、下記の

モビリティーの改革を行う。 

2）商店街内は、2 階に歩行者デッキを設け、歩車分離を図ると共に、歩行者が駅前

ロータリーを、2階で横断し直接東横線駅ビル2階に入れるようにする。 

3）それぞれの店舗ビルは、2 階のデッキからも直接各建物店舗に入店できるように

する。これにより基本的に路面店が、1 階 2 階にでき、2 倍近い面積の路面店が

作成され、駅前商店街（中心市街地）としての活性化を図る。 

4）この駅前ロータリーには、バスの乗り入れを止めて、駅ビル南側バスターミナル

を活用する 

5）道路には歩道を設け、歩車分離を図る。それと共に、車道をうねらせる事により

車の通過速度を抑える。 

6）駅前商店街は、店舗営業時の大型車の乗り入れを禁止し、サービス車両の乗り入

れは、営業前の朝と夜に限定する。 

その他、生活快適性の向上として、下記の改革を行う。 

7）各建物の屋上・2階歩行者デッキ・1階接道部は積極的に緑化し、また屋上には、

パーゴラやベンチを設け、生活に対する潤いと魅力が増すよう計画する。 

Figure21.1. Figure21.2.に、イメージスケッチを示す。 
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第 5 章 提案された具体策に対する考察 

 

5.1 提案された具体策に対する考察の方法 

 第3章では、「地方都市の魅力」についてのさまざまな項目が、その地方都市の過疎化抑

制や活性化に対して、どのぐらい影響しているのか、またそれぞれの項目通しがどのよう

な因果関係を示しているのかを、共分散構造分析により評価した。そして、各項目の重み

や優先順位の高さを導いた。 

また、第4章では、第3章で導き出した重みをもとに、地方都市の魅力向上のための具

体策の提案をした。第5章では、示された提案に類似した事例を考察する。その事例が実

際に効果を示していることで、提案された具体策の効果を考察する。 

 

5.1.1 中心市街地対策及びモビリティー改革の事例 

 中心市街地の再生や活性化の対策を積極的に行っている都市の一つに山形市がある。 

山形市は、山形市第7次総合計画（山形市基本構想・経営計画）の中で、中心市街地の活

性化対策として、Table6.に示すように複数の事業を行ってきている。主な概要は、下記で

ある[24]。 

1) 中心市街地活性化基本計画策定事業 

・ 中心市街地活性化基本計画の策定 

・ 協議会の設立・運営支援 

2) 中心市街地の魅力づくり支援事業 

・ 魅力的な商業空間の形成による快適な街なか歩きの促進 

・ 再開発事業の支援 

・ 商店街が実施する商業環境整備事業への支援 

・ ナナ・ビーンズ活用支援事業 

（ナナ・ビーンズ：中心市街地にある大規模小売店舗施設） 

さらに、都心へのアクセスの向上をめざして、下記を行っている。 

3) アクセス基盤の整備と促進事業 

・ 都市計画道路の整備 
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・ 中心市街地循環バス運行事業への支援 

（Figure20.に中心市街地循環バスの写真を示す） 

これらの事業を中心に積極的な支援を行っている。 

 

 

Table6.  山形市の中心市街地活性化対策としての主な事業  

山形市公式ホームページ、 

山形市第7次総合計画（山形市基本構想・経営計画）pp.33. より 

 

 

 

 

Figure22.  山形市中心市街地循環バス  

山形市公式ホームページ、 

山形市中心市街地活性化基本計画, pp.139 より 
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Table7.を見ると、日本全体の中でも特に北海道・東北地方は人口減少率が著しい。その

中で、 

・ 2000―2005年人口増加率（組替後）国勢調査 

山形市：0.25% 

・ 2004―2007年人口増加率（組替後）住民基本台帳人口要覧 

山形市：0.50% 

と山形市は、これらの人口増加率がプラスである。また、乗用車についても 

・ 2002―2007年1世帯当たりの乗用車保有台数の増加率 

山形市：2.00% 

と、増加しているものの他の東北地方の都市と比べて、増加の割合が低いことがわかる。 

さらに山形市の場合、山形県が積極的にこれらの調整を図っている[9](pp.48-51)。山形県

では、「市町村土地利用計画の広域調整要綱」というものを定め、2006 年 4 月 1 日から実

施している。この要綱は、大型ショッピングセンター等の大型店舗が計画された場合、あ

るいは大型店舗等の立地のために規制を変更・緩和しようとする市町村があった場合、そ

れによって影響を受ける可能性のある関連市町村で「関係市町村等連絡調整会議」を設け

ている。これにより、郊外に建設される大型店舗の影響を調整したうえで建設を進めさせ

る仕組みが作られている。 

この事例から、第4章 地方都市の魅力向上のための具体策の提案における、4.1.1 中

心市街地の税制・規制の見直し、及び4.1.3 モビリティーの改革を行うことが有効である

と考察される。 
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NO 市名

00~05_

人口増

加率(組

替後)国

調

04~07_

人口増

加率(組

替後)_

住基

02~07_乗

用車保有

台数/世

帯数の増

加率

1 函館市 -3.62 -2.60 2.02

2 旭川市 -1.26 -0.80 0.00

3 青森市 -2.27 -1.80 3.85

4 八戸市 -1.57 -1.20 1.68

5 盛岡市 -0.57 -0.70 5.36

6 秋田市 -1.05 -0.70 5.83

7 山形市 0.25 0.50 2.00

8 郡山市 1.20 0.30 3.57

9 いわき市 -1.57 -1.20 2.92

10 水戸市 0.40 0.90 3.50
11 つくば市 4.54 4.30 -0.65

12 宇都宮市 3.12 1.40 3.47

13 前橋市 -0.59 -0.40 3.90

14 高崎市 2.17 1.10 3.40

15 伊勢崎市 4.14 1.80 9.47

16 太田市 1.56 1.10 5.88

17 川越市 0.92 0.50 -1.79

18 熊谷市 -0.74 -0.10 7.19

19 川口市 4.36 2.60 -3.61

20 所沢市 1.82 0.90 -1.09

21 春日部市 -0.96 -0.90 4.95

22 草加市 5.02 1.30 -1.23
23 越谷市 2.39 0.80 -1.03

24 船橋市 3.59 2.70 -4.88

25 柏市 1.92 1.90 3.19

26 横須賀市 -0.58 -1.30 1.23

27 平塚市 1.70 1.20 -1.80

28 小田原市 -0.72 -0.10 -0.89

29 茅ヶ崎市 3.45 1.30 -6.67

30 相模原市 3.83 1.00 2.15

31 厚木市 2.32 1.70 -0.84

32 大和市 3.98 1.50 -3.57

33 長岡市 -0.58 -0.90 9.86

34 上越市 -1.79 -0.90 7.33
35 富山市 0.10 0.10 5.19

36 金沢市 -0.40 0.30 2.96

37 福井市 -0.02 -0.10 4.76

38 甲府市 -0.97 -0.10 3.01

39 長野市 -0.11 0.10 2.80

40 松本市 -0.61 0.10 3.50

NO 市名

00~05_

人口増

加率(組

替後)国
調

04~07_

人口増

加率(組

替後)_
住基

02~07_乗

用車保有

台数/世

帯数の増
加率

41 岐阜市 -0.70 -0.20 2.08
42 沼津市 -1.68 -0.90 0.77

43 富士市 0.98 0.40 1.26

44 豊橋市 2.09 1.20 2.61

45 岡崎市 5.38 2.40 1.31
46 一宮市 2.47 1.60 -3.36

47 春日井市 2.84 1.70 -0.74

48 豊田市 4.28 2.50 0.57

49 四日市市 0.58 0.90 0.68

50 大津市 4.66 1.70 2.78
51 岸和田市 0.45 0.20 0.99

52 豊中市 -1.30 0.30 -3.03

53 吹田市 1.71 0.20 -1.43

54 高槻市 -1.57 1.00 -5.06
55 枚方市 0.37 0.30 -2.33

56 茨木市 2.81 1.50 -3.80

57 八尾市 -0.47 -0.10 -3.57

58 寝屋川市 -3.58 -1.90 -3.95

59 東大阪市 -0.25 -0.80 -2.60
60 姫路市 0.84 0.00 2.42

61 尼崎市 -0.76 -0.70 -3.23

62 明石市 -0.71 0.10 -1.10

63 西宮市 6.22 3.50 -1.39
64 加古川市 0.35 0.00 1.67

65 宝塚市 3.20 1.90 -3.53

66 奈良市 -1.29 -1.10 4.08

67 和歌山市 -2.84 -1.10 0.90

68 鳥取市 0.50 -0.60 7.58
69 倉敷市 1.85 0.90 3.60

70 呉市 -3.17 -2.40 5.75

71 福山市 0.47 0.50 4.51

72 下関市 -3.46 -1.90 7.69
73 高松市 0.42 0.40 7.89

74 松山市 1.31 0.50 3.00

75 高知市 -0.04 -0.90 4.12

76 久留米市 0.51 -0.20 10.26
77 長崎市 -3.23 -2.00 6.41

78 佐世保市 -1.27 -1.30 6.19

79 熊本市 1.15 0.90 3.70

80 大分市 1.74 1.10 3.15

81 宮崎市 1.43 1.00 5.17
82 鹿児島市 0.44 0.70 4.81

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Table7.  都市デモグラフィックス データ（再掲載その1）  単位：％  

   （Table1.1.―1.4.の一部を再掲載）  
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5.1.2 保育環境の改革の事例 

Table8.を見ると、老年人口割合の増加率が軒並み 10%以上増加しており、30%以上増加

している都市が14都市に上る。これらを見ても急激な高齢化が進んでいることがわかる。 

一方、年少（15歳未満）人口割合の増加率は軒並みマイナスであり、少子化が進んでい

ることがわかる。その中で±0が2都市、プラスの都市が4都市ある。これら6都市の内、

東京・大阪・名古屋のベッドタウンではない都市は、群馬県伊勢崎市と同県太田市の2都

市のみである。 

この2都市で特徴的なことは、子育て層に対して 

・ 働きながら子育てする、あるいは子育てそのものに対する支援に注力している 

・ 地方公共団体などの行政側の子育てに対する支援が、ホームページ等を含めてわか

りやすくなっている 

ことであると考える 

Figure23.とFigure24.は伊勢崎市のホームページ[25]において、子育て支援に関する掲載内容

を示す。この図を見てもわかるように、子育て層に対しての支援が豊富で、多方面な内容

になっている。また、内容は理解しやすく、分かりやすくなっている。 

例えば、ファミリーサポートセンターなどは、内閣府の少子化社会対策大綱に盛り込まれ

た施策であるが、その内容がFigure24.に示すように分かりやすく説明されていて、子育て

層にとってより安心感をもてるような内容になっている。 
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Figure23.  伊勢崎市ホームページの子育て支援に関する掲載 

 
図のように、子育て支援に関する情報が、豊富でわかりやすく 

 
且つ細かく掲載されている。 
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Figure24.  伊勢崎市ホームページのファミリー・サポート・センター 

 
に関する掲載 

 
Figure23.のファミリー・サポート・センターとは？をクリックすると上図が、掲載さ

れている。 
 

 

 

また、群馬県太田市のホームページ[26]においても、Figure25.に示すように、太田市のトッ

プページを開くと、子育てと言うアイコンが表示されそれをクリックすると、詳細な項目

がわかりやすく掲載されており、さらにそれらの詳細項目をクリックすることで更に細か

く理解できると言った具合である。 

このように、伊勢崎市と太田市においては、子育て支援において豊富で細かな支援を行っ

ているわけであるが、その支援をより多くの市民が利用できるように、わかりやすく伝え

ている点が、注目される。 
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Figure25.  太田市ホームページの子育て支援に関する掲載  

図のように、トップページの子育てのアイコンをクリックすると詳細な情報がわかり

やすく表示されている。 
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伊勢崎市と太田市は、Table8.を見るとわかるように、 

・ 2000―2005年人口増加率（組替後）国勢調査 

伊勢崎市：4.14%、太田市：1.56% 

・ 2004―2007年人口増加率（組替後）住民基本台帳人口要覧 

伊勢崎市：1.80%、太田市：1.10% 

・ 2000―2005年の年少（15歳未満）人口割合の増加率 

伊勢崎市：0.63%、太田市：2.00% 

と2000―2005年人口増加率（組替後）国勢調査、及び2004―2007年人口増加率（組替後）

住民基本台帳人口要覧において、他の多くの市がマイナスであるのにもかかわらず、上記

のようにプラスになっている。2000―2005年の年少（15歳未満）人口割合の増加率におい

ては、他の北海道・東北・関東地方の特例市、中核市が、草加市を除いて全てマイナスポ

イントであるのにもかかわらずプラスになっている。 

この事例から、第4章 地方都市の魅力向上のための具体策の提案における、4.1.2 保

育環境の改革を行うことにより、年少人口割合を増加させ、ひいては市の人口をも増やす

ことが可能であると考察される。 
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NO 市名

00~05_

人口増

加率(組

替後)国

調

04~07_

人口増

加率(組

替後)_

住基

00~05_年

少(15歳

未満)人

口割合の

増加率_

国調

00~05_

老年(65

歳以上)

人口割

合の増

加率_国

調

1 函館市 -3.62 -2.60 -9.30 20.10

2 旭川市 -1.26 -0.80 -8.15 21.31

3 青森市 -2.27 -1.80 -7.43 20.00

4 八戸市 -1.57 -1.20 -7.98 24.05

5 盛岡市 -0.57 -0.70 -8.50 17.31

6 秋田市 -1.05 -0.70 -8.33 20.57

7 山形市 0.25 0.50 -6.12 11.28

8 郡山市 1.20 0.30 -7.83 14.10

9 いわき市 -1.57 -1.20 -7.55 14.29

10 水戸市 0.40 0.90 -6.45 18.75
11 つくば市 4.54 4.30 -9.64 13.60

12 宇都宮市 3.12 1.40 -5.26 15.86

13 前橋市 -0.59 -0.40 -4.73 15.82

14 高崎市 2.17 1.10 -3.31 14.29

15 伊勢崎市 4.14 1.80 0.63 11.04

16 太田市 1.56 1.10 2.00 20.42

17 川越市 0.92 0.50 -4.23 31.25

18 熊谷市 -0.74 -0.10 -9.80 23.49

19 川口市 4.36 2.60 -2.76 28.93

20 所沢市 1.82 0.90 -6.38 33.06

21 春日部市 -0.96 -0.90 -6.80 48.18

22 草加市 5.02 1.30 0.69 37.04
23 越谷市 2.39 0.80 -2.70 39.81

24 船橋市 3.59 2.70 -0.75 30.16

25 柏市 1.92 1.90 -4.29 32.26

26 横須賀市 -0.58 -1.30 -3.01 20.69

27 平塚市 1.70 1.20 -5.56 25.71

28 小田原市 -0.72 -0.10 -6.21 19.16

29 茅ヶ崎市 3.45 1.30 -1.42 23.65

30 相模原市 3.83 1.00 -4.73 31.53

31 厚木市 2.32 1.70 -4.08 32.69

32 大和市 3.98 1.50 -2.80 31.90

33 長岡市 -0.58 -0.90 -6.00 19.78

34 上越市 -1.79 -0.90 -6.49 24.74
35 富山市 0.10 0.10 -0.72 14.97

36 金沢市 -0.40 0.30 -4.79 15.00

37 福井市 -0.02 -0.10 -5.26 12.37

38 甲府市 -0.97 -0.10 -4.38 14.43

39 長野市 -0.11 0.10 -5.16 16.76

40 松本市 -0.61 0.10 -3.31 15.85

NO 市名

00~05_

人口増

加率(組
替後)国

調

04~07_

人口増

加率(組
替後)_

住基

00~05_年

少(15歳

未満)人

口割合の

増加率_

国調

00~05_

老年(65

歳以上)

人口割
合の増

加率_国

調

41 岐阜市 -0.70 -0.20 -2.78 19.32

42 沼津市 -1.68 -0.90 -6.85 22.35

43 富士市 0.98 0.40 -5.45 22.30

44 豊橋市 2.09 1.20 -4.94 15.89

45 岡崎市 5.38 2.40 -6.51 13.53

46 一宮市 2.47 1.60 -1.29 25.34

47 春日井市 2.84 1.70 0.00 27.56

48 豊田市 4.28 2.50 -5.52 35.35
49 四日市市 0.58 0.90 -3.18 16.98

50 大津市 4.66 1.70 -6.17 16.11

51 岸和田市 0.45 0.20 -2.45 21.29

52 豊中市 -1.30 0.30 -2.11 27.78

53 吹田市 1.71 0.20 -2.04 24.81

54 高槻市 -1.57 1.00 -2.90 31.94

55 枚方市 0.37 0.30 -3.33 30.65

56 茨木市 2.81 1.50 0.00 25.00

57 八尾市 -0.47 -0.10 -3.40 29.73

58 寝屋川市 -3.58 -1.90 -3.45 37.30

59 東大阪市 -0.25 -0.80 -2.13 26.03

60 姫路市 0.84 0.00 -3.07 17.20

61 尼崎市 -0.76 -0.70 -3.70 20.86

62 明石市 -0.71 0.10 -5.70 21.09
63 西宮市 6.22 3.50 2.78 15.07

64 加古川市 0.35 0.00 -6.75 22.79

65 宝塚市 3.20 1.90 -2.67 22.22

66 奈良市 -1.29 -1.10 -6.25 24.36

67 和歌山市 -2.84 -1.10 -6.25 18.82

68 鳥取市 0.50 -0.60 -11.73 21.26

69 倉敷市 1.85 0.90 -3.82 16.56

70 呉市 -3.17 -2.40 -7.41 19.63

71 福山市 0.47 0.50 -6.96 20.73

72 下関市 -3.46 -1.90 -7.35 19.72

73 高松市 0.42 0.40 -4.64 14.77

74 松山市 1.31 0.50 -7.84 20.13

75 高知市 -0.04 -0.90 -4.20 12.64

76 久留米市 0.51 -0.20 -6.33 20.63
77 長崎市 -3.23 -2.00 -9.52 18.95

78 佐世保市 -1.27 -1.30 -7.14 12.75

79 熊本市 1.15 0.90 -5.70 13.50

80 大分市 1.74 1.10 -8.02 21.38

81 宮崎市 1.43 1.00 -6.75 15.63

82 鹿児島市 0.44 0.70 -7.05 17.50
 

Table8.  都市デモグラフィックス データ（再掲載その2）  単位：％  

    （Table1.1.及び1.3.の一部を再掲載）  
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5.2 提案された具体策に対する考察のまとめ 

3.5.4 節 地方都市の魅力向上における効果的な方法のまとめから、主要な対策を導き、

それに準じた具体策の提案を第4章で示した。その提案に対する考察として、類似の対策

を行っている都市の事例考察から概ね、3.5.4節の対策の主要項目に適切に対応した第4章

の具体策の提案は、地方都市の魅力向上に、効果を示すものと考察できる。 
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第 6 章 結論 

 

6.1 結論 

本研究では、地方都市の過疎化を止めるためには、その地方都市の魅力を向上させなけ

ればならないとし、システムズエンジニアリング手法を用いて我が国「地方都市の魅力向

上」のための方法を提案し、効果の程度を定量的に検証した。 

結果として、「地方都市の魅力向上」に効果的な手法は、下記の4項目が主要な項目である

ことが導き出された。 

 

「地方都市魅力向上の主要4対策」 

1) 生産年齢層（15―64 歳）に対して、経済面での地方都市の魅力向上（働く場の確

保等）の対策 

2) 少子化対策 

3) 新しい都市交通システムの充実・・・自動車に依存しない都市交通システムの構築 

4) 地方都市の人口が減少していくとするならば、その街をコンパクトにまとめ人口密

度を下げない対策 

 

これらの、項目に応じた具体的対策を行えば、より効果的であることが分かった。 

一見、都市の魅力とは、街並みや景観に捉えがちであるが、そうではなくその街に暮らす

人々が、働く場が確保されていてそれなりの所得があり、経済面でその都市が活性化して

いることが重要である。そして、それら働く人々の一家が安定して暮らし、子供を産み育

てる環境づくりも、また重要である。さらには、自動車に依存しない都市交通システムの

構築や、都市をコンパクトにまとめる方法が重要であるということも導き出されたが、こ

のことは、働く人々に対しての魅力向上にもつながり、また子供を産み育てる環境づくり

と兼ねられる、ということも分かった。 

 なお、本研究は日本感性工学会が開催した、第11回日本感性工学会大会の一般講演セッ

ションにおいて研究発表をした。詳細は、以下に示す。 
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第11回日本感性工学会大会 

主催：日本感性工学会 

日時：2009年9月9日 

会場：芝浦工業大学 豊洲キャンパス 

種別：一般講演セッション 

演題：システムズエンジニアリングを用いた我が国地方都市の魅力向上のための考

察 

著者：酒井 仁（発表者）・中野 冠 

なお、付録2.に発表原稿を掲載する[27]。 

大会の詳細や原稿の書式、投稿方法は右記参照：http://www.jske.org/conf/jske11/ 

 

6.2 今後の課題 

 今後の課題としては、次のようなことが挙げられる。 

・ 地方都市の魅力の評価についてさらなる追求 

・ 地方都市の魅力の定量的な検証についての別な分析手法の導入 

 

6.2.1 地方都市の魅力の評価について 

 第2章において、問題点を見える化し、挙げられた地方都市における都市の魅力向上に

対する項目を第3章において、共分散構造分析にて評価した。しかし、共分散構造分析の

GFI値（Goodness of Fit Index；適合度指標）[12](pp.174-177)の低さから見て、この分析にお

いて観測データが適切なものが出揃っているとは言えないと思われる。今後は、さらに各

都市のより適切なデータを追求すべきであると、筆者は考える。 

 

6.2.2 地方都市の魅力の定量的な検証について 

 第3章において、地方都市の魅力の評価を共分散構造分析にて行った。但し、3.4節に示

したように、多数の因果推論をたて、モデル（パス図）を作成して計算したわけであるが、

より確実な定量的結果の証明を得るためには、ベイジアンネットワークなど別な分析手法

でも検証してみる必要があると、筆者は考える。 
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NO 市名
2001_面積
_ｋ㎡

2007_面積
_ｋ㎡

2000_人口
_国調_人

2000_人
口(組替
後)_国調
_人

2005_人
口_国調_
人

00~05_人口
増加率(組
替前)_国調
_%

00~05_人
口増加率
(組替後)
国調_%

2002_人口
_住基_人

2002_人口
(組替後)_
住基_人

2007_人口
_住基_人

02~07_人口
増加率(組
替前)_住基
_%

04~07_人
口増加率
(組替
後)_住基
_%

1 函館市 346.90 677.89 287637 305311 294264 2.3039 -3.62 284690 298638 290873 2.1718 -2.60
2 旭川市 747.60 747.60 359536 359536 355004 -1.2605 -1.26 361372 360063 357182 -1.1595 -0.80
3 青森市 692.39 824.58 297859 318732 311508 4.5824 -2.27 297292 316803 311101 4.6449 -1.80
4 八戸市 213.97 305.17 241920 248608 244700 1.1491 -1.57 243880 250116 247115 1.3265 -1.20
5 盛岡市 489.15 886.47 288843 288843 287192 -0.5716 -0.57 281182 295606 293537 4.3940 -0.70
6 秋田市 460.10 905.67 317625 336646 333109 4.8749 -1.05 312926 331040 328723 5.0482 -0.70
7 山形市 381.34 381.34 255369 255369 256012 0.2518 0.25 250316 250175 251426 0.4434 0.50
8 郡山市 757.06 757.06 334824 334824 338834 1.1976 1.20 330776 333224 334224 1.0424 0.30
9 いわき市 1231.13 1231.34 360138 360138 354492 -1.5677 -1.57 363526 361362 357026 -1.7880 -1.20
10 水戸市 175.90 217.45 246739 261562 262603 6.4295 0.40 246095 262348 264709 7.5637 0.90
11 つくば市 284.07 284.07 165978 191814 200528 20.8160 4.54 183696 186711 194740 6.0121 4.30
12 宇都宮市 312.16 416.84 443808 443808 457673 3.1241 3.12 443404 493305 500211 12.8116 1.40
13 前橋市 147.34 241.22 284155 320465 318584 12.1163 -0.59 283005 320620 319338 12.8383 -0.40
14 高崎市 110.72 401.01 239904 239904 245100 2.1659 2.17 241672 337485 341197 41.1818 1.10
15 伊勢崎市 65.17 139.33 125751 194393 202447 60.9904 4.14 122733 194226 197722 61.0993 1.80
16 太田市 97.96 176.49 147906 210022 213299 44.2125 1.56 142827 207420 209702 46.8224 1.10
17 川越市 109.16 109.16 330766 330766 333795 0.9158 0.92 325373 327281 328917 1.0892 0.50
18 熊谷市 85.18 159.88 156216 192527 191107 22.3351 -0.74 155894 204037 203833 30.7510 -0.10
19 川口市 55.75 55.75 460027 460027 480079 4.3589 4.36 463879 472614 484902 4.5320 2.60
20 所沢市 71.99 71.99 330100 330100 336100 1.8176 1.82 330020 332711 335705 1.7226 0.90
21 春日部市 37.83 65.98 203375 240815 238506 17.2740 -0.96 204700 241448 239275 16.8906 -0.90
22 草加市 27.42 27.42 225018 225018 236316 5.0209 5.02 226850 231299 234306 3.2868 1.30
23 越谷市 60.31 60.31 308307 308416 315792 2.4278 2.39 308413 312479 314979 2.1290 0.80
24 船橋市 85.72 85.58 550074 550074 569835 3.5924 3.59 551916 561231 576384 4.4333 2.70
25 柏市 72.91 114.90 327851 373778 380963 16.2000 1.92 326097 374876 381999 17.1428 1.90
26 横須賀市 100.62 100.68 428645 428645 426178 -0.5755 -0.58 434613 434538 428889 -1.3170 -1.30
27 平塚市 67.83 67.83 254633 254633 258958 1.6985 1.70 252982 254184 257234 1.6808 1.20
28 小田原市 114.09 114.09 200173 200173 198741 -0.7154 -0.72 198412 197591 197393 -0.5136 -0.10
29 茅ヶ崎市 35.71 35.71 220809 220809 228420 3.4469 3.45 223951 227661 230621 2.9783 1.30
30 相模原市 90.41 328.84 605561 605519 628698 3.8208 3.83 600386 681569 688385 14.6571 1.00
31 厚木市 93.83 93.83 217369 217369 222403 2.3159 2.32 213029 214031 217670 2.1786 1.70
32 大和市 27.06 27.06 212761 212761 221220 3.9758 3.98 212614 215797 219034 3.0196 1.50
33 長岡市 262.45 840.88 193414 237718 236344 22.1959 -0.58 190718 284364 281805 47.7600 -0.90
34 上越市 249.30 973.32 134751 211870 208082 54.4196 -1.79 132925 210114 208223 56.6470 -0.90
35 富山市 208.81 1241.85 325700 420804 421239 29.3334 0.10 321049 417174 417591 30.0708 0.10
36 金沢市 467.77 467.77 456438 456438 454607 -0.4011 -0.40 439892 440360 441681 0.4067 0.30
37 福井市 340.60 536.17 252274 252274 252220 -0.0214 -0.02 249656 266889 266622 6.7958 -0.10
38 甲府市 171.88 212.41 196154 196154 194244 -0.9737 -0.97 190098 194095 193901 2.0005 -0.10
39 長野市 404.35 730.83 360112 378932 378512 5.1095 -0.11 359045 378746 379125 5.5926 0.10
40 松本市 265.87 919.35 208970 229033 227627 8.9281 -0.61 203616 223474 223697 9.8622 0.10
41 岐阜市 195.12 202.89 402751 402751 399931 -0.7002 -0.70 401269 413927 413099 2.9481 -0.20
42 沼津市 152.17 187.11 207558 211559 208005 0.2154 -1.68 208748 212028 210120 0.6573 -0.90
43 富士市 214.09 214.10 234187 234187 236474 0.9766 0.98 237243 237794 238745 0.6331 0.40
44 豊橋市 261.26 261.35 364856 364856 372479 2.0893 2.09 356794 358584 362887 1.7077 1.20
45 岡崎市 226.97 387.24 336583 336583 354704 5.3838 5.38 336169 351570 360008 7.0914 2.40
46 一宮市 82.39 113.91 273711 362726 371687 35.7954 2.47 277473 369715 375630 35.3753 1.60
47 春日井市 92.71 92.71 287623 287623 295802 2.8437 2.84 288298 292055 297020 3.0253 1.70
48 豊田市 290.11 918.47 351101 395224 412141 17.3853 4.28 342835 391337 401120 17.0009 2.50
49 四日市市 197.37 205.30 291105 302102 303845 4.3764 0.58 288319 300280 302983 5.0860 0.90
50 大津市 302.33 374.06 288240 288240 301672 4.6600 4.66 291322 319973 325413 11.7022 1.70
51 岸和田市 71.89 72.23 200104 200104 201000 0.4478 0.45 201689 202118 202522 0.4130 0.20
52 豊中市 36.38 36.38 391726 391726 386623 -1.3027 -1.30 387869 387066 388227 0.0923 0.30
53 吹田市 36.11 36.11 347929 347929 353885 1.7118 1.71 342112 345329 346020 1.1423 0.20
54 高槻市 105.31 105.31 357438 357438 351826 -1.5701 -1.57 353362 352550 356076 0.7681 1.00
55 枚方市 65.08 65.08 402563 402563 404044 0.3679 0.37 401753 403733 404944 0.7943 0.30
56 茨木市 76.52 76.52 260648 260648 267961 2.8057 2.81 257577 262609 266548 3.4828 1.50
57 八尾市 41.71 41.71 274777 274777 273487 -0.4695 -0.47 268012 266914 266647 -0.5093 -0.10
58 寝屋川市 24.73 24.73 250806 250806 241816 -3.5844 -3.58 248464 245694 241026 -2.9936 -1.90
59 東大阪市 61.81 61.81 515094 515094 513821 -0.2471 -0.25 496747 496445 492473 -0.8604 -0.80
60 姫路市 275.73 534.27 478309 478309 482304 0.8352 0.84 475892 532853 532853 11.9693 0.00
61 尼崎市 49.69 49.77 466187 466187 462647 -0.7594 -0.76 463256 462193 458958 -0.9278 -0.70
62 明石市 49.22 49.24 293117 293117 291027 -0.7130 -0.71 291649 291872 292164 0.1766 0.10
63 西宮市 99.96 99.96 438105 438105 465337 6.2159 6.22 436877 446419 462044 5.7607 3.50
64 加古川市 138.51 138.51 266170 266170 267100 0.3494 0.35 265939 266148 266148 0.0786 0.00
65 宝塚市 101.80 101.80 213037 213037 219862 3.2037 3.20 216468 219373 223541 3.2675 1.90
66 奈良市 211.60 276.84 366185 374944 370102 1.0697 -1.29 364411 371994 367902 0.9580 -1.10
67 和歌山市 209.21 209.23 386551 386551 375591 -2.8353 -2.84 391008 387967 383699 -1.8693 -1.10
68 鳥取市 237.20 765.66 150439 200744 201740 34.1009 0.50 148357 199564 198367 33.7092 -0.60
69 倉敷市 298.92 354.52 430291 460869 469377 9.0836 1.85 432938 467196 471401 8.8842 0.90
70 呉市 146.35 353.32 203159 259224 251003 23.5500 -3.17 204887 256501 250345 22.1869 -2.40
71 福山市 364.49 518.07 378789 416547 418509 10.4860 0.47 406753 461132 463438 13.9360 0.50
72 下関市 224.09 715.89 252389 301097 290693 15.1766 -3.46 246924 293384 287810 16.5581 -1.90
73 高松市 194.33 375.09 332865 336505 337902 1.5132 0.42 333387 420745 422428 26.7080 0.40
74 松山市 289.36 429.03 473379 508266 514937 8.7790 1.31 473039 511345 513902 8.6384 0.50
75 高知市 144.95 309.22 330654 333621 333484 0.8559 -0.04 326490 345903 342790 4.9925 -0.90
76 久留米市 124.68 229.84 236543 304884 306434 29.5468 0.51 235064 305396 304785 29.6604 -0.20
77 長崎市 241.20 406.36 423167 457486 442699 4.6157 -3.23 419901 461290 452064 7.6597 -2.00
78 佐世保市 248.32 364.00 240838 251232 248041 2.9908 -1.27 242474 262286 258876 6.7644 -1.30
79 熊本市 266.77 267.22 662012 662012 669603 1.1467 1.15 653835 656655 662565 1.3352 0.90
80 大分市 360.84 501.25 436470 454424 462317 5.9218 1.74 437699 458969 464018 6.0130 1.10
81 宮崎市 286.96 596.80 305755 305755 310123 1.4286 1.43 305270 366950 370620 21.4073 1.00
82 鹿児島市 289.91 546.96 552098 601693 604367 9.4673 0.44 544840 596943 601122 10.3300 0.70

付録1. 

付録 付録1.1  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 
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付録1.2  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名
2002_人口密
度_人/ｋ㎡

2007_人口密
度_人/ｋ㎡

02~07人口
密度増加
率_%

2002_世帯
数_住基_世
帯

2002_世
帯数/人
口_住基
_世帯/
人

2004_世帯
数(組替
後)_住基_
世帯

2007_世帯
数_住基_
世帯

2007_世
帯数/人
口_住基
_世帯/
人

02~07_
世帯数/
人口の
増加率_
住基_%

04~07_
世帯数
増加率_
住基_%

1 函館市 820.67 429.09 -47.72 129249 0.45 137735 140077 0.48 6.07 1.70
2 旭川市 483.38 477.77 -1.16 158471 0.44 162477 167514 0.47 6.95 3.10
3 青森市 429.37 377.28 -12.13 118640 0.40 127431 130489 0.42 5.11 2.40
4 八戸市 1139.79 809.76 -28.95 93504 0.38 97535 100559 0.41 6.14 3.10
5 盛岡市 574.84 331.13 -42.40 113566 0.40 119364 121871 0.42 2.80 2.10
6 秋田市 680.13 362.96 -46.63 125293 0.40 132860 135916 0.41 3.27 2.30
7 山形市 656.41 659.32 0.44 87900 0.35 89502 92635 0.37 4.92 3.50
8 郡山市 436.92 441.48 1.04 118214 0.36 121422 125550 0.38 5.11 3.40
9 いわき市 295.28 289.95 -1.80 131295 0.36 133642 138052 0.39 7.06 3.30
10 水戸市 1399.06 1217.33 -12.99 96878 0.39 103815 108591 0.41 4.21 4.60
11 つくば市 646.66 685.54 6.01 68192 0.37 70381 76434 0.39 5.73 8.60
12 宇都宮市 1420.44 1200.01 -15.52 171977 0.39 191705 201290 0.40 3.75 5.00
13 前橋市 1920.76 1323.85 -31.08 107583 0.38 121030 124782 0.39 2.79 3.10
14 高崎市 2182.73 850.84 -61.02 94215 0.39 128970 134645 0.39 1.23 4.40
15 伊勢崎市 1883.27 1419.09 -24.65 43650 0.36 67696 71690 0.36 1.95 5.90
16 太田市 1458.01 1188.18 -18.51 52262 0.37 73877 77497 0.37 1.00 4.90
17 川越市 2980.70 3013.16 1.09 121051 0.37 125128 130508 0.40 6.65 4.30
18 熊谷市 1830.17 1274.91 -30.34 57358 0.37 74019 77498 0.38 3.34 4.70
19 川口市 8320.70 8697.79 4.53 188382 0.41 196028 206614 0.43 4.92 5.40
20 所沢市 4584.25 4663.22 1.72 128843 0.39 132776 137025 0.41 4.55 3.20
21 春日部市 5411.05 3626.48 -32.98 75798 0.37 90053 93115 0.39 5.10 3.40
22 草加市 8273.16 8545.08 3.29 90929 0.40 94490 98553 0.42 4.94 4.30
23 越谷市 5113.80 5222.67 2.13 114905 0.37 119680 124826 0.40 6.37 4.30
24 船橋市 6438.59 6735.03 4.60 225346 0.41 233915 247716 0.43 5.26 5.90
25 柏市 4472.60 3324.62 -25.67 125302 0.38 145538 153252 0.40 4.41 5.30
26 横須賀市 4319.35 4259.92 -1.38 174288 0.40 177787 180809 0.42 5.13 1.70
27 平塚市 3729.65 3792.33 1.68 96173 0.38 98708 103446 0.40 5.78 4.80
28 小田原市 1739.08 1730.15 -0.51 74094 0.37 75429 78446 0.40 6.42 4.00
29 茅ヶ崎市 6271.38 6458.16 2.98 85507 0.38 88868 97222 0.42 10.41 9.40
30 相模原市 6640.70 2093.37 -68.48 242230 0.40 276200 287800 0.42 3.62 4.20
31 厚木市 2270.37 2319.83 2.18 82835 0.39 85160 89418 0.41 5.65 5.00
32 大和市 7857.13 8094.38 3.02 88561 0.42 91511 95171 0.43 4.31 4.00
33 長岡市 726.68 335.13 -53.88 65418 0.34 93248 96325 0.34 -0.35 3.30
34 上越市 533.19 213.93 -59.88 45015 0.34 68548 70604 0.34 0.13 3.00
35 富山市 1537.52 336.27 -78.13 117618 0.37 149190 155008 0.37 1.32 3.90
36 金沢市 940.40 944.23 0.41 171676 0.39 174801 180220 0.41 4.55 3.10
37 福井市 732.99 497.27 -32.16 82714 0.33 88521 91000 0.34 3.02 2.80
38 甲府市 1105.99 912.86 -17.46 78437 0.41 81004 83110 0.43 3.88 2.60
39 長野市 887.96 518.76 -41.58 131287 0.37 140351 144983 0.38 4.58 3.30
40 松本市 765.85 243.32 -68.23 78785 0.39 86899 89332 0.40 3.21 2.80
41 岐阜市 2056.52 2036.07 -0.99 148522 0.37 155068 159720 0.39 4.46 3.00
42 沼津市 1371.81 1122.98 -18.14 79533 0.38 82769 84921 0.40 6.08 2.60
43 富士市 1108.15 1115.11 0.63 80664 0.34 83042 86115 0.36 6.09 3.70
44 豊橋市 1365.67 1388.51 1.67 124555 0.35 127459 133705 0.37 5.54 4.90
45 岡崎市 1481.12 929.68 -37.23 118757 0.35 126568 134415 0.37 5.69 6.20
46 一宮市 3367.80 3297.60 -2.08 92298 0.33 126218 135306 0.36 8.29 7.20
47 春日井市 3109.68 3203.75 3.03 106667 0.37 110273 115897 0.39 5.46 5.10
48 豊田市 1181.74 436.73 -63.04 122460 0.36 139290 148901 0.37 3.92 6.90
49 四日市市 1460.80 1475.81 1.03 106107 0.37 112319 118047 0.39 5.87 5.10
50 大津市 963.59 869.95 -9.72 107296 0.37 119201 125638 0.39 4.83 5.40
51 岸和田市 2805.52 2803.85 -0.06 73455 0.36 75580 78754 0.39 6.77 4.20
52 豊中市 10661.60 10671.44 0.09 164545 0.42 166990 171332 0.44 4.03 2.60
53 吹田市 9474.16 9582.39 1.14 141011 0.41 144928 148696 0.43 4.26 2.60
54 高槻市 3355.45 3381.22 0.77 139007 0.39 142638 148344 0.42 5.90 4.00
55 枚方市 6173.22 6222.25 0.79 151860 0.38 155827 161904 0.40 5.77 3.90
56 茨木市 3366.14 3483.38 3.48 101752 0.40 105524 109851 0.41 4.33 4.10
57 八尾市 6425.61 6392.88 -0.51 105121 0.39 107121 110763 0.42 5.91 3.40
58 寝屋川市 10047.07 9746.30 -2.99 98554 0.40 99831 101428 0.42 6.09 1.60
59 東大阪市 8036.68 7967.53 -0.86 203861 0.41 207595 213200 0.43 5.49 2.70
60 姫路市 1725.93 997.35 -42.21 176186 0.37 198381 206118 0.39 4.48 3.90
61 尼崎市 9322.92 9221.58 -1.09 200616 0.43 203817 209116 0.46 5.21 2.60
62 明石市 5925.42 5933.47 0.14 113175 0.39 115664 119597 0.41 5.49 3.40
63 西宮市 4370.52 4622.29 5.76 181782 0.42 187723 198048 0.43 3.01 5.50
64 加古川市 1920.00 1921.51 0.08 94741 0.36 97165 100760 0.38 6.27 3.70
65 宝塚市 2126.40 2195.88 3.27 84049 0.39 86946 91032 0.41 4.88 4.70
66 奈良市 1722.17 1328.93 -22.83 138669 0.38 143555 147144 0.40 5.10 2.50
67 和歌山市 1868.97 1833.86 -1.88 154591 0.40 157132 161375 0.42 6.38 2.70
68 鳥取市 625.45 259.08 -58.58 54641 0.37 71252 73888 0.37 1.13 3.70
69 倉敷市 1448.34 1329.69 -8.19 159361 0.37 173737 182250 0.39 5.03 4.90
70 呉市 1399.98 708.55 -49.39 88153 0.43 110845 111178 0.44 3.22 0.30
71 福山市 1115.95 894.55 -19.84 150237 0.37 172117 179174 0.39 4.67 4.10
72 下関市 1101.90 402.03 -63.51 104071 0.42 123359 125456 0.44 3.42 1.70
73 高松市 1715.57 1126.20 -34.35 135540 0.41 167960 174007 0.41 1.32 3.60
74 松山市 1634.78 1197.82 -26.73 198412 0.42 216641 224873 0.44 4.32 3.80
75 高知市 2252.43 1108.56 -50.78 143626 0.44 152747 155649 0.45 3.22 1.90
76 久留米市 1885.34 1326.07 -29.66 90486 0.38 113225 117301 0.38 -0.02 3.60
77 長崎市 1740.88 1112.47 -36.10 175192 0.42 194739 197465 0.44 4.69 1.40
78 佐世保市 976.46 711.20 -27.17 100441 0.41 109853 112160 0.43 4.59 2.10
79 熊本市 2450.93 2479.47 1.16 267757 0.41 273730 283311 0.43 4.41 3.50
80 大分市 1213.00 925.72 -23.68 170466 0.39 181698 190056 0.41 5.17 4.60
81 宮崎市 1063.81 621.01 -41.62 129143 0.42 155136 161962 0.44 3.30 4.40
82 鹿児島市 1879.34 1099.02 -41.52 236977 0.43 261493 270122 0.45 3.31 3.30  
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付録1.3  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2000_年
少(15歳
未満)人
口_人

2000_生産
年齢
(15~64歳)
人口_人

2000_老年
(65歳以
上)人口_
人

2000_年
少(15歳
未満)人
口割合_%

2000_生
産年齢
(15~64
歳)人口
割合_%

2000_老
年(65歳
以上)人
口割合
_%

2005_年
少(15歳
未満)人
口_人

2005_生産
年齢
(15~64歳)
人口_人

2005_老
年(65歳
以上)人
口_人

2005_年
少(15歳
未満)人
口割合
_%

2005_生
産年齢
(15~64
歳)人口
割合_%

2005_老
年(65歳
以上)人
口割合
_%

1 函館市 37165 193119 57343 12.9 67.1 19.9 34369 189327 70459 11.7 64.3 23.9
2 旭川市 48670 244817 65866 13.5 68.1 18.3 44177 228860 78781 12.4 64.5 22.2
3 青森市 43973 203219 50503 14.8 68.2 17.0 42549 205471 63457 13.7 66.0 20.4
4 八戸市 39440 164148 38167 16.3 67.9 15.8 36657 160112 47912 15.0 65.4 19.6
5 盛岡市 44134 199462 45189 15.3 69.1 15.6 40158 191479 52546 14.0 66.7 18.3
6 秋田市 45655 216200 55689 14.4 68.1 17.5 43879 218498 70371 13.2 65.6 21.1
7 山形市 37580 167751 49900 14.7 65.7 19.5 35428 164683 55560 13.8 64.3 21.7
8 郡山市 55484 227065 52131 16.6 67.8 15.6 52002 226508 60160 15.3 66.8 17.8
9 いわき市 57205 232101 70745 15.9 64.4 19.6 52002 222525 79472 14.7 62.8 22.4

10 水戸市 38317 168589 39359 15.5 68.3 16.0 38118 174321 49935 14.5 66.4 19.0
11 つくば市 27504 117670 20804 16.6 70.9 12.5 30151 141957 28419 15.0 70.8 14.2
12 宇都宮市 67252 311665 64527 15.2 70.2 14.5 65741 311909 77026 14.4 68.2 16.8
13 前橋市 42152 190894 50425 14.8 67.2 17.7 45018 207726 65441 14.1 65.2 20.5
14 高崎市 36158 163416 40196 15.1 68.1 16.8 35671 162324 47077 14.6 66.2 19.2
15 伊勢崎市 19918 85256 20560 15.8 67.8 16.3 32133 133682 36547 15.9 66.0 18.1
16 太田市 22184 102195 21034 15.0 69.1 14.2 32576 144061 36504 15.3 67.5 17.1
17 川越市 46989 241036 42377 14.2 72.9 12.8 45237 230670 55929 13.6 69.1 16.8
18 熊谷市 23842 108893 23297 15.3 69.7 14.9 26352 129455 35094 13.8 67.7 18.4
19 川口市 66696 337235 55875 14.5 73.3 12.1 67504 336926 74801 14.1 70.2 15.6
20 所沢市 46684 237836 40929 14.1 72.0 12.4 44283 234678 55566 13.2 69.8 16.5
21 春日部市 29874 151120 22356 14.7 74.3 11.0 32567 166397 38834 13.7 69.8 16.3
22 草加市 32484 167689 24209 14.4 74.5 10.8 34353 164484 34922 14.5 69.6 14.8
23 越谷市 45756 228204 33353 14.8 74.0 10.8 45423 221669 47559 14.4 70.2 15.1
24 船橋市 73692 406000 69290 13.4 73.8 12.6 75727 396428 93543 13.3 69.6 16.4
25 柏市 45986 241148 40686 14.0 73.6 12.4 51186 266831 62383 13.4 70.0 16.4
26 横須賀市 56940 296241 74760 13.3 69.1 17.4 55085 281732 89292 12.9 66.1 21.0
27 平塚市 36771 182194 35662 14.4 71.6 14.0 35234 178112 45563 13.6 68.8 17.6
28 小田原市 28972 137595 33519 14.5 68.7 16.7 27098 131971 39538 13.6 66.4 19.9
29 茅ヶ崎市 31210 156869 32623 14.1 71.0 14.8 31761 154643 41721 13.9 67.7 18.3
30 相模原市 89531 448835 67174 14.8 74.1 11.1 88642 447442 92011 14.1 71.2 14.6
31 厚木市 32030 162648 22674 14.7 74.8 10.4 31394 159856 30590 14.1 71.9 13.8
32 大和市 30458 157474 24670 14.3 74.0 11.6 30787 156524 33883 13.9 70.8 15.3
33 長岡市 29044 128989 35275 15.0 66.7 18.2 33390 151141 51622 14.1 63.9 21.8
34 上越市 20804 87719 26186 15.4 65.1 19.4 29917 126491 50341 14.4 60.8 24.2
35 富山市 44976 219533 60916 13.8 67.4 18.7 57572 272601 90503 13.7 64.7 21.5
36 金沢市 66472 314133 73029 14.6 68.8 16.0 63216 307428 83479 13.9 67.6 18.4
37 福井市 38314 166860 46926 15.2 66.1 18.6 36212 161984 52822 14.4 64.2 20.9
38 甲府市 26928 131162 38018 13.7 66.9 19.4 25495 125604 43064 13.1 64.7 22.2
39 長野市 55639 237932 66498 15.5 66.1 18.5 55628 241048 81813 14.7 63.7 21.6
40 松本市 31450 139073 38311 15.1 66.6 18.3 33168 146219 48217 14.6 64.2 21.2
41 岐阜市 57893 274011 70802 14.4 68.0 17.6 55901 260121 83809 14.0 65.0 21.0
42 沼津市 30393 141787 35351 14.6 68.3 17.0 28224 136574 43202 13.6 65.7 20.8
43 富士市 38731 160686 34725 16.5 68.6 14.8 36924 156838 42699 15.6 66.3 18.1
44 豊橋市 59085 249901 55161 16.2 68.5 15.1 57459 248770 65305 15.4 66.8 17.5
45 岡崎市 56795 234905 44615 16.9 69.8 13.3 56152 244721 53558 15.8 69.0 15.1
46 一宮市 42397 191111 40015 15.5 69.8 14.6 56893 246501 67968 15.3 66.3 18.3
47 春日井市 43692 207102 36525 15.2 72.0 12.7 44951 201552 48009 15.2 68.1 16.2
48 豊田市 57354 258697 34796 16.3 73.7 9.9 63395 290059 55246 15.4 70.4 13.4
49 四日市市 45730 198760 46224 15.7 68.3 15.9 46099 200024 56609 15.2 65.8 18.6
50 大津市 46702 198572 42919 16.2 68.9 14.9 45994 203257 52212 15.2 67.4 17.3
51 岸和田市 32579 136022 31038 16.3 68.0 15.5 31917 131273 37691 15.9 65.3 18.8
52 豊中市 55438 279194 56598 14.2 71.3 14.4 53720 261477 71067 13.9 67.6 18.4
53 吹田市 50990 251525 44885 14.7 72.3 12.9 50904 243445 57131 14.4 68.8 16.1
54 高槻市 49160 255366 51546 13.8 71.4 14.4 47181 236712 66780 13.4 67.3 19.0
55 枚方市 60478 290977 49727 15.0 72.3 12.4 58766 278830 65468 14.5 69.0 16.2
56 茨木市 38686 189511 32397 14.8 72.7 12.4 39541 186227 41564 14.8 69.5 15.5
57 八尾市 40488 192903 40782 14.7 70.2 14.8 38862 179906 52505 14.2 65.8 19.2
58 寝屋川市 36376 182091 31686 14.5 72.6 12.6 33874 165924 41908 14.0 68.6 17.3
59 東大阪市 72750 366297 74995 14.1 71.1 14.6 70990 345873 94644 13.8 67.3 18.4
60 姫路市 78081 325135 75082 16.3 68.0 15.7 76102 317094 88944 15.8 65.7 18.4
61 尼崎市 63043 326950 75828 13.5 70.1 16.3 60080 306753 91322 13.0 66.3 19.7
62 明石市 46190 203733 43068 15.8 69.5 14.7 43505 194059 51866 14.9 66.7 17.8
63 西宮市 63208 310132 63782 14.4 70.8 14.6 68852 315831 78006 14.8 67.9 16.8
64 加古川市 43424 186220 36266 16.3 70.0 13.6 40603 179276 44564 15.2 67.1 16.7
65 宝塚市 31877 148177 32553 15.0 69.6 15.3 32069 144472 41121 14.6 65.7 18.7
66 奈良市 52683 255724 57038 14.4 69.8 15.6 49907 248069 71884 13.5 67.0 19.4
67 和歌山市 55790 258783 71924 14.4 66.9 18.6 50646 241442 82838 13.5 64.3 22.1
68 鳥取市 24416 99607 26121 16.2 66.2 17.4 28901 129937 42577 14.3 64.4 21.1
69 倉敷市 67451 292205 70116 15.7 67.9 16.3 70703 305772 89304 15.1 65.1 19.0
70 呉市 27464 132135 43555 13.5 65.0 21.4 31413 154280 64140 12.5 61.5 25.6
71 福山市 59668 256756 62018 15.8 67.8 16.4 61475 272282 82934 14.7 65.1 19.8
72 下関市 34390 164224 53738 13.6 65.1 21.3 36583 178637 73990 12.6 61.5 25.5
73 高松市 50107 223684 58609 15.1 67.2 17.6 48671 219861 68289 14.4 65.1 20.2
74 松山市 72622 325336 75221 15.3 68.7 15.9 72600 343823 98265 14.1 66.8 19.1
75 高知市 47335 221951 60130 14.3 67.1 18.2 45802 219180 68418 13.7 65.7 20.5
76 久留米市 37450 160639 37883 15.8 67.9 16.0 45379 199592 59168 14.8 65.1 19.3
77 長崎市 62327 280214 80480 14.7 66.2 19.0 58932 283492 100034 13.3 64.0 22.6
78 佐世保市 37027 154143 49123 15.4 64.0 20.4 35530 155115 57155 14.3 62.5 23.0
79 熊本市 104473 449211 107931 15.8 67.9 16.3 99881 444754 123878 14.9 66.4 18.5
80 大分市 70579 302431 63165 16.2 69.3 14.5 68878 310820 81479 14.9 67.2 17.6
81 宮崎市 49755 206775 48849 16.3 67.6 16.0 47106 205355 57434 15.2 66.2 18.5
82 鹿児島市 86269 377347 88475 15.6 68.3 16.0 87591 403208 113505 14.5 66.7 18.8  
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付録1.4  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

00~05_年
少(15歳
未満)人
口増加率
_国調_%

00~05_生
産年齢
(15~64
歳)人口
増加率_
国調_%

00~05_老
年(65歳
以上)人
口増加率
_国調_%

00~05_年
少(15歳
未満)人
口割合の
増加率_
国調_%

00~05_生
産年齢
(15~64歳)
人口割合
の増加率_
国調_%

00~05_老
年(65歳
以上)人
口割合の
増加率_
国調_%

2000_歳
出決算
額_億円

2000_歳
出決算
額/人口
_千円/
人

2006_歳
出決算
額_億円

2006_歳
出決算額
/人口_千
円/人

00~06_歳
出決算額
/人口の
増加率_%

1 函館市 -7.52 -1.96 22.87 -9.30 -4.17 20.10 1206 423.62 1270 436.62 3.07
2 旭川市 -9.23 -6.52 19.61 -8.15 -5.29 21.31 1674 463.23 1460 408.76 -11.76
3 青森市 -3.24 1.11 25.65 -7.43 -3.23 20.00 1084 364.62 1099 353.26 -3.12
4 八戸市 -7.06 -2.46 25.53 -7.98 -3.68 24.05 820 336.23 822 332.64 -1.07
5 盛岡市 -9.01 -4.00 16.28 -8.50 -3.47 17.31 945 336.08 1001 341.01 1.47
6 秋田市 -3.89 1.06 26.36 -8.33 -3.67 20.57 1126 359.83 1126 342.54 -4.81
7 山形市 -5.73 -1.83 11.34 -6.12 -2.13 11.28 853 340.77 741 294.72 -13.51
8 郡山市 -6.28 -0.25 15.40 -7.83 -1.47 14.10 1156 349.48 972 290.82 -16.78
9 いわき市 -9.10 -4.13 12.34 -7.55 -2.48 14.29 1191 327.62 1228 343.95 4.98
10 水戸市 -0.52 3.40 26.87 -6.45 -2.78 18.75 800 325.08 808 305.24 -6.10
11 つくば市 9.62 20.64 36.60 -9.64 -0.14 13.60 560 304.85 595 305.54 0.22
12 宇都宮市 -2.25 0.08 19.37 -5.26 -2.85 15.86 1515 341.67 1596 319.07 -6.62
13 前橋市 6.80 8.82 29.78 -4.73 -2.98 15.82 1049 370.66 1118 350.10 -5.55
14 高崎市 -1.35 -0.67 17.12 -3.31 -2.79 14.29 904 374.06 1199 351.41 -6.06
15 伊勢崎市 61.33 56.80 77.76 0.63 -2.65 11.04 425 346.28 622 314.58 -9.15
16 太田市 46.84 40.97 73.55 2.00 -2.32 20.42 468 327.67 670 319.50 -2.49
17 川越市 -3.73 -4.30 31.98 -4.23 -5.21 31.25 799 245.56 842 255.99 4.25
18 熊谷市 10.53 18.88 50.64 -9.80 -2.87 23.49 443 284.17 555 272.28 -4.18
19 川口市 1.21 -0.09 33.87 -2.76 -4.23 28.93 1405 302.88 1249 257.58 -14.96
20 所沢市 -5.14 -1.33 35.76 -6.38 -3.06 33.06 812 246.05 817 243.37 -1.09
21 春日部市 9.01 10.11 73.71 -6.80 -6.06 48.18 473 231.07 532 222.34 -3.78
22 草加市 5.75 -1.91 44.25 0.69 -6.58 37.04 552 243.33 548 233.88 -3.88
23 越谷市 -0.73 -2.86 42.59 -2.70 -5.14 39.81 766 248.37 746 236.84 -4.64
24 船橋市 2.76 -2.36 35.00 -0.75 -5.69 30.16 1308 236.99 1441 250.01 5.49
25 柏市 11.31 10.65 53.33 -4.29 -4.89 32.26 821 251.77 934 244.50 -2.88
26 横須賀市 -3.26 -4.90 19.44 -3.01 -4.34 20.69 1344 309.24 1256 292.85 -5.30
27 平塚市 -4.18 -2.24 27.76 -5.56 -3.91 25.71 680 268.79 720 279.90 4.13
28 小田原市 -6.47 -4.09 17.96 -6.21 -3.35 19.16 580 292.32 548 277.62 -5.03
29 茅ヶ崎市 1.77 -1.42 27.89 -1.42 -4.65 23.65 534 238.45 518 224.61 -5.80
30 相模原市 -0.99 -0.31 36.97 -4.73 -3.91 31.53 1630 271.49 1901 276.15 1.72
31 厚木市 -1.99 -1.72 34.91 -4.08 -3.88 32.69 719 337.51 770 353.75 4.81
32 大和市 1.08 -0.60 37.34 -2.80 -4.32 31.90 547 257.27 601 274.39 6.65
33 長岡市 14.96 17.17 46.34 -6.00 -4.20 19.78 637 334.00 1376 488.28 46.19
34 上越市 43.80 44.20 92.24 -6.49 -6.61 24.74 527 396.46 1047 502.83 26.83
35 富山市 28.01 24.17 48.57 -0.72 -4.01 14.97 1197 372.84 1684 403.27 8.16
36 金沢市 -4.90 -2.13 14.31 -4.79 -1.74 15.00 1923 437.15 1537 347.99 -20.40
37 福井市 -5.49 -2.92 12.56 -5.26 -2.87 12.37 868 347.68 997 373.94 7.55
38 甲府市 -5.32 -4.24 13.27 -4.38 -3.29 14.43 600 315.63 669 345.02 9.31
39 長野市 -0.02 1.31 23.03 -5.16 -3.63 16.76 1270 353.72 1335 352.13 -0.45
40 松本市 5.46 5.14 25.86 -3.31 -3.60 15.85 787 386.51 833 372.38 -3.66
41 岐阜市 -3.44 -5.07 18.37 -2.78 -4.41 19.32 1401 349.14 1299 314.45 -9.94
42 沼津市 -7.14 -3.68 22.21 -6.85 -3.81 22.35 672 321.92 710 337.90 4.96
43 富士市 -4.67 -2.39 22.96 -5.45 -3.35 22.30 703 296.32 725 303.67 2.48
44 豊橋市 -2.75 -0.45 18.39 -4.94 -2.48 15.89 1069 299.61 1053 290.17 -3.15
45 岡崎市 -1.13 4.18 20.04 -6.51 -1.15 13.53 906 269.51 1057 293.60 8.94
46 一宮市 34.19 28.98 69.86 -1.29 -5.01 25.34 663 238.94 875 232.94 -2.51
47 春日井市 2.88 -2.68 31.44 0.00 -5.42 27.56 797 276.45 768 258.57 -6.47
48 豊田市 10.53 12.12 58.77 -5.52 -4.48 35.35 1290 376.27 1727 430.54 14.42
49 四日市市 0.81 0.64 22.47 -3.18 -3.66 16.98 961 333.31 943 311.24 -6.62
50 大津市 -1.52 2.36 21.65 -6.17 -2.18 16.11 869 298.30 923 283.64 -4.91
51 岸和田市 -2.03 -3.49 21.44 -2.45 -3.97 21.29 716 355.00 657 324.41 -8.62
52 豊中市 -3.10 -6.35 25.56 -2.11 -5.19 27.78 1266 326.40 1171 301.63 -7.59
53 吹田市 -0.17 -3.21 27.28 -2.04 -4.84 24.81 1006 294.06 1016 293.62 -0.15
54 高槻市 -4.03 -7.30 29.55 -2.90 -5.74 31.94 938 265.45 912 256.13 -3.51
55 枚方市 -2.83 -4.17 31.65 -3.33 -4.56 30.65 1041 259.11 1116 275.59 6.36
56 茨木市 2.21 -1.73 28.30 0.00 -4.40 25.00 714 277.20 719 269.75 -2.69
57 八尾市 -4.02 -6.74 28.75 -3.40 -6.27 29.73 824 307.45 958 359.28 16.86
58 寝屋川市 -6.88 -8.88 32.26 -3.45 -5.51 37.30 689 277.30 730 302.87 9.22
59 東大阪市 -2.42 -5.58 26.20 -2.13 -5.34 26.03 1646 331.36 1668 338.70 2.22
60 姫路市 -2.53 -2.47 18.46 -3.07 -3.38 17.20 1777 373.40 1855 348.13 -6.77
61 尼崎市 -4.70 -6.18 20.43 -3.70 -5.42 20.86 1898 409.71 1723 375.42 -8.37
62 明石市 -5.81 -4.75 20.43 -5.70 -4.03 21.09 885 303.45 866 296.41 -2.32
63 西宮市 8.93 1.84 22.30 2.78 -4.10 15.07 1680 384.55 1441 311.88 -18.90
64 加古川市 -6.50 -3.73 22.88 -6.75 -4.14 22.79 830 312.10 734 275.79 -11.64
65 宝塚市 0.60 -2.50 26.32 -2.67 -5.60 22.22 728 336.31 659 294.80 -12.34
66 奈良市 -5.27 -2.99 26.03 -6.25 -4.01 24.36 1126 308.99 1105 300.35 -2.80
67 和歌山市 -9.22 -6.70 15.17 -6.25 -3.89 18.82 1327 339.38 1214 316.39 -6.77
68 鳥取市 18.37 30.45 63.00 -11.73 -2.72 21.26 676 455.66 821 413.88 -9.17
69 倉敷市 4.82 4.64 27.37 -3.82 -4.12 16.56 1664 384.35 1609 341.32 -11.19
70 呉市 14.38 16.76 47.26 -7.41 -5.38 19.63 882 430.48 1032 412.23 -4.24
71 福山市 3.03 6.05 33.73 -6.96 -3.98 20.73 1327 326.24 1500 323.67 -0.79
72 下関市 6.38 8.78 37.69 -7.35 -5.53 19.72 1012 409.84 1153 400.61 -2.25
73 高松市 -2.87 -1.71 16.52 -4.64 -3.13 14.77 1226 367.74 1303 308.45 -16.12
74 松山市 -0.03 5.68 30.64 -7.84 -2.77 20.13 1425 301.24 1533 298.31 -0.98
75 高知市 -3.24 -1.25 13.78 -4.20 -2.09 12.64 1547 473.83 1370 399.66 -15.65
76 久留米市 21.17 24.25 56.19 -6.33 -4.12 20.63 836 355.65 1012 332.04 -6.64
77 長崎市 -5.45 1.17 24.30 -9.52 -3.32 18.95 2012 479.16 1992 440.65 -8.04
78 佐世保市 -4.04 0.63 16.35 -7.14 -2.34 12.75 926 381.90 990 382.42 0.14
79 熊本市 -4.40 -0.99 14.78 -5.70 -2.21 13.50 2256 345.04 2106 317.86 -7.88
80 大分市 -2.41 2.77 28.99 -8.02 -3.03 21.38 1454 332.19 1464 315.51 -5.02
81 宮崎市 -5.32 -0.69 17.57 -6.75 -2.07 15.63 1059 346.91 1345 362.91 4.61
82 鹿児島市 1.53 6.85 28.29 -7.05 -2.34 17.50 1937 355.52 2045 340.20 -4.31  
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付録1.5  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2000_
地方税
_億円

2000_
地方税
/人口_
千円/
人

2006_地
方税/人
口_千円
/人

00~06_
地方税/
人口の
増加率
_%

2000_
財政力
指数

04~06
平均_
財政力
指数

00~06_
財政力
指数増
加率_%

2001_事
業所数_
所

2001_事
業所数/
人口_所/
人

2004_事
業所数_
所

2004_事
業所数/
人口_所
/人

01~04_
事業所
数/人口
の増加
率_%

1 函館市 326 115 110 -3.94 0.52 0.47 -9.62 16300 0.0573 15477 0.0532 -7.07
2 旭川市 415 115 109 -5.09 0.52 0.51 -1.92 17431 0.0482 16141 0.0452 -6.31
3 青森市 350 118 111 -5.72 0.62 0.60 -3.23 15765 0.0530 15242 0.0490 -7.61
4 八戸市 292 120 119 -0.61 0.63 0.65 3.17 12698 0.0521 11986 0.0485 -6.84
5 盛岡市 397 141 138 -2.26 0.72 0.73 1.39 16114 0.0573 15486 0.0528 -7.94
6 秋田市 427 136 133 -2.53 0.66 0.65 -1.52 17293 0.0553 17090 0.0520 -5.92
7 山形市 360 144 141 -1.96 0.71 0.77 8.45 15447 0.0617 14583 0.0580 -6.01
8 郡山市 475 144 139 -3.20 0.68 0.75 10.29 18265 0.0552 16909 0.0506 -8.38
9 いわき市 477 131 128 -2.45 0.65 0.68 4.62 16520 0.0454 15146 0.0424 -6.65
10 水戸市 395 161 150 -6.55 0.87 0.86 -1.15 14591 0.0593 14052 0.0531 -10.47
11 つくば市 314 171 186 8.81 0.92 1.10 19.57 7452 0.0406 7184 0.0369 -9.06
12 宇都宮市 806 182 183 0.67 0.94 1.03 9.57 22921 0.0517 22012 0.0440 -14.87
13 前橋市 460 163 149 -8.33 0.85 0.82 -3.53 16676 0.0589 17027 0.0533 -9.51
14 高崎市 420 174 148 -14.84 0.91 0.85 -6.59 13810 0.0571 16718 0.0490 -14.25
15 伊勢崎市 186 152 143 -5.64 0.80 0.85 6.25 6576 0.0536 8804 0.0445 -16.90
16 太田市 235 165 164 -0.32 0.90 1.00 11.11 8751 0.0613 10913 0.0520 -15.06
17 川越市 482 148 156 5.31 0.89 0.99 11.24 11397 0.0350 11070 0.0337 -3.92
18 熊谷市 236 151 148 -2.24 0.87 0.89 2.30 7924 0.0508 9429 0.0463 -8.99
19 川口市 687 148 153 3.31 0.91 1.00 9.89 22152 0.0478 20699 0.0427 -10.61
20 所沢市 504 153 150 -1.78 0.96 1.06 10.42 9771 0.0296 9447 0.0281 -4.95
21 春日部市 242 118 110 -6.95 0.75 0.77 2.67 7511 0.0367 8319 0.0348 -5.25
22 草加市 312 138 140 1.79 0.85 0.93 9.41 7990 0.0352 7770 0.0332 -5.85
23 越谷市 418 136 133 -1.87 0.81 0.90 11.11 11485 0.0372 11531 0.0366 -1.69
24 船橋市 859 156 150 -3.62 1.02 0.99 -2.94 16491 0.0299 15906 0.0276 -7.64
25 柏市 509 156 152 -2.62 0.94 1.00 6.38 9970 0.0306 11172 0.0292 -4.34
26 横須賀市 680 156 150 -4.13 0.82 0.85 3.66 15936 0.0367 14647 0.0342 -6.86
27 平塚市 425 168 166 -1.19 1.02 1.12 9.80 11149 0.0441 10342 0.0402 -8.77
28 小田原市 336 169 165 -2.57 0.99 1.06 7.07 9700 0.0489 8930 0.0452 -7.46
29 茅ヶ崎市 324 145 146 0.92 0.95 1.02 7.37 6581 0.0294 6395 0.0277 -5.64
30 相模原市 990 165 154 -6.61 1.01 1.00 -0.99 22424 0.0373 23849 0.0346 -7.24
31 厚木市 472 222 218 -1.61 1.35 1.47 8.89 10405 0.0488 9912 0.0455 -6.77
32 大和市 345 162 158 -2.63 0.96 1.05 9.38 8541 0.0402 8136 0.0371 -7.53
33 長岡市 282 148 129 -12.76 0.76 0.62 -18.42 12080 0.0633 15493 0.0550 -13.20
34 上越市 188 141 126 -10.91 0.72 0.58 -19.44 8052 0.0606 10664 0.0512 -15.45
35 富山市 569 177 160 -9.72 0.81 0.75 -7.41 20518 0.0639 22548 0.0540 -15.51
36 金沢市 780 177 174 -1.87 0.76 0.76 0.00 29538 0.0671 27989 0.0634 -5.63
37 福井市 439 176 167 -5.03 0.88 0.87 -1.14 17652 0.0707 17101 0.0641 -9.29
38 甲府市 316 166 152 -8.56 0.82 0.81 -1.22 13951 0.0734 13088 0.0675 -8.03
39 長野市 589 164 146 -11.00 0.76 0.71 -6.58 22106 0.0616 21585 0.0569 -7.53
40 松本市 334 164 152 -7.34 0.81 0.74 -8.64 13637 0.0670 13419 0.0600 -10.43
41 岐阜市 669 167 154 -7.63 0.81 0.84 3.70 25865 0.0645 25241 0.0611 -5.21
42 沼津市 354 170 172 1.43 0.96 1.04 8.33 13016 0.0624 12403 0.0590 -5.33
43 富士市 428 180 181 0.33 1.02 1.14 11.76 13139 0.0554 12396 0.0519 -6.25
44 豊橋市 594 166 169 1.51 0.87 1.00 14.94 17422 0.0488 16497 0.0455 -6.90
45 岡崎市 566 168 172 2.16 1.03 1.10 6.80 15624 0.0465 15195 0.0422 -9.19
46 一宮市 322 116 117 0.82 0.79 0.84 6.33 14149 0.0510 17439 0.0464 -8.95
47 春日井市 426 148 150 1.51 0.96 1.04 8.33 11550 0.0401 10920 0.0368 -8.23
48 豊田市 807 235 289 22.77 1.44 1.62 12.50 12747 0.0372 14029 0.0350 -5.93
49 四日市市 516 179 178 -0.54 0.97 0.97 0.00 14323 0.0497 13915 0.0459 -7.55
50 大津市 441 151 141 -6.86 0.86 0.84 -2.33 11561 0.0397 11465 0.0352 -11.22
51 岸和田市 716 355 116 -67.32 0.70 0.61 -12.86 8964 0.0444 8248 0.0407 -8.37
52 豊中市 663 171 163 -4.64 1.01 0.98 -2.97 15590 0.0402 14399 0.0371 -7.72
53 吹田市 651 190 183 -3.83 1.09 1.12 2.75 11783 0.0344 11421 0.0330 -4.17
54 高槻市 529 150 132 -11.83 0.85 0.78 -8.24 10182 0.0288 9783 0.0275 -4.65
55 枚方市 599 149 138 -7.44 0.87 0.85 -2.30 11042 0.0275 10472 0.0259 -5.91
56 茨木市 458 178 161 -9.45 0.99 0.98 -1.01 9902 0.0384 9229 0.0346 -9.93
57 八尾市 425 159 145 -8.56 0.86 0.80 -6.98 14441 0.0539 13704 0.0514 -4.62
58 寝屋川市 307 124 114 -7.74 0.72 0.70 -2.78 8860 0.0357 8442 0.0350 -1.78
59 東大阪市 855 172 154 -10.53 0.86 0.78 -9.30 31164 0.0627 30012 0.0609 -2.86
60 姫路市 903 190 171 -9.88 0.91 0.85 -6.59 25210 0.0530 26585 0.0499 -5.82
61 尼崎市 820 177 165 -6.78 0.86 0.79 -8.14 21537 0.0465 20157 0.0439 -5.53
62 明石市 382 131 131 0.02 0.75 0.72 -4.00 10369 0.0356 9882 0.0338 -4.86
63 西宮市 808 185 175 -5.38 0.98 0.89 -9.18 13655 0.0313 13716 0.0297 -5.02
64 加古川市 373 140 140 -0.18 0.85 0.83 -2.35 9619 0.0362 9265 0.0348 -3.76
65 宝塚市 385 178 156 -12.29 0.98 0.92 -6.12 5300 0.0245 5080 0.0227 -7.18
66 奈良市 557 153 143 -6.44 0.88 0.78 -11.36 10877 0.0298 11309 0.0307 2.99
67 和歌山市 625 160 154 -3.66 0.81 0.81 0.00 18818 0.0481 17914 0.0467 -2.99
68 鳥取市 206 139 118 -15.02 0.67 0.55 -17.91 8716 0.0588 9945 0.0501 -14.67
69 倉敷市 751 173 172 -0.85 0.90 0.86 -4.44 19600 0.0453 19230 0.0408 -9.89
70 呉市 287 140 129 -7.91 0.68 0.61 -10.29 9950 0.0486 11681 0.0467 -3.92
71 福山市 678 167 164 -1.61 0.84 0.83 -1.19 22328 0.0549 22961 0.0495 -9.74
72 下関市 319 129 119 -7.89 0.65 0.57 -12.31 12348 0.0500 13854 0.0481 -3.74
73 高松市 561 168 148 -12.05 0.89 0.82 -7.87 21840 0.0655 23673 0.0560 -14.45
74 松山市 604 128 124 -2.89 0.75 0.71 -5.33 23521 0.0497 23134 0.0450 -9.47
75 高知市 441 135 131 -3.02 0.63 0.63 00採用 0.00 19951 0.0611 19305 0.0563 -7.84
76 久留米市 317 135 122 -9.53 0.72 0.69 -4.17 14075 0.0599 15315 0.0502 -16.08
77 長崎市 522 124 115 -7.49 0.58 0.55 -5.17 20989 0.0500 21015 0.0465 -7.00
78 佐世保市 265 109 104 -4.84 0.57 0.55 -3.51 11522 0.0475 11527 0.0445 -6.30
79 熊本市 845 129 129 -0.18 0.63 0.69 9.52 30642 0.0469 29008 0.0438 -6.58
80 大分市 699 160 163 2.07 0.83 0.89 7.23 21251 0.0486 20611 0.0444 -8.51
81 宮崎市 371 122 118 -2.91 0.64 0.63 -1.56 17544 0.0575 18351 0.0495 -13.84
82 鹿児島市 711 130 130 -0.38 0.64 0.68 6.25 29229 0.0536 29237 0.0486 -9.34  
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付録1.6  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2001_従
業者数_
人

2001_従
業者数/
人口_人/
人

2004_従
業者数_
人

2004_従
業者数/
人口_人/
人

01~04_従
業者数/
人口の増
加率_%

2000_製
造品出
荷額等_
億円

2000_製造
品出荷額等
/人口_千円
/人

2005_製
造品出荷
額等_億
円

2005_製造
品出荷額等
/人口_千円
/人

00~05_製
造品出荷
額等/人
口の増加
率_%

1 函館市 138152 0.4853 117625 0.4044 -16.67 3059 1074.50 1780 611.95 -43.05
2 旭川市 171461 0.4745 137724 0.3856 -18.73 2454 679.08 1914 535.86 -21.09
3 青森市 148833 0.5006 120645 0.3878 -22.54 1201 403.98 1008 324.01 -19.80
4 八戸市 119917 0.4917 100682 0.4074 -17.14 4337 1778.33 4634 1875.24 5.45
5 盛岡市 155020 0.5513 135505 0.4616 -16.27 2367 841.80 2591 882.68 4.86
6 秋田市 162710 0.5200 141712 0.4311 -17.09 3484 1113.36 3304 1005.10 -9.72
7 山形市 139443 0.5571 120994 0.4812 -13.61 3649 1457.76 2298 913.99 -37.30
8 郡山市 174428 0.5273 160611 0.4805 -8.87 8576 2592.69 9667 2892.37 11.56
9 いわき市 154065 0.4238 130900 0.3666 -13.49 10435 2870.50 10701 2997.26 4.42
10 水戸市 154064 0.6260 136655 0.5162 -17.54 1467 596.11 1426 538.70 -9.63
11 つくば市 96094 0.5231 73709 0.3785 -27.64 3551 1933.09 3018 1549.76 -19.83
12 宇都宮市 245486 0.5536 217783 0.4354 -21.36 13947 3145.44 16026 3203.85 1.86
13 前橋市 162509 0.5742 145762 0.4565 -20.51 5924 2093.25 5926 1855.71 -11.35
14 高崎市 132828 0.5496 146601 0.4297 -21.82 6348 2626.70 7170 2101.43 -20.00
15 伊勢崎市 63412 0.5167 82380 0.4166 -19.36 6403 5217.02 10639 5380.79 3.14
16 太田市 91164 0.6383 110667 0.5277 -17.32 14525 10169.65 19302 9204.49 -9.49
17 川越市 129328 0.3975 116856 0.3553 -10.62 7166 2202.40 9986 3036.02 37.85
18 熊谷市 76359 0.4898 84644 0.4153 -15.22 4448 2853.22 7564 3710.88 30.06
19 川口市 176105 0.3796 154682 0.3190 -15.97 7253 1563.55 5155 1063.10 -32.01
20 所沢市 104097 0.3154 86204 0.2568 -18.59 2085 631.78 1967 585.93 -7.26
21 春日部市 61062 0.2983 59170 0.2473 -17.10 1934 944.80 1511 631.49 -33.16
22 草加市 71556 0.3154 63944 0.2729 -13.48 4402 1940.49 3868 1650.83 -14.93
23 越谷市 99725 0.3233 87967 0.2793 -13.63 2203 714.30 2164 687.03 -3.82
24 船橋市 183203 0.3319 154902 0.2687 -19.04 5913 1071.36 6712 1164.50 8.69
25 柏市 113186 0.3471 111637 0.2922 -15.80 3787 1161.31 3665 959.43 -17.38
26 横須賀市 152347 0.3505 120972 0.2821 -19.53 15854 3647.84 9270 2161.40 -40.75
27 平塚市 115359 0.4560 103018 0.4005 -12.17 12440 4917.35 13824 5374.10 9.29
28 小田原市 95333 0.4805 80545 0.4080 -15.08 8784 4427.15 8369 4239.77 -4.23
29 茅ヶ崎市 58128 0.2596 51172 0.2219 -14.51 3536 1578.92 3193 1384.52 -12.31
30 相模原市 228608 0.3808 221529 0.3218 -15.48 18238 3037.71 14584 2118.58 -30.26
31 厚木市 142411 0.6685 128404 0.5899 -11.76 6629 3111.78 7017 3223.69 3.60
32 大和市 82153 0.3864 73801 0.3369 -12.80 3109 1462.27 2407 1098.92 -24.85
33 長岡市 113646 0.5959 130980 0.4648 -22.00 4704 2466.47 6838 2426.50 -1.62
34 上越市 71600 0.5386 83582 0.4014 -25.48 1986 1494.08 5330 2559.76 71.33
35 富山市 202051 0.6293 208833 0.5001 -20.54 6887 2145.16 11725 2807.77 30.89
36 金沢市 267985 0.6092 231299 0.5237 -14.04 5253 1194.16 5434 1230.30 3.03
37 福井市 154693 0.6196 137728 0.5166 -16.63 3624 1451.60 3487 1307.84 -9.90
38 甲府市 117346 0.6173 100943 0.5206 -15.67 3430 1804.33 3230 1665.80 -7.68
39 長野市 202593 0.5643 178117 0.4698 -16.74 6203 1727.64 4331 1142.37 -33.88
40 松本市 129310 0.6351 114450 0.5116 -19.44 6147 3018.92 5113 2285.68 -24.29
41 岐阜市 207064 0.5160 187105 0.4529 -12.23 3176 791.49 2839 687.24 -13.17
42 沼津市 119163 0.5708 106941 0.5090 -10.84 7404 3546.86 5985 2848.37 -19.69
43 富士市 127505 0.5374 115783 0.4850 -9.76 14030 5913.77 13020 5453.52 -7.78
44 豊橋市 163617 0.4586 143154 0.3945 -13.98 10342 2898.59 11739 3234.89 11.60
45 岡崎市 157383 0.4682 147114 0.4086 -12.71 12432 3698.14 14505 4029.08 8.95
46 一宮市 107898 0.3889 123145 0.3278 -15.69 5003 1803.06 7692 2047.76 13.57
47 春日井市 111689 0.3874 99240 0.3341 -13.76 7281 2525.51 7015 2361.79 -6.48
48 豊田市 201204 0.5869 214379 0.5345 -8.93 83661 24402.70 110379 27517.70 12.76
49 四日市市 154439 0.5357 139598 0.4607 -13.98 19075 6615.94 21240 7010.29 5.96
50 大津市 121093 0.4157 106572 0.3275 -21.21 4517 1550.52 4258 1308.49 -15.61
51 岸和田市 77966 0.3866 63304 0.3126 -19.14 2100 1041.21 2319 1145.06 9.97
52 豊中市 132598 0.3419 113110 0.2914 -14.78 3868 997.24 3273 843.06 -15.46
53 吹田市 143306 0.4189 120825 0.3492 -16.64 2960 865.21 2538 733.48 -15.23
54 高槻市 107129 0.3032 92698 0.2603 -14.13 5484 1551.95 3843 1079.26 -30.46
55 枚方市 118772 0.2956 102463 0.2530 -14.41 5887 1465.33 6614 1633.31 11.46
56 茨木市 108948 0.4230 92690 0.3477 -17.79 6111 2372.49 6422 2409.32 1.55
57 八尾市 122025 0.4553 105128 0.3943 -13.41 11676 4356.52 10897 4086.68 -6.19
58 寝屋川市 78425 0.3156 63649 0.2641 -16.34 2533 1019.46 2205 914.84 -10.26
59 東大阪市 255313 0.5140 234096 0.4753 -7.51 12806 2577.97 11342 2303.07 -10.66
60 姫路市 248329 0.5218 232834 0.4370 -16.26 18007 3783.84 20937 3929.23 3.84
61 尼崎市 203998 0.4404 169134 0.3685 -16.31 15751 3400.06 13212 2878.69 -15.33
62 明石市 104291 0.3576 90521 0.3098 -13.36 10298 3530.96 10464 3581.55 1.43
63 西宮市 134996 0.3090 121233 0.2624 -15.09 5352 1225.06 4271 924.37 -24.54
64 加古川市 92868 0.3492 82252 0.3090 -11.50 6394 2404.31 8084 3037.41 26.33
65 宝塚市 49827 0.2302 44281 0.1981 -13.94 1254 579.30 879 393.22 -32.12
66 奈良市 120078 0.3295 104169 0.2831 -14.07 1694 464.86 1740 472.95 1.74
67 和歌山市 174392 0.4460 138312 0.3605 -19.18 9477 2423.74 13970 3640.87 50.22
68 鳥取市 85478 0.5762 83215 0.4195 -27.19 4433 2988.06 4990 2515.54 -15.81
69 倉敷市 197654 0.4565 186933 0.3965 -13.14 30095 6951.34 39440 8366.55 20.36
70 呉市 95964 0.4684 89801 0.3587 -23.41 7432 3627.37 9278 3706.09 2.17
71 福山市 202020 0.4967 194079 0.4188 -15.68 13971 3434.76 16176 3490.43 1.62
72 下関市 112131 0.4541 108541 0.3771 -16.95 4466 1808.65 5051 1754.98 -2.97
73 高松市 203546 0.6105 194351 0.4601 -24.64 3562 1068.43 3142 743.80 -30.38
74 松山市 228407 0.4829 205834 0.4005 -17.05 4875 1030.57 3933 765.32 -25.74
75 高知市 170705 0.5228 142252 0.4150 -20.63 1818 556.83 1439 419.79 -24.61
76 久留米市 122632 0.5217 125757 0.4126 -20.91 1823 775.53 2505 821.89 5.98
77 長崎市 197537 0.4704 176782 0.3911 -16.87 5039 1200.04 5370 1187.88 -1.01
78 佐世保市 104127 0.4294 91716 0.3543 -17.50 1339 552.22 1524 588.70 6.61
79 熊本市 311671 0.4767 263818 0.3982 -16.47 4486 686.11 2970 448.26 -34.67
80 大分市 217342 0.4966 192358 0.4145 -16.52 14185 3240.81 23483 5060.80 56.16
81 宮崎市 152632 0.5000 151712 0.4093 -18.13 711 232.91 1304 351.84 51.06
82 鹿児島市 266563 0.4893 243908 0.4058 -17.07 4390 805.74 3392 564.28 -29.97  
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付録1.7  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

1999_小
売業年
間販売
額_億円

1999_小売
業年間販売
額/人口_千
円/人

2004_小
売業年
間販売
額_億円

2004_小売
業年間販売
額/人口_千
円/人

99~04_小
売業年間
販売額/人
口の増加
率_%

2001_課
税対象所
得額/納
税義務者
数_千円/
人

2005_課
税対象所
得額/納
税義務者
数_千円/
人

01~05_課
税対象所
得額/納税
義務者数
の増加率
_%

1 函館市 3919 1376.59 3529 1213.24 -11.87 3182 2852 -10.37
2 旭川市 4937 1366.18 4235 1185.67 -13.21 3149 2840 -9.81
3 青森市 3818 1284.26 3571 1147.86 -10.62 3289 2889 -12.16
4 八戸市 3438 1409.71 3107 1257.31 -10.81 3098 2819 -9.01
5 盛岡市 4152 1476.62 3978 1355.20 -8.22 3539 3176 -10.26
6 秋田市 4390 1402.89 3838 1167.55 -16.78 3394 3044 -10.31
7 山形市 3480 1390.24 3288 1307.74 -5.93 3428 3096 -9.68
8 郡山市 4222 1276.39 4211 1259.93 -1.29 3262 2996 -8.15
9 いわき市 3576 983.70 3695 1034.94 5.21 3139 2887 -8.03
10 水戸市 4320 1755.42 3811 1439.69 -17.99 3780 3588 -5.08
11 つくば市 2155 1173.13 2070 1062.96 -9.39 4135 3936 -4.81
12 宇都宮市 6921 1560.88 6193 1238.08 -20.68 3693 3478 -5.82
13 前橋市 4359 1540.26 3873 1212.82 -21.26 3687 3306 -10.33
14 高崎市 4109 1700.24 4114 1205.76 -29.08 3649 3282 -10.06
15 伊勢崎市 1842 1500.82 2305 1165.78 -22.32 3389 3080 -9.12
16 太田市 1894 1326.08 2387 1138.28 -14.16 3524 3196 -9.31
17 川越市 3357 1031.74 3331 1012.72 -1.84 3830 3529 -7.86
18 熊谷市 2235 1433.67 2191 1074.90 -25.02 3748 3382 -9.77
19 川口市 4356 939.04 4029 830.89 -11.52 3729 3555 -4.67
20 所沢市 3015 913.58 2847 848.07 -7.17 4176 3762 -9.91
21 春日部市 2144 1047.39 1889 789.47 -24.62 3725 3337 -10.42
22 草加市 2027 893.54 1924 821.15 -8.10 3696 3440 -6.93
23 越谷市 2851 924.41 2746 871.80 -5.69 3818 3529 -7.57
24 船橋市 5771 1045.63 5205 903.04 -13.64 4084 3768 -7.74
25 柏市 4049 1241.66 4386 1148.17 -7.53 4306 3886 -9.75
26 横須賀市 4287 986.39 4156 969.02 -1.76 3854 3454 -10.38
27 平塚市 3099 1224.99 2508 974.99 -20.41 3874 3576 -7.69
28 小田原市 2663 1342.16 2480 1256.38 -6.39 3803 3509 -7.73
29 茅ヶ崎市 1843 822.95 1613 699.42 -15.01 4298 3946 -8.19
30 相模原市 6396 1065.31 6159 894.70 -16.02 3953 3605 -8.80
31 厚木市 3099 1454.73 2832 1301.05 -10.56 4035 3680 -8.80
32 大和市 2296 1079.89 2264 1033.63 -4.28 3919 3634 -7.27
33 長岡市 2778 1456.60 5549 1969.09 35.18 3226 2895 -10.26
34 上越市 2113 1589.62 2107 1011.90 -36.34 3316 2908 -12.30
35 富山市 4890 1523.13 5212 1248.11 -18.06 3523 3125 -11.30
36 金沢市 6347 1442.85 5908 1337.62 -7.29 3587 3322 -7.39
37 福井市 3985 1596.20 3818 1431.99 -10.29 3553 3204 -9.82
38 甲府市 3134 1648.62 2787 1437.33 -12.82 3645 3336 -8.48
39 長野市 5066 1410.97 4785 1262.12 -10.55 3550 3168 -10.76
40 松本市 3202 1572.57 3133 1400.56 -10.94 3542 3190 -9.94
41 岐阜市 5567 1387.35 4909 1188.33 -14.34 3631 3393 -6.55
42 沼津市 2839 1360.01 2517 1197.89 -11.92 3550 3299 -7.07
43 富士市 2769 1167.16 2517 1054.26 -9.67 3601 3347 -7.05
44 豊橋市 4590 1286.46 4005 1103.65 -14.21 3604 3396 -5.77
45 岡崎市 3988 1186.31 3963 1100.81 -7.21 3916 3725 -4.88
46 一宮市 3131 1128.40 3590 955.73 -15.30 3510 3213 -8.46
47 春日井市 2907 1008.33 2928 985.79 -2.24 3791 3519 -7.17
48 豊田市 3784 1103.74 3828 954.33 -13.54 4150 3899 -6.05
49 四日市市 3855 1337.06 3414 1126.80 -15.73 3645 3358 -7.87
50 大津市 2908 998.21 2708 832.17 -16.63 3945 3631 -7.96
51 岸和田市 1882 933.12 1708 843.37 -9.62 3588 3211 -10.51
52 豊中市 3403 877.36 2896 745.96 -14.98 4382 4092 -6.62
53 吹田市 3057 893.57 3022 873.36 -2.26 4404 4171 -5.29
54 高槻市 3203 906.44 3182 893.63 -1.41 3879 3489 -10.05
55 枚方市 3546 882.63 2863 707.01 -19.90 4109 3638 -11.46
56 茨木市 2512 975.24 2373 890.27 -8.71 4090 3706 -9.39
57 八尾市 2402 896.23 2273 852.44 -4.89 3710 3403 -8.27
58 寝屋川市 2236 899.93 2068 858.00 -4.66 3642 3230 -11.31
59 東大阪市 4928 992.05 4511 915.99 -7.67 3516 3253 -7.48
60 姫路市 6817 1432.47 5898 1106.87 -22.73 3629 3324 -8.40
61 尼崎市 4506 972.68 3603 785.04 -19.29 3522 3214 -8.75
62 明石市 2710 929.20 2234 764.64 -17.71 3692 3365 -8.86
63 西宮市 3709 848.98 3608 780.88 -8.02 4643 4427 -4.65
64 加古川市 2979 1120.18 2390 898.00 -19.83 3631 3322 -8.51
65 宝塚市 1715 792.26 1506 673.70 -14.97 4637 4231 -8.76
66 奈良市 4401 1207.70 3978 1081.27 -10.47 4428 4007 -9.51
67 和歌山市 4326 1106.37 3653 952.05 -13.95 3627 3313 -8.66
68 鳥取市 2182 1470.78 2359 1189.21 -19.14 3352 2866 -14.50
69 倉敷市 4753 1097.85 4830 1024.61 -6.67 3301 3119 -5.51
70 呉市 2282 1113.78 2113 844.04 -24.22 3451 3079 -10.78
71 福山市 4966 1220.89 4901 1057.53 -13.38 3259 3064 -5.98
72 下関市 3157 1278.53 3102 1077.79 -15.70 3265 2929 -10.29
73 高松市 7267 2179.75 5687 1346.26 -38.24 3689 3300 -10.54
74 松山市 6190 1308.56 5811 1130.76 -13.59 3424 3140 -8.29
75 高知市 4642 1421.79 4088 1192.57 -16.12 3348 3018 -9.86
76 久留米市 3220 1369.84 3623 1188.71 -13.22 3479 3122 -10.26
77 長崎市 4579 1090.50 4595 1016.45 -6.79 3294 2969 -9.87
78 佐世保市 2933 1209.61 3416 1319.55 9.09 3102 2784 -10.25
79 熊本市 8247 1261.33 8238 1243.35 -1.43 3461 3176 -8.23
80 大分市 5395 1232.58 5309 1144.14 -7.18 3441 3135 -8.89
81 宮崎市 4077 1335.54 4301 1160.49 -13.11 3324 3002 -9.69
82 鹿児島市 6936 1273.03 6810 1132.88 -11.01 3396 3111 -8.39  
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付録1.8  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2001_高
額納税
者数_人

2001_高額納
税者数/人口_
人/人

2004_高
額納税
者数_人

2004_高額納税
者数/人口_人/
人

01~04_高
額納税者
数/人口の
増加率_%

2002_乗
用車保有
台数/世
帯数_台/
世帯

2007_乗
用車保有
台数/世
帯数_台/
世帯

02~07_乗
用車保有
台数/世帯
数の増加
率_%

1 函館市 125 0.0004391 124 0.0004263 -2.91 0.99 1.01 2.02
2 旭川市 144 0.0003985 123 0.0003444 -13.58 1.07 1.07 0.00
3 青森市 139 0.0004676 117 0.0003761 -19.56 1.04 1.08 3.85
4 八戸市 109 0.0004469 104 0.0004209 -5.84 1.19 1.21 1.68
5 盛岡市 165 0.0005868 157 0.0005349 -8.85 1.12 1.18 5.36
6 秋田市 106 0.0003387 101 0.0003072 -9.30 1.20 1.27 5.83
7 山形市 137 0.0005473 116 0.0004614 -15.70 1.50 1.53 2.00
8 郡山市 157 0.0004746 110 0.0003291 -30.66 1.40 1.45 3.57
9 いわき市 113 0.0003108 107 0.0002997 -3.59 1.37 1.41 2.92

10 水戸市 121 0.0004917 121 0.0004571 -7.03 1.43 1.48 3.50
11 つくば市 114 0.0006206 108 0.0005546 -10.64 1.53 1.52 -0.65
12 宇都宮市 302 0.0006811 304 0.0006077 -10.77 1.44 1.49 3.47
13 前橋市 160 0.0005654 163 0.0005104 -9.72 1.54 1.60 3.90
14 高崎市 126 0.0005214 137 0.0004015 -22.99 1.47 1.52 3.40
15 伊勢崎市 57 0.0004644 77 0.0003894 -16.15 1.69 1.85 9.47
16 太田市 64 0.0004481 58 0.0002766 -38.28 1.70 1.80 5.88
17 川越市 169 0.0005194 137 0.0004165 -19.81 1.12 1.10 -1.79
18 熊谷市 78 0.0005003 75 0.0003679 -26.46 1.39 1.49 7.19
19 川口市 295 0.0006359 277 0.0005712 -10.17 0.83 0.80 -3.61
20 所沢市 226 0.0006848 227 0.0006762 -1.26 0.92 0.91 -1.09
21 春日部市 81 0.0003957 85 0.0003552 -10.23 1.01 1.06 4.95
22 草加市 117 0.0005158 129 0.0005506 6.75 0.81 0.80 -1.23
23 越谷市 167 0.0005415 153 0.0004857 -10.29 0.97 0.96 -1.03
24 船橋市 335 0.0006070 346 0.0006003 -1.10 0.82 0.78 -4.88
25 柏市 251 0.0007697 256 0.0006702 -12.93 0.94 0.97 3.19
26 横須賀市 148 0.0003405 113 0.0002635 -22.63 0.81 0.82 1.23
27 平塚市 122 0.0004822 127 0.0004937 2.38 1.11 1.09 -1.80
28 小田原市 138 0.0006955 109 0.0005522 -20.61 1.12 1.11 -0.89
29 茅ヶ崎市 160 0.0007144 144 0.0006244 -12.60 0.90 0.84 -6.67
30 相模原市 360 0.0005996 327 0.0004750 -20.78 0.93 0.95 2.15
31 厚木市 143 0.0006713 120 0.0005513 -17.87 1.19 1.18 -0.84
32 大和市 150 0.0007055 156 0.0007122 0.95 0.84 0.81 -3.57
33 長岡市 66 0.0003461 64 0.0002271 -34.37 1.42 1.56 9.86
34 上越市 69 0.0005191 69 0.0003314 -36.16 1.50 1.61 7.33
35 富山市 203 0.0006323 181 0.0004334 -31.45 1.54 1.62 5.19
36 金沢市 266 0.0006047 215 0.0004868 -19.50 1.35 1.39 2.96
37 福井市 158 0.0006329 151 0.0005663 -10.51 1.68 1.76 4.76
38 甲府市 107 0.0005629 87 0.0004487 -20.29 1.33 1.37 3.01
39 長野市 172 0.0004790 145 0.0003825 -20.16 1.43 1.47 2.80
40 松本市 106 0.0005206 84 0.0003755 -27.87 1.43 1.48 3.50
41 岐阜市 332 0.0008274 290 0.0007020 -15.15 1.44 1.47 2.08
42 沼津市 149 0.0007138 121 0.0005759 -19.32 1.30 1.31 0.77
43 富士市 180 0.0007587 139 0.0005822 -23.26 1.59 1.61 1.26
44 豊橋市 241 0.0006755 248 0.0006834 1.18 1.53 1.57 2.61
45 岡崎市 242 0.0007199 259 0.0007194 -0.06 1.53 1.55 1.31
46 一宮市 132 0.0004757 151 0.0004020 -15.50 1.49 1.44 -3.36
47 春日井市 159 0.0005515 147 0.0004949 -10.26 1.35 1.34 -0.74
48 豊田市 202 0.0005892 204 0.0005086 -13.68 1.74 1.75 0.57
49 四日市市 175 0.0006070 138 0.0004555 -24.96 1.46 1.47 0.68
50 大津市 123 0.0004222 122 0.0003749 -11.20 1.08 1.11 2.78
51 岸和田市 79 0.0003917 74 0.0003654 -6.71 1.01 1.02 0.99
52 豊中市 521 0.0013432 443 0.0011411 -15.05 0.66 0.64 -3.03
53 吹田市 399 0.0011663 380 0.0010982 -5.84 0.70 0.69 -1.43
54 高槻市 164 0.0004641 138 0.0003876 -16.50 0.79 0.75 -5.06
55 枚方市 239 0.0005949 188 0.0004643 -21.96 0.86 0.84 -2.33
56 茨木市 154 0.0005979 141 0.0005290 -11.52 0.79 0.76 -3.80
57 八尾市 208 0.0007761 190 0.0007126 -8.19 0.84 0.81 -3.57
58 寝屋川市 102 0.0004105 84 0.0003485 -15.11 0.76 0.73 -3.95
59 東大阪市 301 0.0006059 238 0.0004833 -20.24 0.77 0.75 -2.60
60 姫路市 289 0.0006073 271 0.0005086 -16.25 1.24 1.27 2.42
61 尼崎市 218 0.0004706 194 0.0004227 -10.18 0.62 0.60 -3.23
62 明石市 118 0.0004046 79 0.0002704 -33.17 0.91 0.90 -1.10
63 西宮市 642 0.0014695 617 0.0013354 -9.13 0.72 0.71 -1.39
64 加古川市 102 0.0003835 82 0.0003081 -19.67 1.20 1.22 1.67
65 宝塚市 285 0.0013166 229 0.0010244 -22.19 0.85 0.82 -3.53
66 奈良市 327 0.0008973 315 0.0008562 -4.58 0.98 1.02 4.08
67 和歌山市 254 0.0006496 229 0.0005968 -8.13 1.11 1.12 0.90
68 鳥取市 37 0.0002494 39 0.0001966 -21.17 1.32 1.42 7.58
69 倉敷市 136 0.0003141 134 0.0002843 -9.51 1.39 1.44 3.60
70 呉市 94 0.0004588 81 0.0003236 -29.48 0.87 0.92 5.75
71 福山市 192 0.0004720 184 0.0003970 -15.89 1.33 1.39 4.51
72 下関市 111 0.0004495 101 0.0003509 -21.94 1.04 1.12 7.69
73 高松市 184 0.0005519 183 0.0004332 -21.51 1.14 1.23 7.89
74 松山市 259 0.0005475 231 0.0004495 -17.90 1.00 1.03 3.00
75 高知市 189 0.0005789 182 0.0005309 -8.28 0.97 1.01 4.12
76 久留米市 144 0.0006126 160 0.0005250 -14.31 1.17 1.29 10.26
77 長崎市 196 0.0004668 160 0.0003539 -24.18 0.78 0.83 6.41
78 佐世保市 122 0.0005031 111 0.0004288 -14.78 0.97 1.03 6.19
79 熊本市 389 0.0005950 353 0.0005328 -10.45 1.08 1.12 3.70
80 大分市 205 0.0004684 177 0.0003815 -18.56 1.27 1.31 3.15
81 宮崎市 171 0.0005602 167 0.0004506 -19.56 1.16 1.22 5.17
82 鹿児島市 313 0.0005745 303 0.0005041 -12.26 1.04 1.09 4.81  
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付録1.9  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2001_都市
公園面積/
人口_㎡/人 備考

05~08_都市
公園面積_㎡

備考
_05~08_都
市公園面積

05~08_都
市公園面
積/人口_
㎡/人

備考
_05~08_
都市公園
面積/人
口_㎡/人

01~08_都市公
園面積/人口の
増加率_%

1 函館市 18.19 6639900 22.83 25.49
2 旭川市 15.41 6689682 18.73 21.54
3 青森市 8.83 4027100 12.94 46.60
4 八戸市 7.77 2331800 08.07.01 9.44 21.44
5 盛岡市 9.29 3067462 10.45 12.49
6 秋田市 12.16 5455300 16.60 36.48
7 山形市 10.92 3410100 13.56 24.20
8 郡山市 9.65 3239000 9.69 0.43
9 いわき市 12.13 4669700 07年 13.08 7.83
10 水戸市 10.52 2906700 10.98 4.38
11 つくば市 6.26 05~08採用 1219300 6.26 0.00
12 宇都宮市 9.64 4731996 9.46 -1.87
13 前橋市 9.70 3195600 10.01 3.16
14 高崎市 12.09 8768763 25.70 07年 112.57
15 伊勢崎市 7.54 1500710 7.59 05年 0.66
16 太田市 13.79 524255 2.50 06年 -81.87
17 川越市 4.00 1443946 4.39 04年 9.75
18 熊谷市 15.68 1949800 07年 9.57 -38.99
19 川口市 3.45 1025000 07年 2.11 -38.73
20 所沢市 3.22 1215200 08年 3.62 12.42
21 春日部市 2.75 717700 07年 3.00 9.07
22 草加市 1.55 253600 08.04.01 1.08 -30.17
23 越谷市 2.18 781698 08年 2.48 13.84
24 船橋市 2.57 1623000 08年 2.82 9.57
25 柏市 3.91 2150000 07年 5.63 43.95
26 横須賀市 7.25 4560072 07年度 10.63 46.65
27 平塚市 4.43 1170500 09年 4.55 2.72
28 小田原市 3.55 788600 09.01.01 4.00 12.54
29 茅ヶ崎市 1.40 1840700 07年 7.98 470.11
30 相模原市 2.67 1927478 2.80 04年 4.87
31 厚木市 7.56 1818800 08年 8.36 10.53
32 大和市 1.70 285600 1.30 -23.30
33 長岡市 11.40 5763400 20.45 79.40
34 上越市 7.94 1936474 9.30 07.03.31 17.13
35 富山市 14.12 4486700 10.74 -23.91
36 金沢市 9.96 5102000 11.55 15.98
37 福井市 12.24 3362103 12.61 3.02
38 甲府市 10.32 2893000 14.92 44.57
39 長野市 6.78 2950900 7.78 14.80
40 松本市 10.79 3316500 07.03.31 14.83 37.40
41 岐阜市 7.71 3396801 07年 8.22 6.65
42 沼津市 5.62 1254500 5.97 6.23
43 富士市 10.43 2017100 07年度末 8.45 -19.00
44 豊橋市 9.43 3585600 9.88 4.78
45 岡崎市 10.33 7486500 05年 20.80 101.31
46 一宮市 4.81 7753300 20.64 329.12
47 春日井市 10.60 3883000 05年 13.07 23.33
48 豊田市 10.84 6980900 08年 17.40 60.55
49 四日市市 8.74 2864193 08.03.31 9.45 8.16
50 大津市 7.52 2905800 08年 8.93 18.74
51 岸和田市 6.67 1590500 07年度 7.85 17.74
52 豊中市 5.97 1209800 07年度 3.12 -47.83
53 吹田市 8.99 2619100 07年度 7.57 -15.80
54 高槻市 4.18 1660300 07年度 4.66 11.55
55 枚方市 4.15 1784600 09.03.31 4.41 6.19
56 茨木市 3.38 1112600 07.03.31 4.17 23.49
57 八尾市 2.36 790800 09.03.31 2.97 25.67
58 寝屋川市 4.46 1189300 07年度 4.93 10.64
59 東大阪市 2.29 1854000 38200 3.76 64.40
60 姫路市 8.89 5197800 9.75 9.73
61 尼崎市 4.06 1887000 07年度末 4.11 1.27
62 明石市 6.44 2105000 08年度中 7.20 11.88
63 西宮市 7.07 4343214 9.40 07年 32.96
64 加古川市 6.22 1655441 6.22 01採用 0.00
65 宝塚市 3.75 884500 08年度 3.96 5.51
66 奈良市 19.47 7281600 07年度 19.79 1.65
67 和歌山市 5.66 3012037 7.85 07年 38.69
68 鳥取市 12.29 2572820 12.97 5.53
69 倉敷市 7.49 4720100 10.01 33.68
70 呉市 8.24 08.12.15採用 2062900 08.12.15 8.24 0.00
71 福山市 20.33 05~08採用 9421600 20.33 0.00
72 下関市 12.04 3404600 11.83 -1.75
73 高松市 6.76 2944500 6.97 3.11
74 松山市 6.13 3604400 7.01 14.42
75 高知市 5.70 1902000 5.55 -2.66
76 久留米市 7.54 2511400 8.24 9.28
77 長崎市 6.45 3930100 8.69 34.79
78 佐世保市 14.08 3644974 14.08 01採用 0.00
79 熊本市 8.31 5789635 8.74 5.15
80 大分市 10.57 6625592 14.28 35.09
81 宮崎市 17.80 6427400 17.34 -2.57
82 鹿児島市 6.98 4410624 7.34 5.12  



 

84 

付録1.10  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2002_住宅
地地価/㎡_
千円/㎡

2007_住宅地
地価/㎡_千円
/㎡ 備考

02~07_住宅
地地価/㎡の
増加率_%

2000_医師
数_人

2000_医師数/
人口_人/人

2006_医師
数/1万人_
人/1万人

2006_医師数/
人口_人/人

00~06_医師
数/人口の
増加率_%

1 函館市 68.0 49.6 -27.06 726 0.002550 27.0 0.002700 5.88
2 旭川市 31.2 25.5 -18.27 1095 0.003030 34.0 0.003400 12.21
3 青森市 65.9 53.5 -18.82 535 0.001800 19.5 0.001950 8.36
4 八戸市 60.2 48.6 -19.27 431 0.001767 20.1 0.002010 13.74
5 盛岡市 92.5 66.3 -28.32 1030 0.003663 40.5 0.004050 10.56
6 秋田市 72.9 51.4 -29.49 904 0.002889 33.4 0.003340 15.62
7 山形市 92.8 66.5 -28.34 852 0.003404 42.3 0.004230 24.28
8 郡山市 67.1 48.7 -27.42 681 0.002059 24.7 0.002470 19.97
9 いわき市 47.2 38.0 -19.49 614 0.001689 17.0 0.001700 0.65

10 水戸市 96.9 69.6 -28.17 586 0.002381 20.7 0.002070 -13.07
11 つくば市 74.5 66.1 -11.28 697 0.003794 48.5 0.004850 27.82
12 宇都宮市 99.1 71.8 -27.55 775 0.001748 18.3 0.001830 4.70
13 前橋市 88.1 59.5 -32.46 1152 0.004071 43.3 0.004330 6.37
14 高崎市 86.4 55.9 -35.30 469 0.001941 19.4 0.001940 -0.03
15 伊勢崎市 62.5 43.5 -30.40 259 0.002110 19.1 0.001910 -9.49
16 太田市 55.9 41.5 -25.76 294 0.002058 16.2 0.001620 -21.30
17 川越市 161.3 154.6 -4.15 605 0.001859 22.6 0.002260 21.54
18 熊谷市 85.3 64.7 -24.15 223 0.001430 15.9 0.001590 11.15
19 川口市 191.6 184.5 -3.71 541 0.001166 12.9 0.001290 10.61
20 所沢市 189.6 180.7 -4.69 464 0.001406 23.9 0.002390 69.99
21 春日部市 122.6 107.4 -12.40 193 0.000943 11.5 0.001150 21.97
22 草加市 163.4 145.9 -10.71 126 0.000555 8.0 0.000800 44.03
23 越谷市 167.9 151.4 -9.83 495 0.001605 18.1 0.001810 12.77
24 船橋市 167.2 154.9 -7.36 629 0.001140 13.4 0.001340 17.58
25 柏市 139.6 122.3 -12.39 581 0.001782 19.5 0.001950 9.45
26 横須賀市 166.6 141.1 -15.31 670 0.001542 18.6 0.001860 20.65
27 平塚市 179.1 153.1 -14.52 345 0.001364 15.6 0.001560 14.39
28 小田原市 152.8 133.6 -12.57 292 0.001472 17.8 0.001780 20.95
29 茅ヶ崎市 221.5 203.5 -8.13 318 0.001420 16.4 0.001640 15.50
30 相模原市 187.2 135.7 -27.51 1299 0.002164 22.3 0.002230 3.07
31 厚木市 153.8 132.7 -13.72 310 0.001455 16.7 0.001670 14.76
32 大和市 205.6 183.3 -10.85 248 0.001166 14.1 0.001410 20.88
33 長岡市 82.9 43.1 -48.01 420 0.002202 19.1 0.001910 -13.27
34 上越市 50.7 23.1 -54.44 259 0.001948 16.8 0.001680 -13.78
35 富山市 70.0 44.1 -37.00 1043 0.003249 32.7 0.003270 0.65
36 金沢市 126.5 89.7 -29.09 1316 0.002992 36.6 0.003660 22.34
37 福井市 100.6 63.8 -36.58 658 0.002636 30.0 0.003000 13.82
38 甲府市 85.0 50.7 -40.35 524 0.002756 29.0 0.002900 5.21
39 長野市 82.8 50.1 -39.49 636 0.001771 19.9 0.001990 12.34
40 松本市 84.0 45.5 -45.83 869 0.004268 47.5 0.004750 11.30
41 岐阜市 100.2 74.8 -25.35 1187 0.002958 33.7 0.003370 13.92
42 沼津市 141.1 105.4 -25.30 353 0.001691 16.8 0.001680 -0.65
43 富士市 91.4 76.8 -15.97 285 0.001201 12.8 0.001280 6.55
44 豊橋市 106.0 89.1 -15.94 593 0.001662 18.8 0.001880 13.12
45 岡崎市 107.4 95.7 -10.89 449 0.001336 14.6 0.001460 9.31
46 一宮市 111.6 84.0 -24.73 408 0.001470 15.6 0.001560 6.09
47 春日井市 113.3 103.6 -8.56 373 0.001294 15.2 0.001520 17.48
48 豊田市 96.4 72.5 -24.79 399 0.001164 14.5 0.001450 24.59
49 四日市市 69.0 55.3 -19.86 481 0.001668 19.1 0.001910 14.49
50 大津市 105.7 89.5 -15.33 903 0.003100 32.9 0.003290 6.14
51 岸和田市 117.2 95.5 -18.52 380 0.001884 21.4 0.002140 13.58
52 豊中市 244.8 222.9 -8.95 633 0.001632 18.9 0.001890 15.81
53 吹田市 243.7 216.4 -11.20 1815 0.005305 60.0 0.006000 13.09
54 高槻市 190.6 170.1 -10.76 957 0.002708 33.4 0.003340 23.33
55 枚方市 174.3 146.4 -16.01 608 0.001513 22.2 0.002220 46.69
56 茨木市 207.8 188.4 -9.34 374 0.001452 13.7 0.001370 -5.65
57 八尾市 183.9 161.3 -12.29 423 0.001578 16.5 0.001650 4.54
58 寝屋川市 192.5 161.3 -16.21 354 0.001425 12.7 0.001270 -10.86
59 東大阪市 194.3 167.7 -13.69 810 0.001631 17.4 0.001740 6.71
60 姫路市 108.2 70.7 -34.66 867 0.001822 19.2 0.001920 5.39
61 尼崎市 220.6 209.2 -5.17 895 0.001932 23.4 0.002340 21.12
62 明石市 135.5 101.2 -25.31 492 0.001687 19.9 0.001990 17.96
63 西宮市 219.6 226.7 3.23 1142 0.002614 29.7 0.002970 13.62
64 加古川市 113.1 81.7 -27.76 346 0.001301 15.9 0.001590 22.21
65 宝塚市 189.2 173.8 -8.14 266 0.001229 15.4 0.001540 25.32
66 奈良市 126.2 96.0 -23.93 639 0.001754 20.3 0.002030 15.77
67 和歌山市 107.6 85.5 -20.54 1264 0.003233 37.5 0.003750 16.00
68 鳥取市 108.7 42.5 -60.90 391 0.002636 24.8 0.002480 -5.90
69 倉敷市 69.2 54.7 -20.95 1204 0.002781 32.8 0.003280 17.94
70 呉市 113.9 69.8 -38.72 669 0.003265 30.5 0.003050 -6.59
71 福山市 76.6 56.3 -26.50 754 0.001854 19.2 0.001920 3.58
72 下関市 61.2 37.8 -38.24 552 0.002236 23.6 0.002360 5.57
73 高松市 110.5 63.6 -42.44 891 0.002673 24.7 0.002470 -7.58
74 松山市 117.6 95.1 -19.13 1143 0.002416 23.8 0.002380 -1.50
75 高知市 140.9 140.9 02採用 0.00 998 0.003057 33.3 0.003330 8.94
76 久留米市 76.5 44.9 -41.31 1324 0.005633 54.1 0.005410 -3.95
77 長崎市 96.9 50.6 -47.78 1484 0.003534 40.2 0.004020 13.75
78 佐世保市 65.5 40.5 -38.17 583 0.002404 25.5 0.002550 6.06
79 熊本市 95.0 72.7 -23.47 2341 0.003580 39.3 0.003930 9.76
80 大分市 80.4 61.0 -24.13 854 0.001951 22.8 0.002280 16.86
81 宮崎市 71.3 58.8 -17.53 686 0.002247 24.3 0.002430 8.13
82 鹿児島市 136.5 103.2 -24.40 1731 0.003177 34.6 0.003460 8.91  
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付録1.11  特例市・中核市の各市ごとのデータ 

（文献[6]～[10]及び各市ホームページより） 

NO 市名

2001_公共下
水道普及率
_%

2006_公共下
水道普及率
_% 備考

01~06_公共下
水道普及率の
増加率_%

1 函館市 86.8 87.5 0.81
2 旭川市 93.7 95.3 1.71
3 青森市 61.8 69.5 12.46
4 八戸市 45.0 48.3 7.33
5 盛岡市 82.5 82.8 0.36
6 秋田市 69.7 84.3 20.95
7 山形市 75.5 90.0 19.21
8 郡山市 52.5 65.3 24.38
9 いわき市 38.3 43.7 14.10

10 水戸市 54.4 56.6 4.04
11 つくば市 68.7 75.7 10.19
12 宇都宮市 81.2 81.2 01採用 0.00
13 前橋市 69.0 68.3 -1.01
14 高崎市 79.5 79.5 01採用 0.00
15 伊勢崎市 29.8 21.7 -27.18
16 太田市 29.1 24.3 -16.49
17 川越市 83.5 84.3 0.96
18 熊谷市 46.1 46.1 01採用 0.00
19 川口市 73.4 79.2 7.90
20 所沢市 85.6 89.8 4.91
21 春日部市 80.4 78.3 -2.61
22 草加市 72.0 85.6 18.89
23 越谷市 76.2 79.6 4.46
24 船橋市 42.5 51.4 20.94
25 柏市 70.8 83.4 17.80
26 横須賀市 93.9 97.3 3.62
27 平塚市 89.7 94.4 5.24
28 小田原市 68.6 72.2 5.25
29 茅ヶ崎市 90.2 93.4 3.55
30 相模原市 97.4 97.4 0.00
31 厚木市 87.6 90.1 2.85
32 大和市 90.2 91.7 1.66
33 長岡市 94.0 86.4 -8.09
34 上越市 32.0 39.0 21.88
35 富山市 81.2 81.2 0.00
36 金沢市 82.2 89.8 9.25
37 福井市 69.2 72.4 4.62
38 甲府市 90.1 90.2 0.11
39 長野市 61.8 75.7 22.49
40 松本市 98.5 94.9 -3.65
41 岐阜市 79.6 86.1 8.17
42 沼津市 36.0 43.9 21.94
43 富士市 60.8 66.9 10.03
44 豊橋市 71.3 75.0 5.19
45 岡崎市 46.0 66.4 44.35
46 一宮市 30.0 41.8 39.33
47 春日井市 60.1 62.8 4.49
48 豊田市 43.0 54.8 27.44
49 四日市市 53.6 64.7 20.71
50 大津市 90.4 95.5 5.64
51 岸和田市 85.2 90.9 6.69
52 豊中市 99.9 99.7 -0.20
53 吹田市 98.9 99.6 0.71
54 高槻市 89.6 95.7 6.81
55 枚方市 75.5 84.2 11.52
56 茨木市 92.1 94.7 2.82
57 八尾市 54.3 68.2 25.60
58 寝屋川市 84.9 99.6 17.31
59 東大阪市 79.5 90.9 14.34
60 姫路市 85.9 85.4 -0.58
61 尼崎市 100.0 100.0 0.00
62 明石市 85.5 97.0 13.45
63 西宮市 100.0 99.9 -0.10
64 加古川市 72.4 82.4 13.81
65 宝塚市 97.2 98.3 1.13
66 奈良市 86.3 89.2 3.36
67 和歌山市 20.1 27.8 38.31
68 鳥取市 68.2 68.7 0.73
69 倉敷市 50.9 61.4 20.63
70 呉市 87.6 78.8 -10.05
71 福山市 61.9 61.9 0.00
72 下関市 59.8 60.6 1.34
73 高松市 48.8 53.9 10.45
74 松山市 48.8 54.9 12.50
75 高知市 42.5 42.5 01採用 0.00
76 久留米市 65.2 57.5 -11.81
77 長崎市 73.8 84.4 14.36
78 佐世保市 61.3 61.3 0.00
79 熊本市 75.9 82.9 9.22
80 大分市 47.1 51.3 8.92
81 宮崎市 84.3 81.3 -3.56
82 鹿児島市 82.7 77.4 -6.41
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１．はじめに 

１－１．研究の背景 
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日本は人口減・高齢化社会の時代に入った。現在日本の

地方都市の多くは、今も過疎化が止まらず、急激な高齢化

と若者の首都圏転出が続いている。その為に、疲弊がつづ

いている地方都市が少なくない。例えば、駅前中心市街地

の商店街がシャッター通りになっていたり、空地や駐車場

が点在したりしている。代わりに、地価が安価でまとまっ

た土地がある郊外に、大規模小売店・市役所・総合病院な

どが移転し、そこに自動車で来訪するか、時間をかけて徒

歩やバスで移動する、などのことが起こっている。 

今後、日本の地方都市は、過疎化を止め、モータリゼー

ション等によってスプロールしていく都市構造から脱却

し持続可能な都市構造へと変換していく必要がある。 

１－２．従来の研究 

加知氏ら[１]は、居住環境レベルの空間分布をＱＯＬ指標

で評価するため、居住環境の機能を空間使用性・景観調和

性・自然環境性・局地環境性・防災機能性に分類して、居

住環境の項目における重みをコンジョイント分析により

推計している。 また、丁氏ら[２]は、高齢者の都心居住を

考慮した都市施設の配置評価モデルとその地方圏への適

用に関して、満足距離を分析し評価している。 その他、

文献では、地方都市の現状に関して具体的な事例をあげ述

べている研究もある[３][４]。 

１－３．本研究の目的 

上記の従来研究には、職の確保のような経済的側面が含

まれていない。本研究では、この都市の経済的側面（職・

収入）にも焦点をあて、今も過疎化が進む日本の既存地方

都市を「都市の魅力」という尺度で複数の要素を相対的に

比較し、相関関係や重みを評価する。その結果をもとに地

方都市再生の手法に関して効果の程度・優先順位を検証す

る。 

 

２．問題定義 

２－１．地方都市の魅力の評価 

 目的を明確にするため、本研究のプロセスをシステムエ

ンジニアリング手法[５]で「見える化」すると、図１のよう

に整理できる。今回の発表は、特にこの図の problem 

definition と decomposition の部分に重点を置く。 

 

 

 

 

 

 

 図１．研究プロセスのＶモデル 

また、Goal Statement を To・By・Using として、「都市

の魅力」の「見える化」の要素を抽出するために、マイン

ドマップを作成した。これを図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図２．都市の魅力に関するマインドマップ



 

 マインドマップより得た都市の魅力の要因を分類し、整

理するために作成した特性要因図(Fish Bone)を図３に示

す。 これにより、「都市の魅力」の概念を、大きく３つ、

街の発達・アメニティ性(都会的な感じ・娯楽)、経済性

（職・収入）、家族生活快適性（高齢者・子供の生活性）、

に分けられた。 
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「都市の魅力」が増し、その都市の過疎化が抑えられ町

が活性化すると、どの概念がどのぐらい「都市の魅力」に

影響しているのか、またそれぞれの概念がどのように相関

しているのかを、共分散構造分析により評価する。直接観

測できない、街の発達・アメニティ性(都会的な感じ・娯

楽)、経済性（職・収入）、家族生活快適性（高齢者・子供

の生活性）を潜在変数とし、これらと因果関係があると想

定される適切な観測変数を選び観測データを、文献[6]～

[10]及び各市ホームページを用いて、表１のように作成し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究の対象地区としては、特に再生や発展が望まれる、

人口２０万人以上の特例市（４３市：八戸市・水戸市、他）

と３０万人以上の中核市（３９市：青森市・富山市、他）

とする。但し、これらの内、東京・大阪・福岡の 3大政令

指定都市の通勤圏内の都市は除いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

図３．特性要因図（Fish Bone）  

 

 表１．共分散構造分析の観測変数データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO 市名
X1．15～
64歳の就
業率（％）

X2．
一人当
たりの
小売店
売り場
面積

(㎡/人）

X3．
一人当

たりの大
型店面

積
(㎡/人）

X4．
人口密度
（人/ｋｍ2）

X5．
一人当た
りの都市
公園等
面積

(㎡/人）

X6．
市民

１０００
人に対
する医
師数
（人/
1000
人）

X7．
高等教
育卒業
比率
(％）

X8．
一人当
たりの
小売業
年間販
売額
(百万

円/人）

X9．
一世帯
当たり
の乗用
車保有
台数
(台/

世帯）

X10．
一人当
たりの
歳出決
算額
（千円）

X11．
一人当
たりの
地方税
収額
（千円）

X12．
納税義
務者一
人当たり
課税対
象所得
額
（千円）

X21．
平成12
年～17
年の人
口増加
率：国
勢調査
（％）

X22．
労働力
人口増
加率
（％）

X23．
年少人
口増加
率
（％）

1 函館市 68.6326 0.5259 0.7967 434.0800 22.5644 2.7085 8.20 1.1993 1.01 437.00 110.00 2852.00 -3.60 -4.40 -13.20
2 旭川市 70.8459 0.4120 1.1455 474.8600 18.8440 3.4394 8.60 1.1929 1.07 409.00 109.00 2840.00 -1.30 -3.70 -9.20
3 青森市 69.5928 0.5999 0.9539 377.8100 12.9278 1.9646 10.10 1.1464 1.08 353.00 111.00 2889.00 -2.30 -2.60 -9.60
4 盛岡市 72.5009 0.9066 1.2034 323.9700 10.4500 4.1505 15.20 1.3851 1.18 341.00 138.00 3176.00 -0.60 -2.20 -9.20
5 秋田市 70.6752 0.5954 1.1825 367.8000 16.3769 3.3112 12.60 1.1522 1.27 342.00 133.00 3044.00 -1.10 -2.80 -8.60
6 山形市 76.3327 0.5805 0.9093 671.3500 13.3201 4.1482 14.50 1.2843 1.53 295.00 141.00 3096.00 0.30 -1.20 -5.70
7 郡山市 70.4801 1.0309 1.1255 447.5700 9.5593 2.4437 11.70 1.2428 1.45 291.00 139.00 2996.00 1.20 -1.70 -6.30
8 水戸市 71.5439 0.7869 1.2869 1207.7600 11.0688 2.0754 16.30 1.4512 1.48 305.00 150.00 3588.00 0.40 -1.10 -5.30
9 宇都宮市 70.8825 0.7300 1.2795 1097.9600 9.4600 1.8594 15.50 1.3531 1.49 319.00 183.00 3478.00 3.10 -0.60 -2.60

10 前橋市 75.9505 0.8399 0.8549 1320.7200 10.0306 4.3505 14.10 1.2157 1.60 350.00 149.00 3306.00 -0.60 -1.30 -6.20
11 長岡市 79.7408 0.9036 1.1489 281.0700 24.3856 2.2890 8.80 2.3478 1.43 488.00 129.00 2895.00 -0.60 -1.20 -7.90
12 富山市 78.7356 0.6804 0.8784 339.2000 10.6512 3.2476 14.20 1.2373 1.62 403.00 160.00 3125.00 0.10 -1.50 -3.30
13 金沢市 73.7275 0.7420 1.0292 971.8600 11.2229 3.5569 16.70 1.2996 1.39 348.00 174.00 3322.00 -0.40 -2.20 -4.90
14 福井市 79.4122 1.0617 1.2096 470.4100 12.6100 3.1758 14.60 1.5138 1.76 374.00 167.00 3204.00 0.00 -1.80 -5.50
15 甲府市 72.6346 0.8739 1.0314 914.4800 14.8936 2.8984 16.20 1.4348 1.37 345.00 152.00 3336.00 -1.00 -4.00 -5.40
16 長野市 80.8553 0.9819 0.7925 517.9200 7.7961 1.9894 14.10 1.2642 1.47 352.00 146.00 3168.00 -0.10 -2.40 -4.20
17 沼津市 78.0068 0.3960 0.7959 1111.6700 6.0311 1.7019 13.60 1.2101 1.31 338.00 172.00 3299.00 -1.70 -3.20 -8.60
18 豊橋市 78.0785 0.4906 0.6679 1425.2100 9.6263 1.8256 13.10 1.0752 1.57 290.00 169.00 3396.00 2.10 0.80 -2.80
19 姫路市 69.5276 0.7567 0.9257 902.4800 10.7770 2.1231 13.30 1.2229 1.27 348.00 171.00 3324.00 0.80 0.30 -3.80
20 鳥取市 76.6625 0.7834 0.8494 263.4900 12.9700 2.4487 12.90 1.1693 1.42 414.00 118.00 2866.00 0.50 -1.20 -9.50
21 倉敷市 72.8988 0.1329 0.8074 1323.2300 10.0561 3.2809 11.90 1.0290 1.44 341.00 172.00 3119.00 1.80 -1.30 -1.60
22 福山市 74.3523 0.5296 1.0254 807.8200 22.5123 2.1194 13.00 1.1711 1.39 324.00 164.00 3064.00 0.50 -1.00 -5.00
23 下関市 76.8038 0.5416 0.7947 405.9600 11.7120 2.3564 10.50 1.0671 1.12 401.00 119.00 2929.00 -3.50 -4.10 -9.50
24 高松市 72.8915 0.9537 1.3698 900.8100 8.7141 3.0837 17.10 1.6830 1.23 308.00 148.00 3300.00 0.30 -2.00 -3.70
25 松山市 67.5010 0.6419 0.6754 1200.2400 6.9997 2.3770 16.10 1.1285 1.03 298.00 124.00 3140.00 1.30 -1.60 -5.50
26 高知市 69.2175 0.5546 0.6839 1078.4700 5.7034 3.4155 12.30 1.2258 1.01 400.00 131.00 3018.00 0.00 -2.20 -3.80
27 久留米市 72.7725 0.3969 0.7541 1333.2500 8.1956 5.3878 13.00 1.1823 1.29 332.00 122.00 3122.00 0.50 1.10 -5.70
28 長崎市 69.4997 0.5967 0.6085 1089.3200 8.8776 4.1315 11.50 1.0380 0.83 441.00 115.00 2969.00 -3.20 -2.10 -11.80
29 熊本市 70.7450 0.5141 0.7536 2505.7200 8.6464 3.8874 15.60 1.2303 1.12 318.00 129.00 3176.00 1.10 2.20 -4.40
30 大分市 70.1596 0.7428 1.0870 922.2700 14.3313 2.2755 13.50 1.1483 1.31 316.00 163.00 3135.00 1.70 3.20 -4.90
31 宮崎市 71.2610 0.7215 1.0457 519.6400 20.7253 2.8988 13.80 1.3869 1.22 363.00 118.00 3002.00 1.00 -0.50 -6.10
32 鹿児島市 68.5170 0.4286 0.5608 1104.7500 7.2979 3.4449 13.80 1.1268 1.09 340.00 130.00 3111.00 0.40 1.20 -7.00  



 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  図４．「都市の魅力」のパス図：標準化推定値 

 このことは、地方の国立大学等を、設備を含めてもっと

充実させていくことが、その地方都市の活性化につながる

可能性が高いことを示していると推測できる。 

都市の魅力」に関する共分散構造分析のパス図及びその

分析結果を、図４．に示す。 

図４．においての数値は、標準化推定値である。 公園については、負の相関を示しているが、これは都市

公園の面積データであり、周辺の自然や国立・国定公園等

は含まれていない。従って、都市公園が多いと、むしろ相

対的に緑が少なく都市の魅力がない可能性も考えられる

が、今後の検討課題である。 

観測変数及び潜在変数の右肩の数値は、重相関係数の２

乗値を示す。 

 

３．評価結果と考察 

３－１．評価値の推定および考察 ショッピングに関することや、医療の充実などは、比較

的、人口減との相関や因果関係が弱いことも示された。 図４より人口増減に影響するのは、経済的側面であるこ

とがわかる。つまり、きちんと働く場があって、それなり

の収入が得られていることが、地方都市の過疎を止める

も重要な点であると、推察される。 

また、人口密度も、弱い負の相関を示しており、ただ単

に、コンパクト化するために、住宅面積を小さくして高層

化するだけでは、都市の活性化としては問題があることを

示しているのではないか、と考えられる。 また、自動車保有率もかなり強い正の相関を示しており

地方都市では自動車で移動することの重要性を示してい

る。逆に言うと自動車以外の、都市交通機関の充実が地方

都市の重要な課題であるとも想定される。 

 

４．おわりに 

 本研究では、現在でもなお、多くの都市で過疎化が進ん

でいる日本の既存地方都市を、「都市の魅力」という尺度

で複数の要素を相対的に比較し、相関や因果の関係、重み

を評価した。 

高等教育卒業比率も強い正の相関を示しており、地方都

市で大学等を卒業すると、その都市に暮らす可能性が少な

からずあるということが推察される。 

  その結果、その都市に暮らそうとする居住者の経済的充
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実度が、その「都市の魅力」に も大きく影響し、次にモ

ビリティ、教育がそれにつづくと推察される。 

 今後は、都市の魅力の要因をさらに検討し、モデルの精

度を上げていくことで、「都市の魅力」についてのより正

確な要因を分析することが出来ると考えている。 

また、都市の魅力づけに対して、相関の大きかったものを

中心に、「都市の活性化」につながる対策も考えていきた

い。 
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